
2026. 3.15 136

〇同窓会設立70周年記念大同窓会開催報告 ………… 1
〇研究紹介『共生社会の実現に向けたパラスポーツの教育的・研究的意義
　　　　　　―車いすハンドボールにおける指導実践と研究活動を通して―』
　　　　　　～健康科学部　大西　満教授～ ………… 17
〇第37回「社会福祉セミナーin鳥取」開催報告 ………… 19
〇日本福祉大学社会福祉学会（学内学会）活動案内 ………… 20
〇大学トピックス（在学生の活躍、大学のニュース）………… 23
〇同窓生リレーずいそう ………… 25
〇地域同窓会、認定同窓会の活動報告 ………… 29
〇各種お知らせとご案内 ………… 45

2025年11月2日の大同窓会、一日を通して数百枚の写真が撮られました。
厳選というと大げさですが、いくつか選んで表紙からお届けします。
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2025年11月2日㊐ 

設立70周年・悠久の未来へ 
~新たに築く母校の誇り~

　近著『君はどう生きるか』（講談社・2024年）をはじめ、自分らしい生き方を探し求める人たちに寄り添うメッセージを発し
てきた作家・演出家の鴻上尚史さん。まず、演劇の世界ではセリフのタイミングのちょっとした違いで効果や感動が大きく変
わり作品の完成度に繫がることを例に挙げ、手がける演劇やテレビ番組の紹介から本題へと講演は進められました。
　鴻上さんは著作・講演のタイトルである「君はどう生きるか」を、昭和初期に刊行された吉野源三郎の『君たちはどう生きる
か』と対比し、紅白歌合戦の視聴率の変化も例に挙げながら、多様化・個性化した現代について話を進めました。その本質は多
様化を尊重という「お題目」ではなく、時間や手間がかかる「たいへんで面倒なこと」と指摘しつつ、日本では当たり前のよう
に存在する枠組みに疑問を持たない文化が根強いことが多様化を難しくしていると説きました。そして異なる意見や価値観と
の共存には、無視せずコミュニケーションを通じて向き合うことが必要だとしました。それは同情（シンパシー）や無難に仲良
くなることではなく、相手の主張・立場に対する洞察（エンパシー）の上にお互いを尊重しフェアな関係性を築くこと、という話
が印象的でした。
　また、多様化を難しくしている要因である日本の「同調圧力」にも言及しました。日本では関係性が固定的で異なる価値観の
共存が難しい「世間」という単位で過ごす時間が長く、これに慣らされることで同調圧力が支配的になる一方、世間は永遠で
はなく終わりが来れば生き方に行き詰まるリスクが指摘されました。同調圧力の支配が強くない世間にも属するなど環境を
整えることで対応力を高め自分を守ることが可能になるといいます。そうすれば社会での対話力にも繋がり気楽に生きてい
けます、という言葉に大きな希望が感じられました。
　鴻上さんは『CO O L  J A PA N』
（NHK BS）、『鴻上尚史のほがらか
人生相談』（AERA  d o t .連載）で出
会った人たちのエピソードを交えなが
ら丁寧に語りかけ、来場者の世代に関
係なく聞き入る様子が印象的でした。

の輪で繋がりましょう！！

「夢・知恵・元気を育む
   ヒューマン・ネットワーク同窓会」

鴻上尚史氏（作家・演出家）

記念講演会 祝賀懇親会

『君はどう生きるか』
～コミュニケーションのヒント～

東海キャンパス
5階体育館

1,266名 鴻上尚史氏（作家・演出家）記念講演会

会　場

参加者数

プログラム
シンポジウム、公務員交流会、
交流サロンetc.

大学歴史資料展示コーナーetc.

認定同窓会、
地域同窓会など60団体以上参加

多様な記念事業

東海市
芸術劇場大ホール

957名

会　場

参加者数

※オンライン参加171名

11月1日（土）
社会福祉学部ホームカミングデー、
キャンプファイヤー企画etc.
＠美浜キャンパス（福祉大学祭合同開催）

11月2日（日）
半田キャンパス
30周年ホームカミングデー

8月3日（日）
オンライン交流会

特 
集

詳しくは
2ページ

詳しくは
3ページ

詳しくは
4ページ～

詳しくは
13ページ～

本部企画

日本福祉大学協力

独自企画

記念式典

〈奈良 修三 同窓会長〉 〈原田 正樹 学長〉

記念式典・記念講演会

（東海市芸術劇場大ホール）

大同窓会 第1部

　設立70周年記念大同窓会は、東海市芸術劇場大ホールにおける
記念式典で幕を開けました。緞帳が開くと、そこにはステージの端か
ら端までを埋めつくす混声合唱団OB・OG会メンバー95人の姿が
あり、日本福祉大学の校歌を豊かなハーモニーで歌い上げました。
この日のために全国から集ったOB・OG会の皆さまは各自で練習を重ね、当日朝のわずかな時間に合同リハーサルを行っただ
けでしたが、その歌声に同窓生はもちろん、校歌を初めて聴く一般市民の方々も魅了されたようでした。続いて奈良修三同窓
会長、原田正樹学長が相次いで登壇し、来場への感謝と70周年を迎えた同窓会と大学についての紹介、そして記念講演会へ
の期待の気持ちを述べて記念式典を締めくくりました。
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【公務員交流会】（本部企画）

　2019年以来、2回目となる公務員交流会を開催し、学校関係者1名を含む計13名が参加しました。参加者は国家公務員、
地方公務員、教職員など多様で、年齢層は30代から60代までと幅広く、退職者（OB）、現役職員、会計年度任用職員が混在し
ましたが、残念ながら学生の参加はありませんでした。
　当初は独特な雰囲気と緊張感が漂い、場がやや固い印象を受けましたが、自己紹介が進むにつれて参加者それぞれの勤務
先や現在の業務内容が明らかになり、話題が具体的になっていきました。実務の
経験談や現場で直面している課題が次々と語られ、終始活発な意見交換に発展
しました。途中退出を予定していた方も時間の許す限り議論に参加してくださ
り、名刺交換や今後の連携に向けた機会が生まれました。今後は、学生の参加を
呼びかけるとともに、定期的な開催につなげていきたいと考えています。公務員
の皆さまの積極的な参加をお待ちしています。

　第3部では大同窓会に集う同窓生が

所属する団体、深い絆で結ばれた仲間

たちが開催する様々な企画が約3時間

にわたって行われました。

【70周年記念シンポジウム】（本部企画）

祝賀懇親会

（東海キャンパス体育館）

大同窓会 第2部

団体参加による各種企画

（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

大同窓会 第3部

　2015年に日本福祉大学同窓会設立60周年記念プロジェクト
「日本福祉大学の教育が重視した社会福祉の専門性とは何か？」
が立ち上がり、その結果をまとめた報告書（2022年）について
の意見交換会をこれまでいくつかの地域同窓会で行ってきま
した。その最後の締めくくりとして、また同窓会設立70周年を祝
う大同窓会の重要な企画として、シンポジウム「日本福祉大学の
教育を未来にどう継承するか　～過去から未来に向けて参加者
も一緒に語りましょう～」を開催しました。
　杁中時代、美浜時代、通信教育部の卒業生に加えて、本学の教育に関わってき
た教職員をシンポジストにお迎えして、プロジェクト推進者の一人である訓覇法
子元教授がシンポジウムの進行係を務めました。
　9名のシンポジストには、①なぜ日本福祉大学に入ったか？入ってからどう
だったか？②報告書第6章の“9つの視座”についてどう思うか？③日本福祉大
学の教育を未来にどう継承していくのか？の3つのテーマについて、忌憚なく自由に語っていただくとともに、会場参加者も
交えた全員参加型で自由に発言できるシンポジウムになりました。
　それぞれの参加者が、様々な時代背景と国による社会福祉政策や制度の変遷のもとで教育の中身が大きく変わる中、国策
にそった人づくりに、いかに対峙し“人権としての社会保障の実現に向けた大学教育の実践”をめざすのかといった熱い議論も
され、日本福祉大学の教育の将来を見据え、明るく展望できる語り合いの時間を共有することができました。
　引き続き行われた打ち上げ懇親会にはシンポジストの皆さまや実行委員、総務委員メンバーが参加しワイワイガヤガヤと
夜遅くまで楽しく交流しました。

　記念講演会の終了後、大同窓会は会場を日本福祉大学東海キャン
パスに移して第2部の祝賀懇親会へと続きました。会場の体育館に
集まってきた同窓生を迎えたのはJAZZ研究会同窓会によるウェル
カム演奏。「酒とバラの日々」「枯葉」などのスタンダート曲が場内の雰
囲気を盛り上げました。奈良同窓会長の開会挨拶に続いては、10年
前の60周年記念大同窓会にも登場した応援団同窓会「紫紺会」が、
今回も同窓生の絆の深さを感じさせる演武を披露しました。来賓を代
表して、日本福祉大学の丸山悟理事長が乾杯の挨拶を述べ、歓談タイ
ムに。懇親会には十分な量の食事も用意されていましたが、体育館を
埋めつくすほどの同窓生に参加いただき、かなり手狭な時間帯も発
生していました。
　壇上では特別ゲストとして経済学部卒業生のアーティスト・
ITOKiNさんと作品が紹介されたり、在学生のダンスサークル“Gold 
Cats”によるダンス、うたごえサークル馬酔木（同窓生）、混声合唱団
OB・OG会の歌唱が次々と披露され祝賀懇親会は約90分で閉会、第
3部の各団体独自企画へと大同窓会のプログラムは進みました。

乾杯の挨拶

応援団同窓会
「紫紺会」

ダンスサーク
ル「Gold C

ats」

うたごえサー
クル「馬酔木

」

ITOKiNさん
の作品
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　記念講演会の終了後、大同窓会は会場を日本福祉大学東海キャン
パスに移して第2部の祝賀懇親会へと続きました。会場の体育館に
集まってきた同窓生を迎えたのはJAZZ研究会同窓会によるウェル
カム演奏。「酒とバラの日々」「枯葉」などのスタンダート曲が場内の雰
囲気を盛り上げました。奈良同窓会長の開会挨拶に続いては、10年
前の60周年記念大同窓会にも登場した応援団同窓会「紫紺会」が、
今回も同窓生の絆の深さを感じさせる演武を披露しました。来賓を代
表して、日本福祉大学の丸山悟理事長が乾杯の挨拶を述べ、歓談タイ
ムに。懇親会には十分な量の食事も用意されていましたが、体育館を
埋めつくすほどの同窓生に参加いただき、かなり手狭な時間帯も発
生していました。
　壇上では特別ゲストとして経済学部卒業生のアーティスト・
ITOKiNさんと作品が紹介されたり、在学生のダンスサークル“Gold 
Cats”によるダンス、うたごえサークル馬酔木（同窓生）、混声合唱団
OB・OG会の歌唱が次々と披露され祝賀懇親会は約90分で閉会、第
3部の各団体独自企画へと大同窓会のプログラムは進みました。

乾杯の挨拶

応援団同窓会
「紫紺会」

ダンスサーク
ル「Gold C

ats」

うたごえサー
クル「馬酔木

」

ITOKiNさん
の作品
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【交流サロン】（本部企画）

　大同窓会での交流サロンは、2023年のクリスマスコン
サートに引き続き「おしゃべりピアニスト」のひらめさんを
招いての企画となりました。ピアノ演奏と歌・トークによる
コンサートの回数は2,000回を超え、ジャンルを問わず場
や対象者に合わせた選曲と自在なアレンジで10,000曲以
上を演奏してきたひらめさん。今回は設立70周年記念大同
窓会という場に合わせて「あの日に戻って、聴い
て歌って懐かしの青春メロディ♬」をテーマに
フォークソング、ニューミュージック、昭和歌謡な
どのメドレーやオリジナル曲を次々と演奏し、集
まった人たちも一緒に歌を口ずさんでいました。

【ダンスイベント“Nippuku Friends DANCE PARTY☆”】（東海地域ブロック企画）

　祝賀懇親会にゲスト出演した在学生ダンスサークル“Gold Cats”のように、若い世代には様々なジャンルのダンスカ
ルチャーが根付いています。東海地域ブロックの若手交流事業委員会では、ダンスを中心とした交流イベントを東海市
芸術劇場大ホールで開催しました。同窓生とも一緒に活動するダンサーの伊藤幸子さんが、愛知県内を中心に活躍する
ダンサーやDJ、バランスボールトレーナーを招き、参加者の自由な表現が繰り広げられる楽しいステージが見られまし
た。祝賀懇親会でのダンス披露を終えたGold Catsも合流し、同窓生やいろいろなシーンで活動するダンサーたちと
の交流を深めることもできました。

【東海キャンパス拡張工事見学コーナー・大学歴史資料展示コーナー】（日本福祉大学協力企画）

　東海キャンパス6階の一角には、進行中のキャンパス拡張工事の様子が見下ろせる見学コーナーが設けられ、拡張後
の新キャンパスの完成予想イラスト等も展示されました。
　図書館では特別展示企画が開催され、学園創立70周年記念ラジオドラマ「さいしょの一歩・浅賀ふさ物語」にちなん
だ展示、ヤジエセツルメントの活動の歴史を綴った展示、世界の音楽写真家・木之下晃氏（卒業生）の著作特別展示が実
施されました。
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

拡大近藤直子ゼミ同窓会―第4回近直ゼミの部屋
●参加者：208名

　Ⅰ部は近藤直子の講演。現在であれば「要支援児」と言われるような子どもだった私が、大学3年で障害幼児と出会い大学生活に前向きになったこと、そ
んな私に大学院生だった郁夫が猛アタックをかけ院生同士で結婚し、夫婦生活や子育て体験を通して発達理解を深めてきたこと、後期高齢者になった現
在は、人間にとっての「できなさ」の意味を考えていると
いうことを話しました。
　Ⅱ部の交流会はむすび座のポパイ君の人形劇「尾張
萬歳」で開幕。近藤直子の「〇×クイズ」前半の後は優子
さんのミュージックケア。「ジンギスカン」をみんなで
踊ってノリノリに。クイズの後半を終えた後はイクラちゃ
んのリードで「馬酔木」の歌を合唱・クイズ正解一位は
息子一家。さすが！7位までの賞品は近藤本。10年後も
元気で会おうネ！

（文責 近藤 直子）

東海キャンパス

第19回小木ゼミOGOB会
●参加者：31名

東海キャンパス

『那須野先生の思い出を語り合おう』
 （那須野ゼミ同窓会）

●参加者：10名

　参加者の持ち寄った写真（スライド）を鑑賞するところから始まりまし
た。若かりし頃の大学時代のゼミ会や合宿の様子や喜寿の祝い等の那須
野先生のお姿に「ほーっ」と声が上がりまし
た。奇しくも先生の最期を看取ることとなっ
た病院のスタッフが那須野ゼミのメンバーで
あったので、その方からの先生の闘病生活を
聞くことができた貴重な時間ともなりまし
た。今回は80年卒のメンバーが運営を担当し
ましたが、会の後に参加してくれた別の期で
も連絡を取り合いSNSのグループを立ち上
げたとのこと。少しでもナスノの輪が広がって
いくことを期待しています。
 （文責 福井 司）

東海キャンパス

草鹿先生を偲ぶ展示とゼミ映画の上映
（草鹿ゼミ1期生同窓会）

●参加者：20名

東海キャンパス

『久しぶりの同期会―同窓会設立70周年に呼応して』
 （昭和44年卒業社会福祉学部1部同期会）

●参加者：13名

東海キャンパス

　今回は、参加者同士が気軽に話せる時間をしっかり確保できるように
流れを組立てました。
　最初は折り紙による手遊びで場を和ませ、そのあと小木先生に「大学教
師としての学びとゼミの展開」についてミニ講演をしていただきました。
　続いて仲間づくりのゲームで、4～5人ずつのグループに分かれ、それ
ぞれ「生活の中のスマホ」「自分の半生」「他己紹介」をテーマに語り合い
ました。初対面同士でも会話が弾み、あっという間に時間が過ぎました。
　最後は近くの居酒屋で二次会を開き、2年後の再会を約束しました。 

（文責 安藤 亨）

　2025年は草鹿外吉先生の三十三回忌に当たります。草鹿ゼミ1期生
同窓会では、先生の書籍、関連の新聞記事、思い出の写真等を展示し、ゼ
ミ制作の映画「うつむかないで」やゼミ生が編集した「いりなか物語」等
を上映しました。
　91年ソ連崩壊時に中日新聞に掲載された
先生の見解は今の世界情勢を見通したかの
様な内容で先生の見識に感嘆の声も聞かれ
ました。草鹿ゼミ3期生、11期生、ゼミの映画
制作を覚えてくださった方々の来場もあり、
杁中キャンパスの映像などを懐かしく観てい
ただきました。ささやかな企画でしたが草鹿
先生を偲び杁中キャンパスの思い出を語り
合うひと時となりました。 （文責 五島 美晴）

　数年前に、岐阜で開催して次回は2～3年度の開催を予定しましたが、諸事情で開催に至り
ませんでした。大学を卒業し早56年過ぎ、鬼籍に入られた方もいますが、喜寿を迎えられた
ことを共に喜び合おうと、設立70周年記念大同窓会に呼応して、開催しました。初めて同期
会に出席された方、夫婦とも健在でそろって参加された方など、前回の出席者とは違った顔
ぶれで、近況や学生時代の想い出など、こもごも語り合いました。人生の中で4年間という短
期間ですが、共に学生時代を過ごした同級生との語らいは、何とも言えない安らぎとエネル
ギ―を与えてくれました。「ぜひまた同期会やろうよ」と確認し、その後時間のあるメンバー
で、名古屋地域同窓会のおもてなしコーヒーをい
ただき帰路につきました。 （文責 水野 孝安）
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

DⅠ66同期会
●参加者：10名

東海キャンパス

『Mクラス、会える時に会おう!!』
（1977年入学Ⅰ部1年Mクラス同窓会）

●参加者：8名

東海キャンパス

　昼食と茶菓をとりながら懇談。出席者名簿順に、近況その他なんでも
話したいことを発言。時間無制限で、発言者への質問、関連発言など自由
に懇談、全員が話し終わったのは16時。話題は、経営している社会福祉
施設のこと、児童・民生委員や保護司の経験、地域の学校教育や子ども
への支援活動、楽しんでいる習い事やサークル活動、暮らしにAIを活用し
ているなど多岐にわ
たった。出席できな
かった会員の状況な
ども報告された。司
会者からの提案で、
最後に希望する参加
者から発言をしても
らい閉会。 
（文責 日江井 敦子）

195F同窓会
●参加者：25名

東海キャンパス

　6年ぶりに同窓会70周年に合わせて開催しました。卒業して27年とな
り、「50歳代をどう生きていくのかを考える」をテーマとして、本学の山
田壮志郎教授の講演と本会の飯嶋代表の話題提供による福祉大学での
学びやこれまでの経歴などの話を受けて、3グループに分かれて議論し
ました。近況報告に始まり、仕事のこと、家庭のこと、家族のこと、健康の
こと、昨今の福祉情勢、などの意見交換を通してそれぞれに元気をもら
いました。葛谷幹事から同窓生の訃報の報告もあり、5年後の同窓会に
誰も欠けることな
く集合できること
を誓いました。 
（文責 江坂 竜二）

1967年卒業社会福祉学部Ⅰ部同期会
●参加者：22名

東海キャンパス

　第一回同期会を1983年2月に圦中「清楽」で開催。今回が第七回。同
期生188名のうち121名に案内状を発送。当日は22名が参加。全員80
才台。「体調がすぐれない」「遠方までは」という理由で欠席された方が多
くありました。当日は学生時代の思い出から現在の様子まで、スタートと
なった大学への感謝と明日からのエネルギー、意欲につなげるお話ばか
りで大変心に響きました。お亡くなりになった友人を偲びつつ、これまで
の貴重な結びつき
に感謝しながら最
後の同期会報告と
いたします。 
（文責 邑上 捷雄）

『歴代のワンゲル部員大集合』
（ワンダーフォーゲル部・ワンダーフォーゲル部フレンズ）

●参加者：58名

東海キャンパス

　総勢58名の参加で、昭和47年卒部から平成6年卒部の世代まで、幅広い
年代が集まりました。当部は70年代以前卒部のWV部同窓会と80年代以
降卒部のWV部フレンズの2つの同窓会があり、今回初めての合同同窓会と
なりました。開村式から始まり、全員で黙とう、そして自己紹介、思い出の写
真など、数十年ぶりの再会で思い思いのことを皆さま語られ、懐かしい話や
現在の状況がわかり、とても有意義なひとときでした。北海道から参加され
た方からは遠くから参加した甲斐がありましたと連絡がありました。部員の
連絡先が分からず、開催するま
での準備で2年掛かりました
が、参加された方の笑顔で苦労
が報われました。次回再会を確
認して散会となりました。 

（文責 平松 金英）

井戸田セツルメント2012
●参加者：31名

東海キャンパス

　セツルメントは、学生たちが地域に入る活動を行うサークルです。私た
ちは名古屋市瑞穂区井戸田学区に、毎週土曜、日曜に通い幼児から青年
たちと活動し、家庭訪問をし、保護者（地域住民）と子供たちや生活のこ
とを話していました。
　8年ぶりに東海キャンパスに集まりました。なつかしい顔に会うと「地
域変革」をどうするかと、熱い昔のセツラーに戻って盛り上がりました。
孫のいる世代になった今、
「学生が家庭訪問をするの
を受け入れる地域住民の
懐の大きさに敬服する」と
話し、2年後の再会を誓い
合いました。
（写真は2次会会場のもの） 

（文責 大畠 順一）

『独自企画にて愛唱曲を公開練習する』
（混声合唱団OB・OG会）

●参加者：95名

東海キャンパス

日本福祉大学ラグビー部OB会
●参加者：22名

東海キャンパス

　大同窓会では記念式典の冒頭に校歌合唱を、さらに祝賀懇親会の最
後にも参加者の皆さまとともに校歌斉唱をさせていただき、誠に光栄に
存じました。
　そして独自企画では混声合唱団50有余年の歴史のなかで歌い継がれ
てきた愛唱の3曲『まっしろいこころ』『サリマライズ』『ハーモニー』を2
時間ほどに渡ってパート練習から楽しみました。2014年の第52回定期
演奏会で幕を閉じてしまった混声合唱団でしたが、OB・OG会員は久し
振りの再会に喜び
旧交を温めるまたと
ない機会を得られ
たいへん感謝してお
ります。
（文責 川井 基義）

　大学の大同窓会開催にあわせ、2026年度に創部50周年を迎えるラ
グビー部として、独自企画を実施いたしました。本企画は、50周年をより
盛大に迎えるための準備の一環として位置づけ、創部1期生の皆さまを
お招きし、創部当時の貴重なお話や現役部員との意見交換が行われ、世
代を超えた交流が生まれました。部の歴史と伝統をあらためて確認する
とともに、今後の50周年事業に向けた意識を高める、非常に意義深い交
流企画となりました。 （文責 山本 鉄晶）

Ⅱ部1984年卒前後拡大同窓会
●参加者：22名

東海キャンパス

　2025年2月に「Ⅱ部1984年卒前後拡大同窓会」を立ち上げて70周
年記念懇親会と独自の交流会を通じて会員は32名となりました。写真は
11月2日、名古屋駅前の八海山越後屋での懇親会の様子です。本同窓会
は、LINEオープンチャットを運営して交流を行っています。2日の同窓会
では、同窓会費を積極的に納めて5人以上で地域ごとにプチ同窓会を開
催しようと話し合い
ました。拡大同窓会
ですので、ぜひご参
加ください。 
（文責 小川 雄司）

『杁中の思い出と仲間の絆をこれからも大切に』
（杁中勢和寮2025年同窓会）

●参加者：20人

東海キャンパス

　11月2日、大同窓会の余韻もそのままS404教室で杁中勢和寮同窓会を開催、
20人の参加がありました。参加者の近況報告の後、「ベンセレーモス」や「わが大
地の歌」「寮歌」など数々の歌をうたいながら交流を深めました。参加者からは「毎
日のように歌声があった寮時代を思い出した」「これからもこうした企画を続けて
欲しい」など、杁中で過ごしたあの時を思いだすとともに、その中で培った仲間と
の絆を一層深めあおうと誓い、2026年6月に松本での再会を約束しました。
　前日の11月1日には、まるは食堂
旅館に22人が宿泊・交流し大いに
盛り上がました。 （文責 木口 栄）

信頼できる仲間達、これからもよろしく！
（チーム新海浜）

●参加者：9名

東海キャンパス

　この度の企画には9名が参加し、「歌声喫茶タイム」や近況報告によ
り、40数年前の学生時代と現在を行ったり来たりできた貴重な時間で
した。近況報告は、アロマセラピーとして病院などで活動をしているメン
バーや市会議員をしているメンバーなど、苦労しつつも生きいきとした様
子に感心しました。
　学生自治会の活動などで出会った信頼できる仲間と貴重な時間を過
ごすことができて参加者
に感謝しています。今後
も互いの健康に気をつけ
ながら、この会を継続し
お互いの絆を深めていき
たいと考えています。

　鴻上尚史さんの『クールジャパン』講演は、具体例たっぷりで学びも笑
いも満載。新しい東海キャンパスは『これが母校なのか！』と感動、体育
館まである。
　久々すぎて名札が欲しい同級生とも再会。けがや病気で来られない仲
間もいて、会える時に会おうと実感。話題は健康と時事で盛り上がり、最
後は『まあ、とりあえず元気が最優先』。写真は二の次で会話が主役になっ
てた。生きてるうちにまた集ま
り、今度はもっと語り合いたい。

（文責 水野 明之）

大泉ゼミナールたてわり同窓会
●参加者：33名

東海キャンパス

　70周年記念大同窓会の独自企画として、大泉ゼミナールたてわり同窓
会を行いました。今回のテーマは「私と社会、私らしく生きるとは」になり
ました。講義の中で、先生に問いかけられた言葉を、改めて振り返る企画
になりました。まず先生よりお話をいただきました。ご自身の健康状態の
話、大リーグの話、現在取り組んでいる北海道家庭学校の研究について
の話、他からは無駄と思われることでも、積み上げていくことの大切さな
ど話されました。
その後参加者全員
から熱い発言が続
きました。 
（文責 桜井 武寿）
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

DⅠ66同期会
●参加者：10名

東海キャンパス

『Mクラス、会える時に会おう!!』
（1977年入学Ⅰ部1年Mクラス同窓会）

●参加者：8名

東海キャンパス

　昼食と茶菓をとりながら懇談。出席者名簿順に、近況その他なんでも
話したいことを発言。時間無制限で、発言者への質問、関連発言など自由
に懇談、全員が話し終わったのは16時。話題は、経営している社会福祉
施設のこと、児童・民生委員や保護司の経験、地域の学校教育や子ども
への支援活動、楽しんでいる習い事やサークル活動、暮らしにAIを活用し
ているなど多岐にわ
たった。出席できな
かった会員の状況な
ども報告された。司
会者からの提案で、
最後に希望する参加
者から発言をしても
らい閉会。 
（文責 日江井 敦子）

195F同窓会
●参加者：25名

東海キャンパス

　6年ぶりに同窓会70周年に合わせて開催しました。卒業して27年とな
り、「50歳代をどう生きていくのかを考える」をテーマとして、本学の山
田壮志郎教授の講演と本会の飯嶋代表の話題提供による福祉大学での
学びやこれまでの経歴などの話を受けて、3グループに分かれて議論し
ました。近況報告に始まり、仕事のこと、家庭のこと、家族のこと、健康の
こと、昨今の福祉情勢、などの意見交換を通してそれぞれに元気をもら
いました。葛谷幹事から同窓生の訃報の報告もあり、5年後の同窓会に
誰も欠けることな
く集合できること
を誓いました。 
（文責 江坂 竜二）

1967年卒業社会福祉学部Ⅰ部同期会
●参加者：22名

東海キャンパス

　第一回同期会を1983年2月に圦中「清楽」で開催。今回が第七回。同
期生188名のうち121名に案内状を発送。当日は22名が参加。全員80
才台。「体調がすぐれない」「遠方までは」という理由で欠席された方が多
くありました。当日は学生時代の思い出から現在の様子まで、スタートと
なった大学への感謝と明日からのエネルギー、意欲につなげるお話ばか
りで大変心に響きました。お亡くなりになった友人を偲びつつ、これまで
の貴重な結びつき
に感謝しながら最
後の同期会報告と
いたします。 
（文責 邑上 捷雄）

『歴代のワンゲル部員大集合』
（ワンダーフォーゲル部・ワンダーフォーゲル部フレンズ）

●参加者：58名

東海キャンパス

　総勢58名の参加で、昭和47年卒部から平成6年卒部の世代まで、幅広い
年代が集まりました。当部は70年代以前卒部のWV部同窓会と80年代以
降卒部のWV部フレンズの2つの同窓会があり、今回初めての合同同窓会と
なりました。開村式から始まり、全員で黙とう、そして自己紹介、思い出の写
真など、数十年ぶりの再会で思い思いのことを皆さま語られ、懐かしい話や
現在の状況がわかり、とても有意義なひとときでした。北海道から参加され
た方からは遠くから参加した甲斐がありましたと連絡がありました。部員の
連絡先が分からず、開催するま
での準備で2年掛かりました
が、参加された方の笑顔で苦労
が報われました。次回再会を確
認して散会となりました。 

（文責 平松 金英）

井戸田セツルメント2012
●参加者：31名

東海キャンパス

　セツルメントは、学生たちが地域に入る活動を行うサークルです。私た
ちは名古屋市瑞穂区井戸田学区に、毎週土曜、日曜に通い幼児から青年
たちと活動し、家庭訪問をし、保護者（地域住民）と子供たちや生活のこ
とを話していました。
　8年ぶりに東海キャンパスに集まりました。なつかしい顔に会うと「地
域変革」をどうするかと、熱い昔のセツラーに戻って盛り上がりました。
孫のいる世代になった今、
「学生が家庭訪問をするの
を受け入れる地域住民の
懐の大きさに敬服する」と
話し、2年後の再会を誓い
合いました。
（写真は2次会会場のもの） 

（文責 大畠 順一）

『独自企画にて愛唱曲を公開練習する』
（混声合唱団OB・OG会）

●参加者：95名

東海キャンパス

日本福祉大学ラグビー部OB会
●参加者：22名

東海キャンパス

　大同窓会では記念式典の冒頭に校歌合唱を、さらに祝賀懇親会の最
後にも参加者の皆さまとともに校歌斉唱をさせていただき、誠に光栄に
存じました。
　そして独自企画では混声合唱団50有余年の歴史のなかで歌い継がれ
てきた愛唱の3曲『まっしろいこころ』『サリマライズ』『ハーモニー』を2
時間ほどに渡ってパート練習から楽しみました。2014年の第52回定期
演奏会で幕を閉じてしまった混声合唱団でしたが、OB・OG会員は久し
振りの再会に喜び
旧交を温めるまたと
ない機会を得られ
たいへん感謝してお
ります。
（文責 川井 基義）

　大学の大同窓会開催にあわせ、2026年度に創部50周年を迎えるラ
グビー部として、独自企画を実施いたしました。本企画は、50周年をより
盛大に迎えるための準備の一環として位置づけ、創部1期生の皆さまを
お招きし、創部当時の貴重なお話や現役部員との意見交換が行われ、世
代を超えた交流が生まれました。部の歴史と伝統をあらためて確認する
とともに、今後の50周年事業に向けた意識を高める、非常に意義深い交
流企画となりました。 （文責 山本 鉄晶）

Ⅱ部1984年卒前後拡大同窓会
●参加者：22名

東海キャンパス

　2025年2月に「Ⅱ部1984年卒前後拡大同窓会」を立ち上げて70周
年記念懇親会と独自の交流会を通じて会員は32名となりました。写真は
11月2日、名古屋駅前の八海山越後屋での懇親会の様子です。本同窓会
は、LINEオープンチャットを運営して交流を行っています。2日の同窓会
では、同窓会費を積極的に納めて5人以上で地域ごとにプチ同窓会を開
催しようと話し合い
ました。拡大同窓会
ですので、ぜひご参
加ください。 
（文責 小川 雄司）

『杁中の思い出と仲間の絆をこれからも大切に』
（杁中勢和寮2025年同窓会）

●参加者：20人

東海キャンパス

　11月2日、大同窓会の余韻もそのままS404教室で杁中勢和寮同窓会を開催、
20人の参加がありました。参加者の近況報告の後、「ベンセレーモス」や「わが大
地の歌」「寮歌」など数々の歌をうたいながら交流を深めました。参加者からは「毎
日のように歌声があった寮時代を思い出した」「これからもこうした企画を続けて
欲しい」など、杁中で過ごしたあの時を思いだすとともに、その中で培った仲間と
の絆を一層深めあおうと誓い、2026年6月に松本での再会を約束しました。
　前日の11月1日には、まるは食堂
旅館に22人が宿泊・交流し大いに
盛り上がました。 （文責 木口 栄）

信頼できる仲間達、これからもよろしく！
（チーム新海浜）

●参加者：9名

東海キャンパス

　この度の企画には9名が参加し、「歌声喫茶タイム」や近況報告によ
り、40数年前の学生時代と現在を行ったり来たりできた貴重な時間で
した。近況報告は、アロマセラピーとして病院などで活動をしているメン
バーや市会議員をしているメンバーなど、苦労しつつも生きいきとした様
子に感心しました。
　学生自治会の活動などで出会った信頼できる仲間と貴重な時間を過
ごすことができて参加者
に感謝しています。今後
も互いの健康に気をつけ
ながら、この会を継続し
お互いの絆を深めていき
たいと考えています。

　鴻上尚史さんの『クールジャパン』講演は、具体例たっぷりで学びも笑
いも満載。新しい東海キャンパスは『これが母校なのか！』と感動、体育
館まである。
　久々すぎて名札が欲しい同級生とも再会。けがや病気で来られない仲
間もいて、会える時に会おうと実感。話題は健康と時事で盛り上がり、最
後は『まあ、とりあえず元気が最優先』。写真は二の次で会話が主役になっ
てた。生きてるうちにまた集ま
り、今度はもっと語り合いたい。

（文責 水野 明之）

大泉ゼミナールたてわり同窓会
●参加者：33名

東海キャンパス

　70周年記念大同窓会の独自企画として、大泉ゼミナールたてわり同窓
会を行いました。今回のテーマは「私と社会、私らしく生きるとは」になり
ました。講義の中で、先生に問いかけられた言葉を、改めて振り返る企画
になりました。まず先生よりお話をいただきました。ご自身の健康状態の
話、大リーグの話、現在取り組んでいる北海道家庭学校の研究について
の話、他からは無駄と思われることでも、積み上げていくことの大切さな
ど話されました。
その後参加者全員
から熱い発言が続
きました。 
（文責 桜井 武寿）

8NIHON  FUKUSHI  UNIVERSITY  ALUMNI  ASSOCIATION  NEWS  No.136



認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

『ウェルカム演奏と大同窓会』
（日本福祉大学JAZZ研究会同窓会）

●参加者：19名

東海キャンパス

　日本福祉大学JAZZ研究会同窓会は、祝賀懇親会のウェルカム演奏を
担当することとなり、この日のために結成した同窓生バンドによるスタ
ンダードナンバーの演奏で来場される同窓生をおもてなししました。祝
賀懇親会後もひきつづき同窓生で演奏と食事を楽しみました。卒業して
も演奏活動を続けている同窓生の演奏は聴きごたえがありました。ま
た、途中にはJAZZ研同窓生ではない同窓生の飛び込みゲスト参加や同
窓生のお子さん（幼稚園生）の参加もあり、和気あいあいと楽しい時間を
過ごしました。 （文責 牧野）

ヤジエセツルメントOS会＆
ヤジエセツルメント76入学世代
●参加者：21名

東海キャンパス

　10年前の11月（60周年）に続き、今回も「ヤジエセツルメント76入学
世代」と、祝賀懇親会に参加しました。参加者は1968年3月卒～1982
年3月卒の15年間です。（全員杁中校舎卒）。ヤジエセツルメントが2023
年より完全休止となったのは淋しい反面、卒セツ者が卒業後今まで全国
で果たしてきた事の大きさを改めて実感できた交流会でした。
2階図書館の展示（伊勢湾台風とヤジエセツルメント）も系統的で、とて
もよかったです。 （文責 青山 正治）

「アーチェリー部40年だよ、東海キャンパスに集合」を終えて
（日本福祉大学アーチェリー部OB会）

●参加者：25名

東海キャンパス

　11月2日の大同窓会には初代から25代まで25名のOB・OGが集ま
り、メッセージ参加も含め50名を超えました。創部数名から始まった
アーチェリー部OB会は今や約300名に広がり、各世代の努力に感謝し
ています。当日は試合や学生生活の思い出を語り合い、つながりの大切
さを再認識しました。OBの活躍にも励まされ、世代を越えた交流を深め
るためLINEグループの必要性も感じました。今後もOB・OG会の発展に
協力をお願いします。
　　　  （文責 美舩 俊介）

西三河／碧海、西三河／西尾地域同窓会
●参加者：24名

東海キャンパス

　同窓会設立70周年記念大同窓会に碧海・西尾地域同窓会合同で参加
しました。合同の集いとして、「西尾こども食堂とフードバンクの取り組み
」、「特養せんねん村の取り組み」の報告があり、熱心に討議が行われまし
た。また、第2部の交流会では、自己紹介や近況報告が行われ、仕事への
取り組みなどについて活発な話し合いが行われました。
　びっくりしたのは体育館で開催された祝賀懇親会の人数の多さでし
た。福祉大への思いが参加者の心に強くあることがよく分かりました。同
窓会の益々発展を
祈り、会場をあと
にしました。ありが
とうございました。 
（文責 杉浦 達也）

西尾張、南尾張地域同窓会
●参加者：14名

東海キャンパス

　「地域同窓会でこんな活動があれば、参加したい」というテーマで2グループに分かれ
て、和気あいあいと茶話会のような感じで、自由に意見をしてもらいました。参加者の中
には、もっと参加しやすいようにBBQのようなイベントで同窓生同士を知る機会から
始めるのはどうかなど参加のきっかけ作りからという貴重な意見をいただきました。
　参加してくれた方は計14名（西尾張地域7名、南尾張地域5名、現役学生2名）の方
に参加いただきました。参加してくれた同窓生のためにお土産を用意しました。就労
支援施設で作った巾着とクッキーを銀杏と一緒に巾着に詰め合わせしました。また、
尾張3地域同窓会（北尾張、西尾張、南尾張）のご案内のチラシを配布し、活動紹介を
いたしました。 （文責 伊藤 喜之）

『大同窓会を開催しました!!』（国際開発同窓会）
●参加者：16名

東海キャンパス

明星会（日本福祉大学大学院中島・若山ゼミ同門会）
●参加者：18名

東海キャンパス

　国際開発同窓会では、第1部として東海キャンパスN304教室で「交流
企画」「千頭聡先生講演会（テーマ：現場から感じた持続可能な開発の可
能性）」を開催しました。また、第2部は、会場を名古屋市内に移し「大懇
親会」を開催しました。
　恩師や懐かしい仲間との再会に笑顔が広がり、講演や交流をとおして
学生時代の学びや様々な思い出が思い起こされました。恩師や仲間、母
校との絆を深めるあたたかな時間となりました。 （文責 牧野）

　日本福祉大学同窓会設立70周年記念大同窓会の団体参加企画として
講演会を開催しました。講師として愛知学院大学名誉教授・岩田憲明先
生をお招きしました。岩田先生には、「私の名古屋企業研究」と題してご自
身の約50年に及ぶ研究生活を振り返り、興味深い研究事例を交えなが
ら長時間に亘り熱く語っていただきました。
　講演会終了後、「明星会」設立後初めての同窓会開催のため、決起集会
と称して「明星会」事務局にて日本福祉大学同窓会による認定同窓会へ
の活動支援内容を
説明し、今後の「明
星会」の活動への
参加・協力を呼び
かけました。 
（文責 宮田 隆）

『懸賞論文受賞者との茶話会を開催しました！』
（経済学部同窓会）

●参加者：18名

東海キャンパス

　経済学部同窓会の独自企画として「懸賞論文受賞者との茶話会」を開
催し、4名の受賞者にご参加いただきました。各受賞者からは論文作成
時の苦労話や社会に出てから感じたこと、近況報告などをお聞かせいた
だき、参加者にとって大変有意義な交流の場となりました。また先立って
開催しました総会では多くの卒業生にご参加いただき、2023年から3
年間の活動報告を行いました。経済学部の卒業生であるアーティスト
ITOKiNさんにもお越しいただき、貴重なお話を伺うことができました。
今後も同窓生間の絆を深める活動を継続してまいります。 

（文責 近藤 英夫）

『15年ぶりのゼミ同窓会』（近藤充代ゼミ同窓会）
●参加者：15名

東海キャンパス

　2010年9月に集まって以来、実に15年ぶりのゼミ同窓会が東海キャ
ンパスで行われました。
　充代先生がゼミ合宿や研究室で撮った写真や、デジタルデータをご用
意くださり、思い出話に花が咲きました。
　実は先生の定年時、最終講義に花を用意して駆けつけよう！と仲の良
かった先輩達と話していたのですが、2020年は折しもコロナ禍で実現
できずじまい…。そこで5年後の完全退職を迎える時にリベンジ兼ねて
また同窓生で集まろうという話でまとまりました。
　今回は都合で参加で
きなかった方も2030年
はゼミ同窓会があると覚
えておいてくださいね！ 

（文責 近藤 宏和）

うたごえサークル馬酔木「大唄おう会」
●参加者：64名

東海キャンパス

『目指せ！80周年!!』
（日本福祉大学・同女子短期大学部應援團　紫紺会）

●参加者：38名

東海キャンパス

　記憶では、40周年から應援團は記念式典で演武を披露していたように思います。
今回も70周年をお祝いしようと、南は九州、北は北海道からOB・OGが集結致しました。
演武をするメンバーは比較的（？）若めのメンバーです。それでも皆50を超えています。学
ランが着られなくなった者も……。
　しかし、気持ちだけは昔のまま。母校の益々の発展と来場の皆さまのご多幸を願い、我々
の伝家の宝刀「冒頭訓・校歌・エール」を披露させていただきました。
　「今回が最後だね」と集まりましたが……「こうなったら80周年もいっときますか？」 

（文責 高階 和洋）

森靖雄ゼミナール同窓会
●参加者：16名

東海キャンパス

　70周年記念大同窓会にあわせ、森ゼミ同窓会を開催しました。
毎年4月第3土曜日に行っている同窓会ですが、今年は4月に続き二回目
の開催となり、遠方からの参加者を含む16名が集まりました。90歳を迎
えられた森靖雄先生は、学生時代と変わらずお元気なお姿で、近況報告
や思い出話に会場は終始和やかな雰囲気に包まれました。久しぶりに旧
友と再会できたことに心より感謝いたします。
　なお、来年は4月
18日（土）に開催予
定ですので、ぜひご
参加ください。

　それは、一人の呟き「馬酔木で集まることできないかな？」から始まりました。
　「みんなで唄いたい」の呼びかけに世代を超え100名を超す輪が生まれ、60
名程が駆けつけてくれました。
　大懇親会では、「天使のハンマー・我が大地のうた・ケサラ」の三曲を。
　唄い始めると「おっ、馬酔木だ」「馬酔木じゃない？」と、いくつもの声があが
り。私たちのうた声に会場の皆さまのうた声が重なり響わたりました。
　改めて馬酔木であって良かったと。涙腺の震えの止まらぬ時となりました。
　その後の「大唄おう会」では、サークル員以外にも多くの方の参加をいただき
予定の3時間も瞬く間に過ぎ去りまだまだ唄い足りない程でした。
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

『ウェルカム演奏と大同窓会』
（日本福祉大学JAZZ研究会同窓会）

●参加者：19名

東海キャンパス

　日本福祉大学JAZZ研究会同窓会は、祝賀懇親会のウェルカム演奏を
担当することとなり、この日のために結成した同窓生バンドによるスタ
ンダードナンバーの演奏で来場される同窓生をおもてなししました。祝
賀懇親会後もひきつづき同窓生で演奏と食事を楽しみました。卒業して
も演奏活動を続けている同窓生の演奏は聴きごたえがありました。ま
た、途中にはJAZZ研同窓生ではない同窓生の飛び込みゲスト参加や同
窓生のお子さん（幼稚園生）の参加もあり、和気あいあいと楽しい時間を
過ごしました。 （文責 牧野）

ヤジエセツルメントOS会＆
ヤジエセツルメント76入学世代
●参加者：21名

東海キャンパス

　10年前の11月（60周年）に続き、今回も「ヤジエセツルメント76入学
世代」と、祝賀懇親会に参加しました。参加者は1968年3月卒～1982
年3月卒の15年間です。（全員杁中校舎卒）。ヤジエセツルメントが2023
年より完全休止となったのは淋しい反面、卒セツ者が卒業後今まで全国
で果たしてきた事の大きさを改めて実感できた交流会でした。
2階図書館の展示（伊勢湾台風とヤジエセツルメント）も系統的で、とて
もよかったです。 （文責 青山 正治）

「アーチェリー部40年だよ、東海キャンパスに集合」を終えて
（日本福祉大学アーチェリー部OB会）

●参加者：25名

東海キャンパス

　11月2日の大同窓会には初代から25代まで25名のOB・OGが集ま
り、メッセージ参加も含め50名を超えました。創部数名から始まった
アーチェリー部OB会は今や約300名に広がり、各世代の努力に感謝し
ています。当日は試合や学生生活の思い出を語り合い、つながりの大切
さを再認識しました。OBの活躍にも励まされ、世代を越えた交流を深め
るためLINEグループの必要性も感じました。今後もOB・OG会の発展に
協力をお願いします。
　　　  （文責 美舩 俊介）

西三河／碧海、西三河／西尾地域同窓会
●参加者：24名

東海キャンパス

　同窓会設立70周年記念大同窓会に碧海・西尾地域同窓会合同で参加
しました。合同の集いとして、「西尾こども食堂とフードバンクの取り組み
」、「特養せんねん村の取り組み」の報告があり、熱心に討議が行われまし
た。また、第2部の交流会では、自己紹介や近況報告が行われ、仕事への
取り組みなどについて活発な話し合いが行われました。
　びっくりしたのは体育館で開催された祝賀懇親会の人数の多さでし
た。福祉大への思いが参加者の心に強くあることがよく分かりました。同
窓会の益々発展を
祈り、会場をあと
にしました。ありが
とうございました。 
（文責 杉浦 達也）

西尾張、南尾張地域同窓会
●参加者：14名

東海キャンパス

　「地域同窓会でこんな活動があれば、参加したい」というテーマで2グループに分かれ
て、和気あいあいと茶話会のような感じで、自由に意見をしてもらいました。参加者の中
には、もっと参加しやすいようにBBQのようなイベントで同窓生同士を知る機会から
始めるのはどうかなど参加のきっかけ作りからという貴重な意見をいただきました。
　参加してくれた方は計14名（西尾張地域7名、南尾張地域5名、現役学生2名）の方
に参加いただきました。参加してくれた同窓生のためにお土産を用意しました。就労
支援施設で作った巾着とクッキーを銀杏と一緒に巾着に詰め合わせしました。また、
尾張3地域同窓会（北尾張、西尾張、南尾張）のご案内のチラシを配布し、活動紹介を
いたしました。 （文責 伊藤 喜之）

『大同窓会を開催しました!!』（国際開発同窓会）
●参加者：16名

東海キャンパス

明星会（日本福祉大学大学院中島・若山ゼミ同門会）
●参加者：18名

東海キャンパス

　国際開発同窓会では、第1部として東海キャンパスN304教室で「交流
企画」「千頭聡先生講演会（テーマ：現場から感じた持続可能な開発の可
能性）」を開催しました。また、第2部は、会場を名古屋市内に移し「大懇
親会」を開催しました。
　恩師や懐かしい仲間との再会に笑顔が広がり、講演や交流をとおして
学生時代の学びや様々な思い出が思い起こされました。恩師や仲間、母
校との絆を深めるあたたかな時間となりました。 （文責 牧野）

　日本福祉大学同窓会設立70周年記念大同窓会の団体参加企画として
講演会を開催しました。講師として愛知学院大学名誉教授・岩田憲明先
生をお招きしました。岩田先生には、「私の名古屋企業研究」と題してご自
身の約50年に及ぶ研究生活を振り返り、興味深い研究事例を交えなが
ら長時間に亘り熱く語っていただきました。
　講演会終了後、「明星会」設立後初めての同窓会開催のため、決起集会
と称して「明星会」事務局にて日本福祉大学同窓会による認定同窓会へ
の活動支援内容を
説明し、今後の「明
星会」の活動への
参加・協力を呼び
かけました。 
（文責 宮田 隆）

『懸賞論文受賞者との茶話会を開催しました！』
（経済学部同窓会）

●参加者：18名

東海キャンパス

　経済学部同窓会の独自企画として「懸賞論文受賞者との茶話会」を開
催し、4名の受賞者にご参加いただきました。各受賞者からは論文作成
時の苦労話や社会に出てから感じたこと、近況報告などをお聞かせいた
だき、参加者にとって大変有意義な交流の場となりました。また先立って
開催しました総会では多くの卒業生にご参加いただき、2023年から3
年間の活動報告を行いました。経済学部の卒業生であるアーティスト
ITOKiNさんにもお越しいただき、貴重なお話を伺うことができました。
今後も同窓生間の絆を深める活動を継続してまいります。 

（文責 近藤 英夫）

『15年ぶりのゼミ同窓会』（近藤充代ゼミ同窓会）
●参加者：15名

東海キャンパス

　2010年9月に集まって以来、実に15年ぶりのゼミ同窓会が東海キャ
ンパスで行われました。
　充代先生がゼミ合宿や研究室で撮った写真や、デジタルデータをご用
意くださり、思い出話に花が咲きました。
　実は先生の定年時、最終講義に花を用意して駆けつけよう！と仲の良
かった先輩達と話していたのですが、2020年は折しもコロナ禍で実現
できずじまい…。そこで5年後の完全退職を迎える時にリベンジ兼ねて
また同窓生で集まろうという話でまとまりました。
　今回は都合で参加で
きなかった方も2030年
はゼミ同窓会があると覚
えておいてくださいね！ 

（文責 近藤 宏和）

うたごえサークル馬酔木「大唄おう会」
●参加者：64名

東海キャンパス

『目指せ！80周年!!』
（日本福祉大学・同女子短期大学部應援團　紫紺会）

●参加者：38名

東海キャンパス

　記憶では、40周年から應援團は記念式典で演武を披露していたように思います。
今回も70周年をお祝いしようと、南は九州、北は北海道からOB・OGが集結致しました。
演武をするメンバーは比較的（？）若めのメンバーです。それでも皆50を超えています。学
ランが着られなくなった者も……。
　しかし、気持ちだけは昔のまま。母校の益々の発展と来場の皆さまのご多幸を願い、我々
の伝家の宝刀「冒頭訓・校歌・エール」を披露させていただきました。
　「今回が最後だね」と集まりましたが……「こうなったら80周年もいっときますか？」 

（文責 高階 和洋）

森靖雄ゼミナール同窓会
●参加者：16名

東海キャンパス

　70周年記念大同窓会にあわせ、森ゼミ同窓会を開催しました。
毎年4月第3土曜日に行っている同窓会ですが、今年は4月に続き二回目
の開催となり、遠方からの参加者を含む16名が集まりました。90歳を迎
えられた森靖雄先生は、学生時代と変わらずお元気なお姿で、近況報告
や思い出話に会場は終始和やかな雰囲気に包まれました。久しぶりに旧
友と再会できたことに心より感謝いたします。
　なお、来年は4月
18日（土）に開催予
定ですので、ぜひご
参加ください。

　それは、一人の呟き「馬酔木で集まることできないかな？」から始まりました。
　「みんなで唄いたい」の呼びかけに世代を超え100名を超す輪が生まれ、60
名程が駆けつけてくれました。
　大懇親会では、「天使のハンマー・我が大地のうた・ケサラ」の三曲を。
　唄い始めると「おっ、馬酔木だ」「馬酔木じゃない？」と、いくつもの声があが
り。私たちのうた声に会場の皆さまのうた声が重なり響わたりました。
　改めて馬酔木であって良かったと。涙腺の震えの止まらぬ時となりました。
　その後の「大唄おう会」では、サークル員以外にも多くの方の参加をいただき
予定の3時間も瞬く間に過ぎ去りまだまだ唄い足りない程でした。
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

静岡県、西三河／豊田・岡崎、東三河、三重県
地域同窓会
●参加者：30名

東海キャンパス

1971年入学社福2部1Fクラス同窓会
●参加者：5名

東海キャンパス

　同窓会設立70周年記念大同窓会に合わせて同窓会を開催しました。
午前中は東海芸術劇場では歴代の混声合唱団（総勢100名）による校歌
の歌声に始まり、鴻上尚史氏の「君はどう生きるか」と題した記念講演が
行われました。
　午後は東海キャンパスで祝賀会や各同窓会などの独自企画が行われ
ました。我が同窓会も会場の一画に独自の場所を設定いただき、九州、茨
城、愛知などから5人のメンバーが集いました。大同窓会終了後は、金山
に場所を移して近況を交
流し、最後は定例のカラ
オケへ……。50年経って
も連絡がつくのは凄いな
と想いながら散会となり
ました。 

（文責 鈴木 安夫）

『オール児童文化部同窓会を開催』（BBS赤とんぼの会　オニヤンマの会  ’87同窓会）
●参加者：71名

東海市芸術劇場

1980年卒笛木ゼミ同窓会
●参加者：6名

東海キャンパス

　前回開催（2013年1月）から13年近く時が経ってしまい、その間の中
でも笛木俊一先生もお亡くなりになったり、メンバーも2名が逝去したり
したため、当日の参加も6名と、若干寂しくなりましたが、それでも参加
者たち同士は全員の“安否確認”を喜びあいました。
　なかなかあらためて会合を開く機会もない中で、大同窓会会場とはい
え、こうした機会を
設定していただき、
ありがとうございま
した。 
（文責 福田 周二）

『今、歌人・諏訪兼位をよむ会』
（短歌愛好者有志の会）

●参加者：25名

東海市芸術劇場

　戦後80年という節目の年、諏訪兼位元学長が逝去され5年。日本福祉大学同
窓会設立70周年記念事業に背中を押され、この度の短歌愛好者で温めてきた夢
が叶いました。先ずは、身近に見届けられた福岡猛志元副学長によるエピソード
や、科学者の視座でジュニア向けに解りやすい本を多く出版されたことなど、貴
重なお話しから始まりました。当日は、十八年間継続の短歌会のお仲間が遠方か
ら駆けつけ、また投稿と諏訪先生を慕われた短歌愛好者、日福卒業生ら二十数
名が集いました。同窓会のような旧交を温め、新たな「邂逅」を生みました。短歌
題詠は「平和」。各自作の短歌の朗読と先生の思い出を語り合いました。改めて、
先生のご仁徳を偲びつつ、今の時代こ
そ≪戦争くだらない≫と平和を希求し
た諏訪先生のご意思であるバトンを繋
いでいきたい。「短歌・言葉の」持つ力を
信じていきたい。 （文責 永喜 冨美江）

日本福祉大学陸上部OBOG会
●参加者：19名

美浜キャンパス

歴代大谷ゼミ
●参加者：13名

美浜キャンパス

　日本福祉大学同窓会設立７０周年に合わせて開催しました。コロナの
影響で開催できておりませんでしたが、6年ぶりに復活開催しました。ま
た今回は学園祭中の美浜キャンパス開催で現役陸上部にも参加いただ
きました。また、初代OBの方や遠方からもお越しいただくことができま
した。
　総会では会長の若林様・北村監督・三井顧問様からご挨拶をいただ
き、現役陸上部生からはビデオを使用して近況活動が報告されました。
また、今後のOBOG会の運営について議論しました。総会後は現役生の
アテンドにて美浜キャンパスツアーでは新設の美浜町陸上競技場・
SALTOなどを見学しました。当時はグラウンドが無い中での活動でした
ので、何十年ぶりにキャンパスを見学したOBOGからは最新の設備に驚
きの声が出ておりました。その夜、宿泊先での懇親会では久々に再会と
当時の陸上の話に大いに盛り上がりました。参加者からは今後の陸上部
の活躍を期待してい
る応援の声をいただ
きました。 
（文責 鈴木 健吾）

日本福祉大学牧野ゼミ同窓会
●参加者：24名

　11月1日（土）、美浜キャンパスにおいて、牧野ゼミ同窓会を開催しまし
た。当日は、牧野忠康先生・奥様をはじめ、卒業生およびそのご家族を含
めた24名が参加しました。今回の同窓会では、20,30年ぶりに美浜キャ
ンパスを訪れる卒業生も多く、懐かしい思い出話や近況報告が和やかな
雰囲気の中で交わされました。また、牧野忠康先生からは「少子高齢・AI
／ITの社会を高齢者（人びと）はどのように暮らし、交代するのか」をテー
マにお話をいただきました。先生の語られる現在・過去・未来をつなぐ
メッセージには、卒業生一人ひとりへの励ましと、福祉を学んだ者として
の使命を改めて思い起こさせる深い示唆が込められていました。
　その後、場所を変えて懇親を深め、最後に今後も牧野ゼミのつながり
を大切にしていき、世代を超えて交流を続けていくことを確認し、閉会と
しました。次回は2026年5月か6月くらいの開催を検討しています。ぜ
ひ、多くの卒業生に参加していただきたいです。 （文責 中山 照雄）

　同窓会設立70周年記念の独自企画として、60周年に引き続き、「みや
げ屋」を開催しました。
　今回は、静岡県、西三河／豊田・岡崎、東三河、そして三重県の各地域
同窓会が合同で、盛大に開催しました。開店準備中から商品が売れてい
き、15時前には全店売切れとなりました。来客数は、全店合計で500名
は超えていたと思います。ありがとうございました。 （文責 中西 利博）

　美浜キャンパスで歴代大谷ゼミ同窓会を実施しました。
　社会福祉学部移転に伴い、皆の思い出が詰まった美浜で同窓会を開催できたことに喜びを感じて
おります。各々が久しぶりに訪れた母校に懐かしさと寂しさを感じながら、あの頃の思い出を口ずさ
み、一瞬だけ学生に戻ることができました。
　1年に1度集まり、大谷先生を囲みながら近況報告をし合う大切なこの時間をこれからも続けてい
きたいです。
　開催に向けてご尽力いただいた皆さまへ感謝申し上げます。  （文責 片田 慎弥）

　美浜キャンパスで歴代大谷ゼミ同窓会を実施しました。
　社会福祉学部移転に伴い、皆の思い出が詰まった美浜で同窓会を開催できたことに喜びを感じて
おります。各々が久しぶりに訪れた母校に懐かしさと寂しさを感じながら、あの頃の思い出を口ずさ
み、一瞬だけ学生に戻ることができました。
　1年に1度集まり、大谷先生を囲みながら近況報告をし合う大切なこの時間をこれからも続けてい
きたいです。
　開催に向けてご尽力いただいた皆さまへ感謝申し上げます。  （文責 片田 慎弥）

　「世代をこえてつながれ！赤とんぼ」のテーマ
に、年代を超えた児童文化部OB70余名の参加
を得ることができました。
　そのなかには現在プロや。アマチュアの人形
劇団などで活躍中のOBも多数いらっしゃり、そ
の方々による圧巻のパフォーマンスの披露、そし
て、サークル時代の経験が今の生き方にどう結
びついているかなどの感動的なスピーチも行わ
れ、参加者一同、今なお愛してやまない児童文化
部と母校への思いを新たに致しました。            
　児童文化部Forever！ 

（文責 仕切 友史）

美浜キャンパス

あすなろ会
●参加者：9名

東海キャンパス

　今回は大同窓会の独自企画「教育講演会」で「ウェルビーイングな学校をつくる」を
演題で鈴木庸裕先生に講演をしていただきました。交流会では、保育・介護・ビジネス
名古屋専門学校（併修校東京福祉大学津新教育課程）の非常勤講師の私が、同校の
専任教員の山田哲史先生（2年担任）に個人的に学校紹介を依頼し、社会福祉学科
（コース＝社会福祉、心理学、保育児童福祉）、教育学科（コース＝教育学認定心理士、
教育学ICT）と併修校、オープンキャンパス、入試、進路状況等の説明や同校の学生に
は「アクティブラーニングを重視し、学生同士のディスカッション等の授業を通して、
学習意欲と柔軟な思考力の向上をめざしている」等の紹介をしていただきました。
　また静岡県の小学校に勤務する佐野円香さん（大同窓会実行協力員）には、小・中
学校の9年間でめざす子ども像、教科担任制、各種サポートスタッフ、学校評価等と働
き方改革（タイムカードの活用、連絡事項は掲示板を活用、事務処置、学年経営会の
時間の確保、休暇の取りやすい職場環境等）等の紹介をしていただきました。
　子ども一人一人の人権を尊重した向き合い方や福祉の視点からの学校教育とチー
ム学校のあり方等について学び合う機会になりました。 （文責 木内 正範）

『ごちゃまぜが心地いい』（障害学生支援センターともの会）
●参加者：20名

東海キャンパス

　時々学生支援センター（旧：障害学生支援センター）を訪ねてくれる卒
業生からの「またみんなで会いたいねー」という声にお応えして、職員の
OBの協力も得て、出入り自由、ご家族づれOKのおしゃべり会をゆるー
く開催。10年以上前の「らくがきノート」を懐かしそうに見たり、仕事や
子育て、お互いに知っている友人の話で盛り上がり、昔と同じ“ごちゃま
ぜ”で心地のいい時間を過ごしました。卒業生の皆さまは、新入生からの
相談、就職や地域の福祉サービスの情報提供などで、今も支援センター
の心強い味方です！ （文責 福田）

昭和37年度卒社会福祉学部Ⅰ部同期会

東海キャンパス

　卒業後30年目の1993年に第1回の同窓会を開催して以来、16回目の
同窓会となるこの大同窓会への参加を区切りとして解散しますが、互いに
健康に留意して、同期のつながりを大切にしていきたいと願っています。

　（文責 大倉 裕一　松浦 國之）
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認定同窓会・地域同窓会等の参加団体からの開催報告
大同窓会〈第3部〉 団体参加による各種企画（東海キャンパス／東海市芸術劇場）

静岡県、西三河／豊田・岡崎、東三河、三重県
地域同窓会
●参加者：30名

東海キャンパス

1971年入学社福2部1Fクラス同窓会
●参加者：5名

東海キャンパス

　同窓会設立70周年記念大同窓会に合わせて同窓会を開催しました。
午前中は東海芸術劇場では歴代の混声合唱団（総勢100名）による校歌
の歌声に始まり、鴻上尚史氏の「君はどう生きるか」と題した記念講演が
行われました。
　午後は東海キャンパスで祝賀会や各同窓会などの独自企画が行われ
ました。我が同窓会も会場の一画に独自の場所を設定いただき、九州、茨
城、愛知などから5人のメンバーが集いました。大同窓会終了後は、金山
に場所を移して近況を交
流し、最後は定例のカラ
オケへ……。50年経って
も連絡がつくのは凄いな
と想いながら散会となり
ました。 

（文責 鈴木 安夫）

『オール児童文化部同窓会を開催』（BBS赤とんぼの会　オニヤンマの会  ’87同窓会）
●参加者：71名

東海市芸術劇場

1980年卒笛木ゼミ同窓会
●参加者：6名

東海キャンパス

　前回開催（2013年1月）から13年近く時が経ってしまい、その間の中
でも笛木俊一先生もお亡くなりになったり、メンバーも2名が逝去したり
したため、当日の参加も6名と、若干寂しくなりましたが、それでも参加
者たち同士は全員の“安否確認”を喜びあいました。
　なかなかあらためて会合を開く機会もない中で、大同窓会会場とはい
え、こうした機会を
設定していただき、
ありがとうございま
した。 
（文責 福田 周二）

『今、歌人・諏訪兼位をよむ会』
（短歌愛好者有志の会）

●参加者：25名

東海市芸術劇場

　戦後80年という節目の年、諏訪兼位元学長が逝去され5年。日本福祉大学同
窓会設立70周年記念事業に背中を押され、この度の短歌愛好者で温めてきた夢
が叶いました。先ずは、身近に見届けられた福岡猛志元副学長によるエピソード
や、科学者の視座でジュニア向けに解りやすい本を多く出版されたことなど、貴
重なお話しから始まりました。当日は、十八年間継続の短歌会のお仲間が遠方か
ら駆けつけ、また投稿と諏訪先生を慕われた短歌愛好者、日福卒業生ら二十数
名が集いました。同窓会のような旧交を温め、新たな「邂逅」を生みました。短歌
題詠は「平和」。各自作の短歌の朗読と先生の思い出を語り合いました。改めて、
先生のご仁徳を偲びつつ、今の時代こ
そ≪戦争くだらない≫と平和を希求し
た諏訪先生のご意思であるバトンを繋
いでいきたい。「短歌・言葉の」持つ力を
信じていきたい。 （文責 永喜 冨美江）

日本福祉大学陸上部OBOG会
●参加者：19名

美浜キャンパス

歴代大谷ゼミ
●参加者：13名

美浜キャンパス

　日本福祉大学同窓会設立７０周年に合わせて開催しました。コロナの
影響で開催できておりませんでしたが、6年ぶりに復活開催しました。ま
た今回は学園祭中の美浜キャンパス開催で現役陸上部にも参加いただ
きました。また、初代OBの方や遠方からもお越しいただくことができま
した。
　総会では会長の若林様・北村監督・三井顧問様からご挨拶をいただ
き、現役陸上部生からはビデオを使用して近況活動が報告されました。
また、今後のOBOG会の運営について議論しました。総会後は現役生の
アテンドにて美浜キャンパスツアーでは新設の美浜町陸上競技場・
SALTOなどを見学しました。当時はグラウンドが無い中での活動でした
ので、何十年ぶりにキャンパスを見学したOBOGからは最新の設備に驚
きの声が出ておりました。その夜、宿泊先での懇親会では久々に再会と
当時の陸上の話に大いに盛り上がりました。参加者からは今後の陸上部
の活躍を期待してい
る応援の声をいただ
きました。 
（文責 鈴木 健吾）

日本福祉大学牧野ゼミ同窓会
●参加者：24名

　11月1日（土）、美浜キャンパスにおいて、牧野ゼミ同窓会を開催しまし
た。当日は、牧野忠康先生・奥様をはじめ、卒業生およびそのご家族を含
めた24名が参加しました。今回の同窓会では、20,30年ぶりに美浜キャ
ンパスを訪れる卒業生も多く、懐かしい思い出話や近況報告が和やかな
雰囲気の中で交わされました。また、牧野忠康先生からは「少子高齢・AI
／ITの社会を高齢者（人びと）はどのように暮らし、交代するのか」をテー
マにお話をいただきました。先生の語られる現在・過去・未来をつなぐ
メッセージには、卒業生一人ひとりへの励ましと、福祉を学んだ者として
の使命を改めて思い起こさせる深い示唆が込められていました。
　その後、場所を変えて懇親を深め、最後に今後も牧野ゼミのつながり
を大切にしていき、世代を超えて交流を続けていくことを確認し、閉会と
しました。次回は2026年5月か6月くらいの開催を検討しています。ぜ
ひ、多くの卒業生に参加していただきたいです。 （文責 中山 照雄）

　同窓会設立70周年記念の独自企画として、60周年に引き続き、「みや
げ屋」を開催しました。
　今回は、静岡県、西三河／豊田・岡崎、東三河、そして三重県の各地域
同窓会が合同で、盛大に開催しました。開店準備中から商品が売れてい
き、15時前には全店売切れとなりました。来客数は、全店合計で500名
は超えていたと思います。ありがとうございました。 （文責 中西 利博）

　美浜キャンパスで歴代大谷ゼミ同窓会を実施しました。
　社会福祉学部移転に伴い、皆の思い出が詰まった美浜で同窓会を開催できたことに喜びを感じて
おります。各々が久しぶりに訪れた母校に懐かしさと寂しさを感じながら、あの頃の思い出を口ずさ
み、一瞬だけ学生に戻ることができました。
　1年に1度集まり、大谷先生を囲みながら近況報告をし合う大切なこの時間をこれからも続けてい
きたいです。
　開催に向けてご尽力いただいた皆さまへ感謝申し上げます。  （文責 片田 慎弥）

　美浜キャンパスで歴代大谷ゼミ同窓会を実施しました。
　社会福祉学部移転に伴い、皆の思い出が詰まった美浜で同窓会を開催できたことに喜びを感じて
おります。各々が久しぶりに訪れた母校に懐かしさと寂しさを感じながら、あの頃の思い出を口ずさ
み、一瞬だけ学生に戻ることができました。
　1年に1度集まり、大谷先生を囲みながら近況報告をし合う大切なこの時間をこれからも続けてい
きたいです。
　開催に向けてご尽力いただいた皆さまへ感謝申し上げます。  （文責 片田 慎弥）

　「世代をこえてつながれ！赤とんぼ」のテーマ
に、年代を超えた児童文化部OB70余名の参加
を得ることができました。
　そのなかには現在プロや。アマチュアの人形
劇団などで活躍中のOBも多数いらっしゃり、そ
の方々による圧巻のパフォーマンスの披露、そし
て、サークル時代の経験が今の生き方にどう結
びついているかなどの感動的なスピーチも行わ
れ、参加者一同、今なお愛してやまない児童文化
部と母校への思いを新たに致しました。            
　児童文化部Forever！ 

（文責 仕切 友史）

美浜キャンパス

あすなろ会
●参加者：9名

東海キャンパス

　今回は大同窓会の独自企画「教育講演会」で「ウェルビーイングな学校をつくる」を
演題で鈴木庸裕先生に講演をしていただきました。交流会では、保育・介護・ビジネス
名古屋専門学校（併修校東京福祉大学津新教育課程）の非常勤講師の私が、同校の
専任教員の山田哲史先生（2年担任）に個人的に学校紹介を依頼し、社会福祉学科
（コース＝社会福祉、心理学、保育児童福祉）、教育学科（コース＝教育学認定心理士、
教育学ICT）と併修校、オープンキャンパス、入試、進路状況等の説明や同校の学生に
は「アクティブラーニングを重視し、学生同士のディスカッション等の授業を通して、
学習意欲と柔軟な思考力の向上をめざしている」等の紹介をしていただきました。
　また静岡県の小学校に勤務する佐野円香さん（大同窓会実行協力員）には、小・中
学校の9年間でめざす子ども像、教科担任制、各種サポートスタッフ、学校評価等と働
き方改革（タイムカードの活用、連絡事項は掲示板を活用、事務処置、学年経営会の
時間の確保、休暇の取りやすい職場環境等）等の紹介をしていただきました。
　子ども一人一人の人権を尊重した向き合い方や福祉の視点からの学校教育とチー
ム学校のあり方等について学び合う機会になりました。 （文責 木内 正範）

『ごちゃまぜが心地いい』（障害学生支援センターともの会）
●参加者：20名

東海キャンパス

　時々学生支援センター（旧：障害学生支援センター）を訪ねてくれる卒
業生からの「またみんなで会いたいねー」という声にお応えして、職員の
OBの協力も得て、出入り自由、ご家族づれOKのおしゃべり会をゆるー
く開催。10年以上前の「らくがきノート」を懐かしそうに見たり、仕事や
子育て、お互いに知っている友人の話で盛り上がり、昔と同じ“ごちゃま
ぜ”で心地のいい時間を過ごしました。卒業生の皆さまは、新入生からの
相談、就職や地域の福祉サービスの情報提供などで、今も支援センター
の心強い味方です！ （文責 福田）

昭和37年度卒社会福祉学部Ⅰ部同期会

東海キャンパス

　卒業後30年目の1993年に第1回の同窓会を開催して以来、16回目の
同窓会となるこの大同窓会への参加を区切りとして解散しますが、互いに
健康に留意して、同期のつながりを大切にしていきたいと願っています。

　（文責 大倉 裕一　松浦 國之）
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東海キャンパスでの大同窓会のほかにも、
同窓生が集うスペシャルな企画が展開しました。

　2027年度から東海キャンパスに移転する
社会福祉学部では、主に美浜キャンパス世代の
同窓生を対象としたホームカミングデーを福祉
大学祭開催日に合わせて実施しました。在学生
による今の美浜キャンパスを体感するキャンパ
スツアー、誰もが忘れられない「発達心理学」講
義の近藤直子先生による再現、キャンパスの風
景と一体化して耳に残る付属高校和太鼓部「楽
鼓」の演奏、お世話になった恩師との交流会
……。教職員と学生による手作りのプログラム
は、参加した同窓生の懐かしい思い出を鮮烈に
蘇らせ、忘れられない一日となりました。

　2025年度の第73回福祉大学祭は学園創立70
周年記念事業のもとで開催されることから、学園
創立70周年と同窓会設立70周年の両記念事業コ
ラボレーション企画が実現しました。内容は、障害
者アートを就労支援に活かした障害福祉サービス
事業所を運営する卒業生の原田啓之さん（1999
年度社会福祉学部卒）と原田正樹学長によるスペ
シャルトークショー。福岡県内の高校生時代にはソ
フトテニスで全国優勝やインターハイ出場の実績
を上げながらも、障害を持つ兄の影響から福祉を学ぶことを決意し、故郷を離れて本
学に進学した原田さん。アルバイトを通じて、障害者の人たちが好きなこと・得意なこ
とを追求すれば大きな可能性を秘めていることに気付いて、今のような事業・取り組
みに繋がってきたことが原田学長とのトークで紹介されました。そしてその夢はまだ
まだ広がり続けていて、様々な場での発信によってより多くの賛同者が得られ、社会
を変えていく力にもなっていることが伝わってきました。

11月2日（日）

11月1日（土）

福祉大学祭＠美浜キャンパス

社会福祉学部ホームカミングデー美浜キャンパス

スペシャルトークショー美浜キャンパス

　スペシャルトークショーが終わった頃には陽も沈み、辺り
は夜の静けさに包まれようとしていました。70周年記念事業
の一環として、今回はこの時を待って懐かしのキャンプファ
イヤーを復活させる企画が用意されていました。しかしなが
ら天気は下り坂に向かっており、知多地域同窓会による運営
スタッフには焦りの表情が……。
　開幕の儀式としてトーチ演舞が披露され、続いて同窓会の
奈良会長・荒木副会長の「火の神コンビ」が点火を終えたとこ
ろで、とうとう雨が降り出してしまいました。それでもステー
ジ上ではこの企画を盛り上げていただくために同窓生らで結成されたバンド「天福ブラザーズ」がスタンバイしており、数ある
レパートリーから“とんぼ”“乾杯”の2曲を演奏していただいたところで苦渋の中止判断となりました。プログラムにはゲームや
“ジェンカ”などのフォークダンスも予定されていましたが、実施することは叶いませんでした。それでも翌日には東海キャンパ
スでの大同窓会を控えていたこともあり、集まった同窓生たちは大同窓会に向けて気持ちを切り替えつつ解散しました。

キャンプファイヤー企画美浜キャンパス

　青春時代を勢和寮での共同生活で過ごした勢和寮美浜同窓会の
同窓生は、当時撮影された貴重な映像をベースに寮生活ドキュメン
タリー動画（20分）と記念誌を作成。それを鑑賞し、それぞれにとっ
ての寮生活をトークセッションで振り返りつつ、参加者はあの頃と
今の繋がりや日本福祉大学で学んだことの価値を分かち合っていま
した。その夜、近くの亀の井ホテル（旧かんぽの宿）に宿泊したメン
バーは、夜を徹して思い出を語り合いました。

勢和寮美浜同窓会美浜キャンパス

70周年記念事業の
様々な企画

大同窓会

　1995年度に情報社会科学部とともに開設された半田キャンパスは、その30周年記念ホームカミングデーを大同窓会の独
自企画と同じ11月2日（日）午後に開催しました。プログラムは、キャンパス開設から現在まで歴史の振り返りにもなる「情報社
会科学部から工学部へ」と、健康科学部リハビリテーション学科に設置された理学療法学・作業療法学・介護学の3専攻、合
わせて4つの企画が同時に進行しました。

半田キャンパス30周年ホームカミングデー半田キャンパス

　佐々木葉先生、唐沢かおり先生、池田晶一先生、山羽和夫先生ら、情報社会科学部の初期から教壇に立たれた恩師に来場

情報社会科学部から工学部へ（情報社会科学部・健康科学部福祉工学科合同企画）1

続く↘

毎年、美浜キャンパスで開催される福祉大学祭には、
キャンパスと所縁の深い企画が行われました。美浜キャ
ンパスに強い思い入れのある団体は、この日に美浜キャ
ンパスに集うことでお互いの絆を再確認しました。
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　11月に開催する大同窓会のプレ企画という位置付けで8月3日（日）に開催され
たオンライン交流会は、通信教育部の恩師との交流を深める10のトークルームと、
通信・通学課程卒業生とも参加可能で職域／職種の枠で交流する9のトークルーム
が用意されました（在学生の参加もあり）。各ルーム80分間で4～5時限のタイム
テーブルが組まれ、複数の時間割に連続して参加した人も少なくありませんでした。
全体で約400名（延べ）が参加し、どのルームでも「80分間が短く感じられた」「ま
た機会があると嬉しい」といった感想が聞かれました。また、懐かしい思い出話や現
場での実践・情報交換から「元気や気づきが得られ、リフレッシュできた」など、満足
度の高い評価が9割を超えました。

オンライン交流会

　在学中の懐かしい想い出、諸活動の貴重な資料とも言える写真の数々を2024年
度から募集し、ようやくアーカイブ写真を閲覧できるウェブサイトが公開されました。
ページは10年ごとの区切りで構成され、それぞれの中で撮影年・投稿団体別に掲載さ
れています。まだ掲載画像のない年もあり、今後も応募があれば掲載・更新していきま
す。サークル活動のかけがえのない想い出を分かち合う場として、ご参加ください。

クラブ・サークル想い出の写真アーカイブウェブサイトの公開

いただき、学部教育を振り返りつつ今に繫がる意義や近況について語ってくださいました。会場には100名近い同窓生が
集まり、それぞれの思い出とともに聞き入っていました。

　基調講演『師資相承－先達からのメッセージ』では、伊藤猛雄名誉教授と浅井友詞教授が理学療法に携わる同窓生に向け、視
点や心構えが説かれました。続く共催シンポジウムでは、坂野裕洋准教授と同窓生らがリカレント教育のあり方について語り合
い、同窓生による研究会の強化を通じて学部教育・在学生支援へのフィードバックに繋げることなどの意見が交わされました。

理学療法学専攻企画2

　前半は『専攻やゼミの歴史、当時のゼミを振り返る』と題した講演と意見交換。山中武彦学部長、野間知一教授と同窓生が
在学中の学びから専門職のキャリア形成への流れを振り返りつつ、参加者それぞれの様々な気付きに繫がるディスカッショ
ンが行われました。また、先生方と同窓生による和気あいあいとした座談会もあり、久し振りの再会を楽しむ場となりました。

作業療法学専攻企画3

　前半では『卒業後のキャリア形成』をテーマに同窓生がシンポジウムを行い、それぞれが現場実践の積み重ねから管理業務
に繫がるまでのキャリアパス等について議論を深めました。在学中の学びの価値や、介護の最先端への対応など、4年間学ん
だ意義が感じられる内容でした。また、退職された陳立行先生と樋口京子先生のミニ講演と間瀬敬子先生、北村眞弓先生から
のメッセージ披露があり、介護学専攻同窓会の絆が深まる企画となりました。

介護学専攻企画4

アーカイブページ

https://www.netnfu.ne.jp/alumni
　　      70th/archive/memories/

写真の応募フォーム

https://qr1.jp/I3DG4N

詳しくはこちらから

※写真の応募にはGoogleアカウントが必要です。
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公  示

◆代表者会議
⚪開催日：2026年6月13日（土）
⚪会　場：サイプレスガーデンホテル

名古屋市熱田区金山町一丁目9-8
⚪議　事　1．2025年度事業報告について
　　　　　2．2025年度収支決算について
　　　　　3．同窓会規程等の改定について
　　　　　4．2026年度事業方針・計画について
　　　　　5．2026年度収支予算について
　　　　　6．役員候補者推薦委員会の設置について
⚪その他　学園・大学近況報告、情報交換・懇親会

◆地域ブロック代表者会議
⚪開催日：2026年6月14日（日）
⚪会　場：日本福祉大学東海キャンパス（予定）

東海市大田町下浜田1071
⚪内　容：同窓会事業方針・計画を踏まえた地域ブロック事業の取り組み、 
　　　　　  地域同窓会の活動状況についての協議など
※�代表者会議は地域同窓会から代表者（代理可）含め2名、認定同窓会は1名の会場参加
が可能。

※�地域ブロック代表者会議は地域同窓会から代表者（代理可）含め2名の会場参加が可能。
※�代表者会議・地域ブロック代表者会議はオンライン参加も可能です。
※�6月13日のプログラム終了後、宿泊が必要な方には会場および近隣での宿泊先をご案
内します。

2026年度日本福祉大学同窓会代表者会議について

同窓会カード入会キャンペーン当選者の発表
・宮本 まや 様（大阪府）通信教育部
・山田 邦明 様（新潟県）通信教育部 
・大場 光代 様（静岡県）女子短期大学部
・K.Y 様（広島県）通信教育部
・他1名

・たみ 様（愛知県）社会福祉学部
・阿部 壽美雄 様（茨城県）通信教育部
・塩塚 啓史 様（福岡県）社会福祉学部
・ガッポ 様（静岡県）女子短期大学部
・他1名

2024 年度 2025 年度
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共生社会の実現に向けたパラスポーツの教育的・研究的意義
― 車いすハンドボールにおける指導実践と研究活動を通して ―

はじめに

　近年、日本社会において「共生社会の実現」が重要な
政策的・教育的課題として位置づけられている。とりわ
け、障害の有無にかかわらず、相互理解と社会参加を促
進する教育的実践として、パラスポーツの役割は年々大
きくなっている。パラスポーツは、競技としての側面の
みならず、他者理解、多様性尊重、協働性といった資質・
能力面を育成するための教育的・社会的価値を有する実
践領域として注目されている。
　特に、学校教育や地域活動の中で実施されるパラス
ポーツ体験は、障害理解や多様性理解を「知識として学
ぶ」段階から、「身体的・情動的に理解する」段階へと
学習を深化させる可能性を持つ。また、競技レベルにお
いても、選手の競技能力向上や心理的支援、指導体制の
整備など、多角的な研究課題が存在しており、教育と研
究が密接に結びついた分野である。
　今回、車いすハンドボールを中心としたパラスポーツ
に関する指導実践報告・研究成果・調査結果等を踏まえ、
「教育活動」と「研究活動」の両面からその意義と課題
を整理し、今後の発展可能性について考察する。

1．体験型学習としてのパラスポーツの教育的意義

　教育活動としてのパラスポーツの最大の特徴は、体
験を通じた学習が可能である点にある。車いすハンド
ボールなどのパラスポーツ体験では、参加者が競技用
車いすを実際に操作し、競技の難しさや面白さを実感
することができる。車いすスポーツ体験会の実践報告
によれば、参加者の満足度は非常に高く、全員が「満

足」と回答し、継続的な参加意欲を示していることが
報告されている。これらの結果は、講義や映像資料に
よる学習のみでは得られにくい「実感を伴う理解」が、
パラスポーツ体験によって促進されることを示してい
る。特に、「視線の高さが同じになる」「操作の難しさ
を体感する」「ルールや戦術の工夫に気づく」といっ
た体験は、障害を「不便さ」として一方的に捉える視
点から、「環境や工夫によって可能性が広がる」とい
う認識への転換を促す。

2．学校教育との接続可能性

　中学校段階における
パラスポーツ体験は、学
習指導要領が示す「資
質・能力」の育成とも強
く関連している。具体的
には、他者と協働する
力、課題を解決しようと
する態度、多様性を尊重
する姿勢といった非認
知的能力の育成に寄与
する。体験会参加者から
は、「健常者と障害者という区別を意識しなくなった」
「一緒にスポーツを楽しめた」という声が多く聞かれ、
これらは共生社会の理念を体感的に理解した成果とい
える。
　また、総合的な学習の時間や道徳教育との関連も大
きい。パラスポーツ体験を起点として、障害の社会モ
デルや合理的配慮、バリアフリーの考え方を学習に発
展させることが可能であり、教科横断的な教育活動と
しての展開が期待される。

3．教育活動を支える環境整備の課題

　一方で、教育活動としてパラスポーツを継続的に実
施するためには、環境面での課題も多い。公共体育施
設を対象とした調査では、競技用車いすの使用可否に
ついて即答できない施設が多数を占め、床材への影響
や安全管理への懸念が示されている。
　これは、施設管理者側に競技特性に関する知識が十
分に共有されていないことを示している。この課題は、
単なる施設側の問題ではなく、教育活動を社会全体で

研 究　　 紹 介
Research             Introduction

日本福祉大学 健康科学部 教授   大西 満

福井県大飯中学校にて3年生に対する体験会

三重県深谷小学校にて2年生に対する体験会

教育活動
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支える体制整備の問題と捉える必要がある。教育現場
と行政、競技団体、研究機関が連携し、施設利用に関
するガイドライン整備や研修の充実を図る必要がある。
これらにより、パラスポーツを教育資源として活用す
る基盤が強化されると考えられる。

1．競技力向上と心理的側面に関する研究

　研究活動においては、車いすハンドボール日本代表候
補選手を対象とした調査研究が重要な知見を提供してい
る。競技能力とスポーツ状態不安との関連を検討した研
究では、試合直前の情緒不安や認知的不安が競技能力や
クラス分けと関連していることが明らかになった。
　この成果は、身体的トレーニングのみならず、心理
的サポートを含めた包括的な指導の必要性を示唆して
いる。特にパラスポーツにおいては、障害特性や競技
環境の違いが心理状態に与える影響も大きく、教育的
コーチングと心理支援を統合した指導モデルの構築が
今後の研究課題にもなるだろう。

2．国際大会派遣に関する実践研究

　世界選手権大会への選手団派遣に関する実践報告で
は、日本におけるパラスポーツ支援体制の課題を具体
的に示した。指導者や専門スタッフの不足、クラス分
けに関する専門家不在、練習環境や宿泊施設の制約な
ど、競技活動を支える基盤の脆弱さが明らかとなった。
　これらの課題は、研究活動としても重要なテーマで
あり、人材育成、専門職教育、組織運営の在り方を含
めた包括的な検討が求められる。特に、作業療法士や
理学療法士などの専門職が競技支援に関与することで、
安全性と競技力向上の両立が可能となる点は、教育研
究の観点からも意義深い。

3．教育評価への応用可能性

　これらの研究成果は、競技力向上のみならず、教育

活動への応用可能性も有している。心理的要因と競技
パフォーマンスの関係を明らかにすることは、学校教
育における自己理解や情動調整の学習にも示唆を与え
る。また、体験型学習の効果を客観的に測定する評価
指標の開発は、教育研究として重要であり、教育活動
と研究活動を往還させることで、実践に基づいた評価
指標の開発が期待される。

おわりに

　パラスポーツをめぐる教育及び研究活動は、体験的
学習による教育効果、競技力向上を目指す科学的研究、
そして社会環境の整備という三つの側面が相互に関連
しながら発展している。今回整理した実践報告や研究
成果は、パラスポーツが単なる競技活動ではなく、共
生社会を担う人材を育成する教育資源であることを示
している。
　今後は、学校教育現場における実践と、大学・研究
機関による研究成果を循環させる仕組みを構築し、教
育と研究が相互に補完し合う取り組みを進めることが
求められる。そのためには、教育行政、研究者、専門職、
競技団体が連携し、パラスポーツを軸とした教育・研
究の体系化を進める必要がある。こうした取り組みを
通じて、パラスポーツは教育及び研究の両面から、よ
り一層社会に根付いたものとなるであろう。

日本福祉大学健康科学部
リハビリテーション学科 教授

大西　満 Mitsuru Onishi

■最近の業績
①日本パラスポーツ看護学会第7回学術集会
　車椅子ハンドボール日本代表候補者の運動競技能力とスポーツ状態
　不安の関係
②第67回日本教育心理学会
　教員だけでは支えきれない学生ニーズの多様化
　〜PS 室との協働が生む学生支援の新たな可能性〜
③第59回日本作業療法学会
　車いすハンドボール日本代表選手のスポーツ特性不安とスポーツ状態
　不安の関係
④車いすハンドボール日本代表監督2024
　3rd IHF Wheelchair Handball World Championship.2024 EGYPT 世界5位

■略歴
神戸大学大学院医学系研究科修了（保健学修士）
専門領域：小児リハビリテーション、子育て支援、パラスポーツ（車いす
ハンドボール）

車いすハンドボール日本代表2024　選手及びスタッフ集合写真

研究活動
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第37回  日本福祉大学社会福祉セミナーin鳥取 開催報告

◆日　 時　2026年11月14日（土）
◆会　場　函館湯の川温泉　花びしホテル
※プログラム、詳細については次号（8月発行）にてご案内します。

2026年度（第38回）  
日本福祉大学社会福祉
セミナーin函館のご案内

　2023年度から今年度まで続く学園創立70周年記念事業とし
て、鳥取県米子市で開催された第37回日本福祉大学社会福
祉セミナーin鳥取。「とっとり×☆＝自分らしさ」と題し、鳥取県
出身で障がい福祉の父と称された糸賀一雄氏の「この子らを
世の光に」という言葉に着想を得て、多様性と自分らしさが尊
重される現代、共生社会の実現に向けて本質を問う意欲に満
ちたプログラムとなりました。
　第1部・トークショーには地元の鳥取県伯耆町出身のタレント、
イモトアヤコ氏をゲストに迎え「挑戦と多様性で切り開く世界」
と題した対談が、元エフエム山陰アナウンサーの武田志乃さん
と繰り広げられました。イモト氏はこれまでの芸能生活を振り
返りながら「24時間テレビ 愛は地球を救う」出演を通じて出会
い交流が続く障がいのある人たちのエピソードを紹介し、障
がいや福祉について知り伝えていくことの大切さを語りました。
そして福祉に携わる人たちへのエールとして、8,000m級の登
山経験を踏まえて「いきなり頂上を目指すのではなく、一日一日
の目標達成を積み重ねていくことがゴールへの近道」というメッ
セージを送り、トークショーを締めくくりました。
　第2部は「地域とつながる私～生まれる自分発見　とっとりか
ら～」と題したパネルディスカッションで、障がい者スポーツの
世界で活動・活躍するパネリストのお話しを、日本福祉大学ス
ポーツ科学部の三井利仁教授がコーディネートしました。それ
ぞれの実践活動によって記録や実績が生まれると同時に、地
域にも様々な繋がりができることで地域全体の価値となり、共
生社会の豊かさが築かれていくことが感じられる対話でした。
　セミナーのオープニングイベントにはJAZZが盛んな米子市の

「よなごまちジャズプロ
ジェクト」から、同窓生
の金田浩子氏らによる
クインテットが「この素
晴らしき世界」などを
演奏しました。また、
会場のホワイエでは糸賀一雄氏の史料やバリアフリー美術の
展示、ボッチャ体験コーナー、授産施設による販売などが用意
されました。
　開会の挨拶に立った鳥取県地域同窓会の濱本義則会長は

「日本一の星空が見える鳥取の地で、人々が持つ多様性とそ
の星のような輝きについて語り、それが福祉の未来を照らす
光になることを願います」と話し、閉会の挨拶では竹内祇明副
会長から、お互いを認め合い尊重する社会の価値・意義が感
じられたセミナーになったことの謝意が伝えられました。最後
に次回開催地を受け持つ北海道道南地域同窓会の檜森守副
会長から、今セミナーの成果を継承し、次の開催地・函館市で
再会しましょうとの呼びかけがありました。

【プログラム】
◆オープニング　同窓生たちによるJAZZ生演奏

よなごまちジャズプロジェクトバンド　「Chat with Chet」
「What a Wonderful World」「見上げてごらん夜の星を」の3曲

◆開会式　大学メッセージ
日本福祉大学　小松 理佐子 副学長
日本福祉大学同窓会　奈良 修三 会長
日本福祉大学鳥取県地域同窓会　濱本 義則 会長

◆第1部　トークショー
「挑戦と多様性で切り開く世界」
イモトアヤコ氏　ワタナベエンターテインメント所属

◆第2部　パネルディスカッション
「地域とつながる私～生まれる自分発見　とっとりから～」
●ファシリテーター　三井 利仁 氏　日本福祉大学 教授
●パネリスト　
　石丸 知 氏 メディカルフィットネスセンターCHAX 課長

　上野 柊斗 氏　米子サン・アビリティ－ズ　中級パラスポーツ指導員
　後藤 瑞希 氏　日本福祉大学福祉経営学部（通信教育）在学生
●オブザーバー
　後藤 幸子 氏　鳥取県ボッチャ協会　BC3ランプオペレーター

◆閉会式
日本福祉大学鳥取県地域同窓会　竹内 祇明 副会長
日本福祉大学北海道道南地域同窓会　檜森 守 副会長

◆ホワイエ　展示・出店企画
・鳥取県立バリアフリー美術館　レプリカ作品展示
・糸賀 一雄 史料展示
・メディカルフィットネスセンターCHAX／鳥取県立皆生養護学校
 皆生Springs　ボッチャ体験コーナー
・特定非営利活動法人　あおぞら　福祉のお店
・社会福祉法人尚人福祉会　江美の郷　福祉のお店
・特定非営利活動法人　鳥取県障がい者就労事業振興センター  
 情報提供コーナー

◆開催日時　2025年11月30日（日）12:45～16:30
◆会  場　米子市文化ホール「メインホール」
　　　　  （鳥取県米子市末広町）
◆参加者及び視聴者数
　申込者数（会場） ： 240名　 当日参加者 ： 約275名
　申込者数（Web） ： 116名　 当日視聴者数 ： 83名

会場を元気で一杯にし
たイモトアヤコ 氏

リズムとハーモニーが絶妙なJAZZの
演奏でセミナーは幕開け

三井 利仁 教授／石丸 知 氏／上野 柊斗 氏／後藤 瑞希 氏 ・ 後藤 幸子 氏
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社会福祉学会（学内学会） 活  動  案  内

【日本福祉大学社会福祉学会について】
　日本福祉大学社会福祉学会（通称：学内学会）は、日本福祉大学の卒業生をはじめ、教職員や現役学生を中心に

（もちろん学外の方も入会できます！）、大会やセミナーなどの各種企画、学会誌「福祉研究」の発行・編集等を行っている
日本福祉大学公認の自主的な研究団体です。1968年に発足し、2023年に設立55周年を迎えました。活動を通して、
社会福祉現場の実践課題をもとに、現場で直面している問題や悩み、社会問題などを取り上げ共有し、より良い実践
を目指しています。そんな学内学会に参加し、一緒に活動を盛り上げていきませんか？
　入会後は、会員として大会やセミナーへの参加・報告、福祉研究への投稿等で全国の会員と交流することができます。
様々な現場で働く仲間や教職員と交流を深めることで専門分野はもちろんのこと、それ以外の分野も知ることで世界
が広がり、より多面的な視野を持つことができます。
　また、併せて学会の運営（大会やセミナーの企画、会報の作成、福祉研究の発行等）を担う運営委員・全国委員も募集
しています。メーリングリストの活用等により、遠方に住んでいる方でも、学会運営に携わっていただけます。興味をお持
ちになられましたら、学会事務局までメールにてご連絡ください。皆さまのご参加お待ちしております。

【福祉研究（118号）のご紹介】
　学内学会機関誌『福祉研究』は、学内学会が1968年に発⾜して以来、2025年まで
に118号を数えるまでになりました。この55年あまりの歴史の中で、それぞれの時代の
社会福祉の諸課題へ挑戦した同窓⽣会員の熱い息吹が感じられる⽟稿が⽣まれました。
また、岡村重夫、⼀番ケ瀬康⼦、真⽥是、浅賀ふさ、浦辺史、窪⽥暁⼦、児島美都
⼦、⼤泉博、⽵中哲夫、秦安雄、⾼島進、宮⽥和明、⼩川政亮、坂寄俊雄、⼤友信
勝、笛⽊俊⼀、⼤野勇夫、⽣江明、⽊⼾利秋といった⽇本福祉⼤学を⽀えた内外の教
授陣らも多数の論考を発表しています。
　最新の118号は、「日本福祉大学で学んだこと～社会福祉実践にどう活かすか～」を
テーマに開催された学内学会第54回大会（2023年9月）の大会報告として鼎談、基礎
講座の講師による書き下ろしに加え特別寄稿からなる特集記事、そして会員からの投
稿論文を収録しています。ぜひ読んでいただき、本学会員の実践や研究に役立てていただけることを願っています。
 「福祉研究」は前116号より創英社を通じて⽣まれ変わり、Amazonを通じて販売もしております。

【第56回大会の報告】
　2025年9月27日（土）、日本福祉大学名古屋キャンパスにおいて第56回大会をハイブリッド形式で開催しました。
大会テーマは「社会福祉労働と実践　－当事者と実践者の人権をどう保障するのか？－」とし、福祉現場におけ
る利用者と職員双方の人権保障、持続可能な労働環境を護る労働組合の役割等について考察するプログラムで
実施しました。
　堀場純矢氏（日本福祉大学）による基調講演「社会福祉労働と児童養護施設：利用者・支援者双方の人権保障
のために」では、児童養護施設が職員の自己犠牲によって成り立ち、人材確保や育成を阻んでいる現状に言及。
労働組合の役割にも触れながら、職員の人権を保障し労働環境が整うことで支援の質を高める流れを訴えました。
　続いて「社会福祉労働と実践」をテーマとしたシンポジウムでは、児童養護施設、障害者支援施設、労働組合
運営での経験を持つ3人のシンポジストが登壇し、様々な労働環境の問題を抱える現場の状況が報告され、労働
組合の組織率低下により改善・解決が難しい側面も明らかになりました。その一方で職員の安心感や主体性を引
き出すための取り組み、職場の仕組みの工夫などについての報告もあり、改善に向けた知見も得られる内容でした。
　楢府憲太氏（高崎健康福祉大学）による社会福祉基礎講座は「生活保護の今とこれから～制度と実践の両面
から考える～」と題し、生活保護行政の様々な問題・課題の事例が取り上げられました。それを踏まえて利用者本
位の制度運用、住民福祉の増進を重視したサービスの実践を強調する内容でした。
　第57回大会開催に向けては運営委員会・全国委員会で内容を検討中です。開催日時や詳細が決まりました
ら学内学会ホームページにて周知させていただきます。また、日ごろの実践報告を大会の中で行いたいという方
がいらっしゃいましたら事務局までご連絡ください。

〒470-3295 愛知県知多郡美浜町奥田  日本福祉大学内
●ホームページ：https://sites.google.com/view/nfu-ssw/
●メール：gakkai@n-fukushi.ac.jp　　●FAX：0569-87-1690

日本福祉大学社会福祉学会（学内学会）事務局

ホームページ

問い合わせ先・入会申し込み先
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　2026年秋に愛知県および名古屋市で開催されるスポーツ競技会に向け、その機運を高める目的でトーク
ショーとパラスポーツ体験会で実施。トークショーには本学客員教授でスポーツ庁長官の河合純一先生、日本
パラ陸上競技連盟会長の増田明美さん、本学卒業生で陸上競技やり投げ選手の高橋峻也さん、名古屋グラン
パスOBで元日本代表の阿部翔平さんの4名が登壇し、スポーツの持つ力と未来への希望と期待について熱く
語り合われました。また、パラスポーツ体験会ではパラフェンシング、ボッチャ、ブラインドフットボールなどの機
会が用意され、多様な参加者がパラスポーツにチャレンジできたイベントになりました。
　この企画は本学の有志学生らによって実行委員会が結成・運営され、トヨタ自動車株式会社等の協力も得て
開催することができました。

　ヤマハ発動機株式会社との相互交流がスタートしました。
　全国社会福祉協議会主催、東京ビッグサイトを会場に414社が出展し、会期3日間に延べ12万人を超える来
場者を記録したイベントにおいて、電動車椅子の展示を手掛けるヤマハ発動機株式会社のブースアシスタント
として本学の学生5人が参加しました。
　ヤマハ発動機株式会社による事前の学習会を経た
こともあって役割を果たすことができたほか、学生が
取り組む今後の目標や気づきを得たこと、福祉機器や
産業の最先端かつ多様な情報に接することができた
ことなど、刺激的で有意義な経験となりました。

　「Well-being for All」を掲げ社会実装型キャンパス創造に取り組む日本福祉大
学は2025年度、産官学連携事業推進や研究成果の発信などを目的に「スター
トアップセンター」を開設しました。その活動拠点は、愛知県が名古屋市の鶴舞

公園南側に設置した日本最大級のオープ
ンイノベーション施設・STATION Aiに置
かれ、産官学連携の取り組みを円滑・効率
的に進められる体制も確保しています。こ
れまでに以下の取り組みをはじめとした
諸事業に着手しています。

「Well-being for All」実現に向け
スタートアップセンターが開設されました大学近況

開設記念イベント「Inspire & Activate～未来へのチャレンジ～」の開催

第52回国際福祉機器展＆フォーラム（H.C.R.2025）への学生参加
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    第3回日本福祉大学マリンカップ（能登復興支援大会）を開催大学近況

　2024年1月に第1回目が開催された中学生女子バスケットボールの交流戦イベントは、2026年1月24日・25日
の2日間、日本福祉大学美浜キャンパスのSALTO（複合型スポーツ施設）において第3回目が行われ、地元の南
知多中学・河和中学の合同チームをはじめ、県内外から全12の中学生チームが参加しました。参加チームには
能登半島地震被災地で活動する能登ネクストや、全国大会で活躍するチームも含まれていました。
　この交流大会は昨年に引き続いて能登復興支援イベントとして企画され、被災地の復興に向けた取り組み
や経過を示す掲示や支援募金活動も行われました。日本福祉大学女子バスケットボール部が第1回目から大会
運営サポートに携わっています。開催主旨には「技術向上や心身の成長を目指す」「子どもたちが参加を通じて
地域とともに元気になる」「能登半島のチームとの試合を通じて広範囲な交流や学びの機会を持ち、被災地を
応援する気持ちや防災意識を醸成する」といった内容が掲げられ、中学生と本学の学生それぞれにとって楽し
く、意義のあるイベントとして続いています。

　農業と福祉、それぞれが抱える課題を連携によってお互いが乗り越えて
いこうという、持続可能な未来を築くための取り組みが始まりました。
　日本福祉大学の提携法人でもある社会福祉法人昭徳会とのプロジェク
トでは、農業や山林の獣害が深刻な愛知県豊田市郊外で対策に向けた
連携が進んでいます。直面する農業課題への取り組みを通じて、より幅広
い地域課題解決にも対応・貢献していこうというものです。
　日本福祉大学のキャンパスがある愛知県の知多地域で、障害者就労支

援等の農福連携を実践している社会福祉法人むそうと開催した懇談会では、農業の課題、事業を展開する上
での課題、農業高校など教育分野との連携の可能性など、多くの視点から議論が深まり、本学の農福連携研究
チームにとっても意義深い内容でした。

　2026年3月11日（水）には、福祉テクノロジーによるケアのスマート化、自分らしい暮らしを支える技術の
開発・導入について考える共同フォーラムを、国立長寿医療研究センターの協力を得て開催しました。
　また、日本福祉大学の教員が、それぞれの研究テーマについてオープンに語る「ふくし研究サロン」は、より
参加のアクセシビリティと発信力を高める目的も携えて「新・ふくし研究サロン」としてSTATION Aiで開催して
います。こうした取り組みにより、新たな連携や情報の交流が進み、社会実装型の大学づくりが深まることが
期待されます。

農福連携研究チームの発足と始動

研究の深化と進化～進められる多様な取り組み
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引き続き応援のほどよろしくお願いいたします！
特別強化指定部・強化支援部の活躍

部活動名 大会名 結果 備考

陸
上
競
技
部

団体
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 女子団体 総合3位
東海学生陸上競技夏季選手権大会 4×100mリレー 5位
第52回東海学生陸上競技秋季選手権大会 4×100mリレー 5位

林　愛望

ワールドトライアスロンU23世界選手権（2025／ウーロンゴン） 4位入賞

学長表彰
第31回日本トライアスロン選手権（2025／東京・台場） 優勝
アジアトライアスロン選手権（2025／イスタンブール） 準優勝
アジアトライアスロンカップ（2025／大阪城） 優勝
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 女子5000m 優勝

林　彩夢
アジアトライアスロンジュニアU23選手権 優勝

学長表彰第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 女子1500m 1位
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 女子800m 2位

北村 栄敏
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 総合3位
第52回東海学生陸上競技秋季選手権大会 総合2位
第78回西日本学生陸上競技対校選手権大会 出場

小川 心優
第52回東海学生陸上競技秋季選手権大会 400m 3位
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 400mh 8位
第78回西日本学生陸上競技対校選手権大会 出場

長井 彩華
第91回東海学生陸上競技対校選手権大会 10000m 3位
2024全日本大学女子選抜駅伝競走 補欠
東海学生陸上夏季大会2025　1500m 3位

水
泳
部

岡島 貫太

（WPS主催）パラ水泳ワールドシリーズ富士・静岡 兼 
2025年度日本代表選手選考競技会 4×100mメドレーリレー 優勝

学長表彰
JPSA設立60周年記念 World Para Swimming公認2025 
ジャパンパラ水泳競技大会 50m自由形 優勝

同上 100m背泳ぎ 優勝
同上 200m個人メドレー 2位
同上 100mバタフライ 3位

井戸 夢翔

第41回 日本パラ水泳選手権大会 50m背泳ぎ 優勝

学長表彰

JPSA設立60周年記念 World Para Swimming公認2025 
ジャパンパラ水泳競技大会 50m自由形 優勝

同上 個人メドレー 2位
（WPS主催）パラ水泳ワールドシリーズ富士・静岡 兼 
2025年度日本代表選手選考競技会 100m背泳ぎ 23位

同上 200m個人メドレー 29位

団体
第101回日本学生選手権水泳競技大会 4×100mフリーリレー 35位
第101回日本学生選手権水泳競技大会 4×200mフリーリレー 26位
2025年度中部学生選手権水泳競技大会 女子総合成績 5位

沖　苺花
第101回日本学生選手権水泳競技大会 400m個人メドレー 20位
第101回日本学生選手権水泳競技大会 200m個人メドレー 31位

上田 唯愛 第101回日本学生選手権水泳競技大会 100m背泳ぎ 50位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

団体
第96回東海学生バスケットボールリーグ戦 1部 3位

第63回東海学生バスケットボール大会
3位

和田 実菜 リバウンド王

平野 雅姫

東海学生バスケットボール連盟に4年間所属し、競技大会運営や強化活動に従事。2024年
度は競技部部署長、男女強化部署長として運営体制を整え、2025年度は学生委員長として
全体の調整・意思決定を担う。また、愛知県協会・JBA・日学との協働事業にも積極的に参画
し、学生組織として外部団体と連携しながら、東海地区バスケットボール界の発展に貢献。

男子バスケットボール部　　　伊藤 稔基
第96回東海学生バスケットボールリーグ戦 2部リーグ 得点王
同上 優秀選手賞

Ⅰ
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

団体
第141回東海大学バドミントン選手権大会 1部リーグ 男子優勝・女子準優勝
第142回東海大学バドミントン選手権大会 1部リーグ 男子優勝・女子準優勝
第74回中部大学バドミントン選手権大会 男子団体・女子団体 ともにベスト8

田中 悠翔
第73回愛知学生バドミントン選手権大会 優勝
第47回東海学生新人バドミントン選手権大会 ダブルス 4位入賞

竹内 駿介 第47回東海学生新人バドミントン選手権大会 男子シングルス 優勝

前田 流音
令和7年度文部科学大臣杯争奪第76回全日本学生バドミントン選手権大会 ベスト32
第65回西日本学生バドミントン選手権大会 ベスト16
第73回中部学生バドミントン選手権大会 優勝

硬
式
テ
ニ
ス
部

丹羽 菜づ名 2025年全日本学生テニス選手権大会 シングルス・ダブルス 本戦出場
大西 萌那 2025年全日本学生テニス選手権大会 ダブルス 本戦出場

稲垣 天祥
2025年全日本学生テニス選手権大会 予選決勝進出
令和7年度第75回東海学生春季テニストーナメント大会 本選 ベスト16
令和6年度第58回東海学生選抜室内テニス選手権大会 本選 ベスト16

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

団体 文部科学大臣杯第60回全日本大学男子ソフトボール選手権大会 出場（予選敗退）
戸川 雅宏 2025年度第96回東海地区大学（男子）ソフトボール秋季リーグ戦 プリンススポーツベストプレイヤー
鈴村 健心 中京テレビ杯2025年度春季第95回東海地区大学ソフトボールリーグ戦（男子） Ⅰ部プリンススポーツベストテン（三塁手）
古田 拓人 中京テレビ杯2025年度春季第95回東海地区大学ソフトボールリーグ戦（男子） Ⅰ部プリンススポーツベストテン（外野手）

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

団体

文部科学大臣杯第60回全日本大学女子ソフトボール選手権大会 ベスト16
第19回熊野市長杯大学女子ソフトボール大会 準優勝
The 3rd TOKAI Area College Softball Championship 兼
第60回全日本大学ソフトボール選手権大会 最終予選会 優勝

アーチェリー部 全日本学生アーチェリー王座決定戦 ベスト16
ラグビー部 東海学生ラグビーリーグ リーグ戦 5位
準硬式野球部 清瀬杯第57回全日本大学選抜準硬式野球大会 ベスト8
にっぷくSDGs部 地域のゴミ拾いをする団体とコラボしながらゴミ拾いをして、環境美化や環境保護に貢献

団体
団体
団体
団体
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大学祭について

♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦

　鳴子踊りサークル夢人党です！
　私たちは、よさこい鳴子踊りを通して、さまざまなお祭りやイベントでの演舞や、
ボランティア活動に取り組んでいます！
　チーム目標は「日本一夢を与え続けるチーム」です！！この目標のもと、見る人の
心を動かし、笑顔や元気を届けられる演舞を目指して、日々練習を重ねています！
　主な活動としては、 毎年8月末に名古屋市で開催さ
れる「にっぽんど真ん中祭り」をはじめ、12月に岐阜県
瑞浪市で開催される「バサラカーニバル」など、各地のイ
ベントに参加しています。
　また、こうした大きな祭りだけでなく、 福祉施設や地域
のお祭りなどにもお招きいただき、見てくださる方々との交
流を大切にしながら演舞を披露しています。
　昔の時よりも人数はだいぶ少なくなってしましましたが、
今でも元気に活動してます！ぜひ、OB・OGの皆さま遊び
に来てください！！

●鳴子踊りサークル夢人党

� 日本福祉大学　学生課
　2025年度、本学では美浜・半田・東海の3キャンパスで
大学祭を開催しました。
　11月1日の美浜キャンパス第73回福祉大学祭では、
「Timeless Echo」をテーマにゲスト企画やスポーツ教室、
模擬店など多様な企画が展開されました。当日はホームカ
ミングデーも併催され、約260名の同窓生の皆さまにもご
参加いただきました。来場者数は昨年度を上回る約2,500
名となり、大いに盛況を博しました。
　7月5日の半田キャンパス七夕祭では、工学部新設に合
わせて「改築」をテーマに、学生が一丸となってステージ
企画や模擬店、展示・体験企画を実施しました。地域の子
どもたちやご家族連れなど、約500名の方にご来場いた
だき、楽しむ姿が多く見られました。
　11月29日の東海キャンパス「にゃんぷくフェスティバル」
は、東海キャンパス開設10周年記念事業として開催されま
した。「カラフル」をテーマに、地域団体との連携企画やゲ
スト企画を実施し、約650名の幅広い世代の方々にご来場
いただきました。
　地域の方々や同窓生の皆さまとの繋がりを改めて実感す
る大学祭となりました。次回開催の際には、是非各キャンパ
スへ足をお運びください。

美浜大学祭

半田大学祭

東海大学祭
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同窓生リレーずいそう
　最初の卒業生が誕生してから71年…10万人を超える同窓会員が全国津々浦々で活躍されています。

卒業後、 学生時代に仲が良かった友人や先輩・後輩と連絡が取れなくなってしまったご経験もあるかと思います。
本企画は各所属毎に現在の状況や思いをリレー方式で繋げていくことで、 点を線で結びつけるものです。

ひょっとしたらこれがきっかけで、ご友人と再会できるかもしれませんね。

日々精進
　高校生のころ、 将来どういった仕事につきたいか考えるため進路室にあったお仕事ブックを見ていた
時に医療ソーシャルワーカーという仕事を知り、お医者さんじゃないのに白衣を着て仕事をしていて、
なんかカッコいい ！ と安易な理由で、 社会福祉士の資格取得を目指し日本福祉大学に入学しました。
　在学時は実家から片道1時間30分かけて電車で美浜キャンパスまで通っていましたが、 大学で知り
合った友人とおしゃべりしていればあっという間でした。しかし、 早起きは必須だったため、 講義では
寝てしまうこともしばしば……。 社会人になった今、 大学生活を思い返すと、もう少しきちんと講義を
聞くべきだったなと後悔している部分もあります。
　卒業後は、 医療ソーシャルワーカーとして回復期リハビリテーション病院に勤務しています。 スタッ
フは全員ポロシャツ・パンツがユニホームの病院なため、 念願だった白衣は着れませんでしたが、日本
福祉大学で学んだ福祉の精神を胸に、 患者様の社会復帰を支援するため、これからも日々精進してい
きます。

最高の教育に感謝
　障害児の保育がしたい、まだ療育という言葉もない昔に、その思いがあり近所の高
校の先生でもあるお姉ちゃんに勧められて入学したのが日福でした。 卒業して地元に戻り
療育をしていた頃出逢ったのが「さくら、さくらんぼのリズム遊び、斎藤公子先生の保育」
でした。日福で習った事がある、友達がゼミに入っていた、そんなことを思い出しながら、
ひたすら学び続け、 気がつけば我が子の為に保育園を創っていました。 今は認定こども
園と療育のデイサービスとを向かい合わせで日福出身の旦那と経営しています。
　保育を探求し続け、 子どもの発達を学び、 子ども理解を深めていく度に感謝があふれ
てくるのは、 本当に素晴らしい先生方に囲まれて勉強させてもらえた大学時代だったって
こと。 そしてその環境があたり前ではないことを卒業してから今日までひしひしと感じてい
ます。 子ども観の基礎を築いてくださった日福に心から感謝しています。 ありがとうござ
います。

かけがえのない時を過ごした寮生活
　私の4年間の大学生活は、そのまま4年間を過ごした寮生活でもありました。 寮では、 家
族以外の人たちと共に生活をし、 深く関わり、 深くかかわるが故の嫌なことも楽しいことも
経験し、その後の私の人生に大きく影響しました。 人を知り、 人を好きになった4年間だっ
たと思います。また先日開催された同窓会設立70周年勢和寮企画のトークセッションでは、
寮の歴史と共に、寮が果たした役割や与えた影響などを言語化し再認識させてくれました。
単に同じ時を過ごした仲間との懐かしい思い出と言うだけではなく、これから生きていく中
で、あの時を共に過ごした仲間がいるから、あの記憶があるから成し得ることがあるのだと、
そう感じさせてくれました。
　今、 私は、 気づけば子育て支援や不登校支援など、 人間相手の仕事をしています。 こ
れもあの4年間があったからでしょう。 今まで出会ってくれたみんなに感謝し、これからも繋
がりを大切にしていきたいと思います。

▶ 次回は、久野 愛子さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、田部 里美さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、市川 邦彦さんにバトンタッチします。

社会福祉学部 2011年3月卒業
松延 美緒 ★ 愛知県在住

女子短期大学部 1990年3月卒業
宮崎県立日向高等学校卒
古賀 明美 ★ 宮崎県在住

経済学部 1992年3月卒業
京都府立西舞鶴高等学校卒

山本 まなみ ★ 大阪府在住

社会福祉学部

経済学部

女子短期大学部
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人とのつながりを大切に
　大学時代の4年間は、サークル活動やアルバイト、 友人との旅行など、 忙しくも充
実した日々でした。 楽しいことだけでなく、 悩みや迷いを経験する中で、 人と関わるこ
との難しさと温かさを学びました。 卒業から20年が経った今でも、 定期的に連絡を取
り合い、 相談や励まし合いができる友人の存在を心強く感じています。 卒業後は特
別養護老人ホームに勤務し、 介護福祉士の資格を取得しました。さらに利用者の方
一人ひとりを、より専門的な知識と視点をもって支援したいと考えるようになり、 介護
支援専門員の資格も取得しました。 ケアマネジャーとしては、 現場で培った経験を生
かし、 多職種と連携しながら、 利用者の方やご家族の声を大切にしたケアプランの
作成を心がけてきました。 現在は子育てのため休職していますが、 復職後はこれまで
の経験を生かし、 知識や視野をさらに広げながら、 支援の質を高められるよう成長し
ていきたいです。

私にとっての日福とこれから
　私が、 脳性麻痺を持って生まれた事で、 母親が私に『本当の福祉を学ばせたい』との思いが
あり、 中学の頃から日福への入学を目標としてきました。 日福に入学当初は、 初めての一人暮ら
しや福祉経営学部に障がいを持った学生が私だけだった事もあり、 不安な日々でした。 その不安
を解消してくれたのは友人達でした。 友人達は私を障がいの有無に関係なく、 一人の仲間として
接してくれました。このため思い出多き学生生活を過ごせたと思っています。この一生の友人達と
の出会いは、私にはかけがえのないものであり、友人達に感謝するとともに、日福で学べて良かっ
たと実感しています。 友人達とは現在もつながっており、 大切にしていきたいと思っています。
　そして、 友人達や周りの人達からの励ましもあり、目標としていた社会福祉士に令和7年に合
格しました。 今後は自分の経験に加えて日福で学んだ事や取得した資格を生かし、自分同様に障
がいを持たれた方など福祉を必要とされている方々の役に立てるような人になっていけたらと思っ
ています。

仲間とつながる場所
　11月2日、 大同窓会のシンポジウムの1つに参加しました。 その時、シンポジスト
が話していた「誰と学ぶか」はとても心に残っています。 昔の私は、すぐに自分を責
めてしまい、物事を否定的に考えてしまうことが多くありました。誰にも頼らず、何とか、
「負けず嫌い」だけで乗り切ってきたのですが、やはりとても疲れ、 人間不信になっ
てしまうこともありました。 大学に入学したそもそものきっかけは、 社会福祉士取得で
したが、 4年間の学びを補完する同窓会が、 同じ志をもった仲間とつながる場所とな
り、 今では、 私の生活の一部となっています。 教授や講師の方々を通じて、 仲間と
つながり、科学的根拠をもって、仕事に燃え尽きない学びができる「この場所」を、
これからも大切にしていきたいです。

大学院で学んだ多様性の多様さ
　大学院に入学した2022年、 私はアフリカのスーダンに住んでいました。 開発学を体系
的に学ぶ経験がないまま現場で働いていましたが、日本とは異なる文化や価値観の中で、
不惑を過ぎてもなお迷い続けていました。 そんな中、スーダンからでも学べる通信制の仕
組みに支えられ、 迷いの多い日々に少しでも道筋を見出し、 現地の人びとにとってより良
い事業につなげられればと考え、 入学しました。
　これまで暮らしてきた日本、エジプト、ザンビア、スーダンでも多様性を感じてきました
が、 大学院ではこれまで出会ったことのない多様性に触れる機会がありました。 異なる背
景をもつ先生方や院生の方々との議論では、それまでの思い込みや信じていた前提が揺
さぶられ、「多様性にも多様さがある」ことを実感しました。 この学びを礎に、これからも
様々な背景をもつ人びとと対話を続けながら、 多様な価値観が共に息づく社会について、
丁寧に考えていきたいと思っています。

▶ 次回は、覚野 真平さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、上村 悦子さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、西木 まゆみさんにバトンタッチします。

情報社会科学部 2007年3月卒業
歸山 友香 ★ 愛知県在住

福祉経営学部 2009年3月卒業
岐阜県立益田高等学校卒
東浦 匡志 ★ 岐阜県在住

通信教育部福祉経営学部 2016年3月卒業
奈良県立耳成高等学校卒

竹内 恵美 ★ 大阪府在住

国際社会開発研究科 2025年修了
滋賀県立石山高等学校卒
岩吹 綾子 ★ 滋賀県在住

▶ 次回は、崎瀬 直博さんにバトンタッチします。

福祉経営学部

大学院

通信教育部 福祉経営学部

情報社会科学部
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自分らしく挑戦を重ねて 
　高校時代は新体操に打ち込み、 全国大会で優勝するなど充実した日々を過ごしました。 怪我で整
形外科に通ったことをきっかけに理学療法士を志し、日本福祉大学へ進学しました。 スポーツ一筋
だったため専門的な学びには苦戦しましたが、 同期や先輩方に支えられ、 無事に卒業することがで
きました。その後は整形外科に就職しましたが、 医療以外の分野にも関心があり、自分のやりたい
ことに挑戦したいと転職を決意しました。
　せっかく国家資格を取得したのに勿体ないと反対も受けましたが、 思い切って美容業界に飛び込
み、ネイリストを経てスクール運営会社で営業職を経験しました。 営業では大学・理学療法士時
代に培った"人に寄り添う力"を生かして全社でも上位の売上実績を収め、 後輩育成にも携わりまし
た。 現在は同会社の完全子会社である美容特化型人材紹介会社の立ち上げに従事し、 美容業界
で働きたい方とサロンをつなぐ役割を担っています。 大学での学びとは異なる道ですが、これからも
自分らしく挑戦を重ねていきたいです。

大切な出会い
　中学校の頃に子どもに関わる仕事をしたいと思い、そこから気持ちは変わりませんでした。 大学の
生活では保育士になるために座学はもちろん、 造形や苦手なピアノも全力で取り組みました。 授業だ
けではなく、 吹奏楽のサークル、アルバイト、 遊びと充実した日々でした。どの場面においても、 一
緒に頑張ってくれたり、助けてくれたりする仲間がいてくれ、時にはぶつかり悩むこともありましたが、
私はいつも周りに恵まれて幸せだなぁと思っていました。
　大学を卒業して6年半。 卒業後は児童心理治療施設で働いています。 当たり前ですが知り合いは
いない状態からのスタート。 入職してすぐの頃は大学生活が恋しかったです。 働き始めると教科書に
は載っていないような日々の連続でしたが、周りのみんなも頑張っているんだなと思い、私も働き続け
ました。 職場でも助け合える仲間に出会えました。
　今まで出会った友人、先輩後輩、同僚には感謝の気持ちでいっぱいです。 私もそう思ってもらえる
ように周りの方を大切にしていきたいです。

人を繋ぐ仕事に携わって
　学生時代、フィールドワークで訪れたマレーシアにおいて日本製品の流通を目の当た
りにし、 人と物を繋ぐ物流の重要性を強く実感いたしました。 この経験をきっかけに地
元の物流会社へ入社し、 人と物を結ぶ業務に従事いたしました。 現場では多くの方々と
関わる中で、異なる価値観を尊重しながら調整を進める難しさと、その中で得られる大き
なやりがいを学ぶことができました。 その後、 MICE業界に携わる企業へ転職し、 医学
会や展示会の運営、さらにはG7広島サミットの業務に従事する機会を得るなど、より幅
広い経験を積んでまいりました。
　現在は県内の大型MICE施設を運営する部署に所属し、 施設と人を繋ぐ業務を担当し
ております。 また、テーマパーク施設においてはアトラクション運営に関わる人材管理
も担っております。 学生時代に芽生えた「人を繋ぐ」という想いは、 現在も変わらず私
の仕事の原動力となっております。

▶ 次回は、墨田 智紀さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、中川 健太郎さんにバトンタッチします。

▶ 次回は、塗師 悠さんにバトンタッチします。

健康科学部 2017年3月卒業
小出 菜子美 ★ 東京都在住

子ども発達学部 2019年3月卒業
三重県立四日市西高等学校卒
小東 桃菜 ★ 三重県在住

国際福祉開発学部 2014年3月卒業
石嶺 琴実 ★ 沖縄県在住

看護師として今思うこと
　大学生活を振り返ると、 3年生はコロナ期でほとんど登校することはなくZoomでのオ
ンライン授業でした。 実習も延期や短縮などかなりコロナの影響を受けた世代だなと思
います。 就職活動では学部長の白尾先生に大変お世話になりました。 いろいろありまし
たが、大学生活の4年間は看護師として働く上でとても必要な時間だったなと思います。
　現在は総合内科と夜間救急の病棟で働き4年目になりました。 夜間帯での入院はほと
んど自身の病棟に入院になるため、 夜勤でも毎回慌ただしい日々を送っています。
　この病棟で勤務しているおかげでさまざまな疾患の患者さんを受け持つことができま
す。 今年度からは夜勤リーダーも始まりました。まだまだ知識不足・経験不足と感じる
ことも多くありますが日本福祉大学で学んだことを活かして、これからも看護師として成
長していけるよう努力したいと思っています。看護学部 2022年3月卒業

石川 美紅 ★ 愛知県在住 ▶ 次回は、近藤 麻友さんにバトンタッチします。

健康科学部

国際福祉開発学部

子ども発達学部

看護学部
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絆をさらに強めて  災害復興へ
能登半島地震・能登半島豪雨による

同窓生被災者へのお見舞いとご協力のお礼
　2024年1月1日に発生した能登半島地震および同年9月21日から23日にかけて発生した豪雨により被災された
皆さまに、心からお見舞いを申し上げます。2024・2025年度の同窓会による同窓生被災者への支援は、29件・
1,110,000円の実施となりました。同窓会災害救援事業・募金規則に基づき実施しているお見舞いにつきまして、
下記の通り報告いたします。また、救援募金にご協力いただいた同窓生の皆さまには心よりお礼申し上げます。

■被災者支援（お見舞い）実施状況

■被災状況のご連絡
　被災状況の集約とそれに基づくお見舞いは引き続き実施いたします。被災された同窓生の
方、また同窓生の被災についてご存じの方は、こちらの2次元コードから登録フォームにアクセス
いただき、ご入力をお願いいたします。

■救援募金
　お寄せいただきました募金は、日本福祉
大学同窓会「災害救援事業・募金規則」に
基づき、被災された同窓生の方々への見舞
金（自宅：全損壊10万円、半損壊・1ヶ月以上
の避難もしくは転居5万円、一部損壊2
万円など）と、日本福祉大学災害ボランティ
アセンターの活動支援などに充てさせてい
ただきます。ご協力をお願い申し上げます。

記号・番号で振込
［ ゆうちょ銀行のみ ］

◼記号　00850
◼番号　71311
◼口座名義
　日本福祉大学同窓会

救 援 募 金 振 込 先

銀行名・支店名で振込
［ 都市銀行・地方銀行・ゆうちょ銀行など ］

◼銀行名	 ゆうちょ銀行
◼支店名	 〇八九（ゼロハチキユウ）
◼種別	 当座
◼口座番号	 0071311
◼口座名義	 日本福祉大学同窓会
※お名前の前に同窓会員ID（宛名の下に記載）を必ず入力してください。
※団体の場合は、団体名を必ず入力してください。

能登半島地震・能登半島豪雨よる自宅の一部損壊（1件20,000円） 18 360 ,000円
能登半島地震による一時転居（1ヶ月）（1件50,000円） 1 50 ,000円
能登半島地震による自宅の半損壊（1件50,000円） 4 200 ,000円
能登半島地震による自宅の全損壊（1件100,000円） 4 400 ,000円
能登半島豪雨による自宅の床上浸水（1件50,000円） 2 100 ,000円

合　計 29 1 ,110 ,000円

生江　明先生	 元日本福祉大学教員／2025年10月ご逝去
水谷　伸治郎先生	元日本福祉大学教員／2025年11月ご逝去
今井　証三先生	 元日本福祉大学教員／2025年12月ご逝去
小木　美代子先生	元日本福祉大学教員／2026年2月ご逝去
大橋　威朗さん	 1955年中部社会事業短大／2024年11月ご逝去
杉本　侑子さん	 1958年中部社会事業短大／2025年12月ご逝去
杉原　由子さん	 1970年女子短期大学部／2025年5月ご逝去

中谷　利子さん	 1970年女子短期大学部／2025年5月ご逝去
岡田　史さん	 1975年社会福祉学部／2025年7月ご逝去
高室　成幸さん	 1980年社会福祉学部／2025年6月ご逝去
尾朝　健太郎さん	 2015年通信教育部／2025年7月ご逝去
村瀬　頼子さん	 2015年通信教育部／2025年8月ご逝去
金子　鉄男さん	 2016年通信教育部／2025年11月ご逝去
� （卒業年次順）

訃  報 心よりご冥福をお祈り申し上げます。

同窓生相互協力ネットワーク  ～日本福祉大学同窓会　「生活課題相談窓口」の開設について～

　日本福祉大学同窓会は、同窓生同士の相互協力の場として、「生活課
題相談窓口」を、同窓会本部事務局内に2025年7月1日に開設しました。
　この窓口は、「こんなことは、どこに聴いたらよいだろうか？」と
いう問いに対して、同窓生のネットワークを活かして、問題等の性
質、性格において妥当な専門機関等へ繋ぐことを目的としていま
す。問題、事案の解決を意図せず、適切な専門機関をご紹介する

「ファーストタッチ」となります。「日本福祉大学情報セキュリティ
の基本ポリシー」、「日本福祉大学個人情報保護の基本ポリシー」（大
学のHPをご参照ください）を順守して実施します。ご紹介までに日

数がかかることがあります。ご了承をお願い申し上げます。

1．相談日時：平日10時～15時（但し、正午～13時除く） 
窓口閉鎖期間（土日・祝日、夏季・冬季の一斉閉鎖をはじめ、 
行事等で不定期に閉鎖させていただく場合があります）

2．相談分野：介護、教育、障害、医療、労務、 
生活困窮、経営企業等

3．相談方法：相談申込フォーム（右記）を 
ご利用ください。
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同窓会開催報告

北海道地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月20日（土）
釧路プリンスホテル（釧路市）
98名

演　題：地域共生社会の創造にむけて
　　　　～社会福祉法改正の動向とこれからの課題～
講　師：原田 正樹 先生 
　日本福祉大学同窓会設立70周年記念北海道地域同窓会「社会福祉
セミナリウムinくしろ」を北海道釧路市にて開催いたしました。会場
には、福祉関係者、行政職員、教育機関関係者、同窓生、学生など、
道内外から約100名が来場しました。我らが学長、原田正樹教授の基
調講演「地域共生社会の創造にむけて〜社会福祉法改正の動向とこれ
からの課題〜」に続き、
パネルディスカッショ
ンを実地。「地域共生
社会」の今を掘り下げ、
地域福祉の実践と未来
を語り合う場として
ニップク魂が飛び交う
集まりとなりました。
� （文責　小野 信一）

青森県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年8月23日（土）
青函連絡船メモリアルシップ八甲田丸
（青森市）
19名

演　題：誰もが安心して住み続けられる住民支え合いのまちづくり
講　師：児玉 善郎 先生 
　令和7年8月23日（土）に青函連絡船メモリアルシップ八甲田丸で
公開講座を開催しました。学園共同事業ということで児玉ゼミの学生
さん4人が参加してくれ、また初めての参加者もいて例年以上ににぎ
やかな交流ができました。懇親会は、海鮮料理の「海坊厨」。福祉大
で学んでいる学生からの話を聞いて自分たちの学生時代を思い出すと
ともに、今の時代、青森もまだまだできることや良いところが沢山あ
ると再確認できた同窓会となりました。� （文責　今 二史）

宮城県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年8月30日（土）
仙都会館（仙台市）
14名

　8月30日、仙台市の仙都会館にて宮城県地域同窓会を開催。14名が
参加し、学生時代の思い出や近況、私の“推し”をテーマに語り合い
ました。
「鉄分は南部鉄器から」「承認欲求と信頼が人を育てる」など名言も
続出。
　卒業式で美浜に初上陸予定だったが3.11で断念した通信卒業生の
初参加もあり、共感と笑顔に満ちた2時間半となりました。
　私の推し魚はタチウオ。知多半島で出会った干物の味や、店頭に並
ぶ眩しい身は東北で
は見られないもので
したが、温暖化の影
響で三陸沿岸でも水
揚げされるように。
複雑ながらも、おい
しくいただいていま
す。�（文責　菊池 郁民）

山形県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月20日（土）
山形七日町ワシントンホテル（山形市）
18名

演　題：災害に強い地域社会づくり
講　師：菊池 遼 先生 （社会福祉学部 講師）
　今年の同窓会総会は、大学同窓会70周年事業・学園及び同窓会周
年共同事業として、講演会、在学ゼミ生との交流会、そして懇親会と
いうプログラムを盛り込んで開催しました。講演会講師の菊池遼先生
は、山形大学出身でもあり、災害対策について山形や東北の状況を踏
まえながらわかりやすくお話しいただきました。
　在学ゼミ生の発表は、それぞれ「自分らしさ」がでており、日福の
レガシーが受け継がれているように感じました。初めての参加者もい
て懇親会は大いに盛り上がりました。� （文責　鈴木 一成）

秋田県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月5日（土）
秋田拠点センター「アルヴェ」（秋田市）
96名

演　題：ふくしの課題は地域を元気にする宝物です
　　　　～「つながる」ことで見える地域再生の可能性～
講　師：小松 理佐子 先生 
　同窓会設立70周年を記念し、「セミナーとミニコンサート」を開催
しました。小松理佐子副学長の講演に続き、キャラの濃いめな同窓生
2名の実践発表（「居場所づくり」「不登校児への支援」）や小松ゼミ
生による発表での「パネルで交流」など、意見交換も活発でした。最
後は地元のデュオ「ダックスムーン」のコンサートで一体感を味わい、
有意義な記念事業となりました。約100名規模の事業を同窓会として
開催するのは初めてで、一般参加者が7割も占めたことに同窓生も充
実感あふれる機会となりま
した。� （文責　米谷 恭一）

福島県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月8日（土）
郡山商工会議所（郡山市）
24名

演　題：超高齢化社会のふくしを考える
　　　　～地域包括ケアシステムと人材育成～
講　師：小松 理佐子 先生 
　今年の総会では、通常の総会の後に、小松副学長の講演「超高齢化
社会のふくしを考える～地域包括ケアシステムと人材育成〜」を行い
ました。その後の意見交流会で「事業所が地域で果たす役割を考える」
とのタイトルで同窓生からの福祉、介護、医療のそれぞれの分野から
報告がされ、参加者でディスカッションを行いました。
　その後の懇親会
では、初めて会っ
た人もとても盛り
上がり、みんなで
「ケサラ」の大合
唱となりました。
� （文責　松崎 聡）
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同窓会開催報告

群馬県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年8月10日（日）
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
39名

演　題：社会的孤立とソーシャルワーカー
講　師：野尻 紀恵 先生
　今年の講演会は昨年に引き続き、野尻紀恵先生にお願いしました。
（昨年はオンラインであった為、ぜひ対面でお話を聞きたいという声
が強かったので）。現場で働いている一般の方も参加してくれて、と
ても貴重な話を聞くことができ良かったと言っていました。前橋は連
日40度近い日が続いていましたが、当日は雨模様で過ごしやすく、
天気も味方してくれました。総会〜懇親会と最後まで野尻先生、それ
から奈良会長、杉田理事も参加していただき感謝です。最後は校歌を
高らかに歌い解散
しました。
� （文責　今井 芳明）

東京都地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月26日（土）
主婦会館プラザエフ（千代田区）
122名

演　題：人間味あふれる折り合い点の創造
　　　　～精神障がいがある本人や家族との37年間の追体験を中心に～
講師：青木 聖久 先生
　日本福祉大学同窓会設立70周年記念事業「講演＆トークセッショ
ン」を東京地域同窓会と全国精神保健福祉会連合会とのコラボで6年
ぶりに開催。同窓生・在学生、みんなねっと、一般の方122人が参加。
第1部は青木聖久先生の講演「人間味あふれる折り合い点の創造～精
神障がいがある本人や家族との37年間の追体験を中心に～」、第2部
トークセッション「生きづらさと人間らしさ」をテーマに当事者の「リ
カバリーストーリー」を伺い、これからも当事者参加を進める力になっ
ていきたい！との決意に感銘を受けました。� （文責　杉田 哲也）

東京都地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年8月23日（土）・24日（日）
ビジョンセンター東京京橋/鍛冶屋文蔵 
東京スクエアガーデン店（中央区）
13名

演　題：地域福祉と災害ソーシャルワーク 
講　師：�山 本 克 彦 先 生 ／ 篠 原 辰 二 氏（ 一 般 社 団 法 人Wellbe 

Design理事長）／新井 利民 氏（立正大学社会福祉学部教授） 
　8月23 ～24日、東京京橋で開催されたスクーリング「地域福祉と
災害ソーシャルワーク」の同窓生公開講義＆交流懇親会を開催しまし
た。山本克彦先生を始め講師の方々は全国各地の災害支援に携わって
いて、災害支援にはその地域の普段の暮らしや背景を知る、発災前か
ら地域福祉の構築が重要、被災者・被災地の自立を目指した支援が重
要等、実践に裏付け
られた様々な視点か
らご講義いただきま
した。今回の繋がり
か らSNSを 使 っ た
新たなネットワーク
も生まれ、充実した
2日間の学びになり
ました。
� （文責　葛西 なおみ）

東京都地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年11月9日（日）
国営昭和記念公園
バーベキューガーデン（立川市）
16名

　11月9日（日）国営昭和記念公園バーベキューガーデンで「黄葉・
紅葉まつりでBBQ交流会」を行いました。あいにくの雨模様となり
ましたが参加申し込みされた方全員が集いキャンセルはゼロ！また、
福祉経営学部（通信教育部）の秋期試験と重なりましたが、午前中に
終えた人、帰ってからチャレンジする人も参加してくださり感謝。常
連さんに初めて参加の在学生さん、ご家族連れ16名でジュージュー、
モウモウと美味しそうな音と煙のハーモニーを楽しみながら、よく食
べよく飲み大いに交流し楽しいひと時を過ごしました。
� （文責　杉田 哲也）

東京都地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月30日（日）
東京サテライト
11名

　11月30日、東京サテライトで「パブリックビューイングin東京サ
テライト」を開催しました。これは同時刻に開催されている「第37
回日本福祉大学社会福祉セミナーin鳥取」を東京からオンライン視聴
しようという初の試みで、同窓生・在学生併せて11名集まりました。
　鳥取県出身のタレント・イモトアヤコさんのトークショー、多様性
を受け入れスポーツを通じて人や地域と繋がる方々のパネルディス
カッション等、鳥取に行けなくても東京の仲間と楽しさや感動を共有
でき、有意義なひとときとなりました。� （文責　葛西 なおみ）

東京都地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年12月6日（土）
国立ハンセン病資料館
・国立療養所多磨全生園（東村山市）
25名

　今回何よりも良かったのは、5年ぶりに復活した園内散策で、映画「あ
ん」の中で樹木希林さんと市原悦子さんが“ぜんざい”を食べながら
語っていたあの「お食事処なごみ食堂」の見学です。閉店時間にも関
わらず快く見学を受け入れてくれた藤崎さんと熊谷さんのお話を聞け
たことです。「全生園の歴史と入所者の生活を支えた象徴的な場をな
んとか残せないか」と10年前から営業を引き継ぎ、入所者の方の声
を代弁して「人権がいかに大切かの発信基地」を守るお二人の力強い
言葉が印象に残る一日でした。� （文責　深堀 清美）
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同窓会開催報告

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年7月9日（水）
鎌倉療育医療センター 小さき花の園
（鎌倉市）
7名

　鎌倉療育医療センター小さき花の園を訪ねました。社会福祉法人聖
テレジア会が1970年に開設した重度心身障害児者施設です。敷地内
には、法人が運営する病院や特別養護老人ホームもあります。施設は
72床の入所施設以外に外来診療や通所サービスの他に相談支援など
を備えています。入所者の平均年齢は40代後半です。経管栄養の利
用者や人工呼吸器の利用者が多く、最近は看取りのケースもあるそう
です。県内には同様な施設は12ケ所しかなく、小さき花の園のよう
な施設は少ないようです。
　施設見学の後に江の島散策に出かけましたが、気温と湿度が高く、
歩き回ると熱中症に
なる危険が高いた
め、昼食の後は八坂
神社までの短い距離
を歩くのみで、かき
氷を食べて解散とし
ました。
� （文責　片倉 博美）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年7月12日（土）
福祉保健研修交流センター
ウィリング横浜（横浜市）
37名

演　題：学ぶ楽しさを分かち合おう～自律・共生・共愉的な学びへ～
講　師：浅石 裕司 先生
　通信教育学生との相談・交流会を開催しました。最初に福祉経営学部の浅石 裕司先生から「学ぶ楽し
さを分かち合おう～自律・共生・共愉的な学びへ～」と題してミニ講演をしていただきました。その後、
在学生と卒業生が5つのグループに分かれて討論。日頃の学習や試験対策、国試対策、進路などについ
て意見交換が行われました。参加した学生からは、「4月に入学したばかりなので学習の仕方がわからなかっ
たのですが、小テストを中心にするとよいと教えてもらえました」「演習に関する情報が少なかったので、
卒業生の話が聞けて参考になりました」「国試対策の勉強法について先輩方から聞けて良かったです」「同
じような悩みを抱えている仲間と出会えて良かったです」「一人で勉強していると息詰まることが多いけど
皆と話ができて良かったです」「このような交流会は継続して欲しい」などたくさんの感想をいただきました。
　相談・交流会後の懇親会には、26名が参加して、楽しいひと時を過ごしました。 �（文責　片倉 博美）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年8月23日（土）
ちひろ美術館・東京（練馬区）
10名

　日本福祉大学同窓会設立70周年・神奈川県地域同窓会設立40周年記念事業
のプレ企画として、ちひろ美術館・東京の見学会を開催しました。ちひろ美術
館は、ちひろの作品だけでなく、日本や世界の絵本画家の作品なども展示さ
れ、絵本は手に取って読むこともできます。ちょうどこの日は戦後80年とい
うこともあり、絵本でつなぐ平和をテーマにちひろの代表的な作品である「戦
火のなかの子どもたち」やウクライナ民話の「てぶくろ」などたくさんの原画
を見ることができました。見学会では最初に美術館の学芸員から簡単な説明
を受けた後、参加者は各々自由に作品やビデオを鑑賞しました。なかには子ど
もたちと一緒に朗読会に参加した同窓生もおりました。参加者からは、「こう
いう機会をいただいて良
かった」「福祉の勉強も良い
けどこういう文化的な企画
もいいですね」「作品からち
ひろの平和に対する思いが
伝わって来た」「次回は安曇
野の美術館に行きたい」な
どの感想をいただきまし
た。� （文責　片倉 博美）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月13日（土）
くいもの屋わん 上大岡店（横浜市）
19名

 9月に入っても35℃を越える日があるなかで、暑気払いを開催しました。
同窓会企画に初参加という同窓生は「今日は朝から緊張してそわそわでし
た。温かく迎えてもらえて嬉しかった」「これからは同窓会の企画にもっと
参加しようと思います」と感想を語ってくれました。茨城県から参加した在
学生からは「ここに来ると楽しいのでつい来ちゃいます」と嬉しい言葉をい
ただきました。そんな彼に同窓生から「神奈川に就職しなよ。会長が仕事
を紹介してくれるよ」と誘いがかかります。どこの地域に住んでいても同じ
大学で学んだ仲間とは繋がっていたいという連帯感が自然と芽生えてきま
す。最近になって就労支援B型の事業所を起業した同窓生からは「障害者
の仕事は農作業で、畑で
野菜だけでなく、みかん栽
培も始めてるから事業所
見学を兼ねてみかん狩りに
来ない？」と同窓会企画
の提案がありました。暑気
払いは、参加者の笑顔が
絶えない楽しい時間でした。
� （文責　片倉 博美）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月8日（水）
津久井やまゆり園（相模原市）
24名

　2016年7月に起きた津久井やまゆり園の凄惨な殺傷事件から9年。
2021年に完成した新園舎を訪ねました。園は、1964年に神奈川県が
設置したものでしたが、現在は社会福祉法人かながわ共同会が運営す
る指定管理施設になっています。
　見学に先立ち鎮魂のモニュメントへ献花および黙祷を行いました。
玄関を入ると書家の金澤翔子氏が犠牲者を悼んだ『祈』やともに生き
る憲章の『ともに生きる』の書が目に入ります。園長の永井清光氏か
らは、園の沿革や殺傷事件のこと、意思決定支援の取り組みとともに
園長として今考えていることなどを伺いました。その後、相模湖
MORIMORIや高尾山へ連なる山並みを望む園庭や園舎を案内してい
ただきました。� （文責　齋木 よしみ）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年11月15日（土）
福祉保健研修交流センターウィリング横浜／
ラパウザ上大岡ミオカ店（横浜市）
101名

演　題：ちひろ没後50年を経て～絵本の世界から読み解くメッセージ
講　師：松本 猛 氏（美術・絵本評論家 いわさきちひろ美術館常任顧問）
　日本福祉大学創立70周年・神奈川県地域同窓会設立40周年記念事業を開催しま
した。第1部の講演会は、「ちひろ没後50年を経て～絵本の世界から読み解くメッ
セージ」と題して、ちひろ美術館の常任顧問であり絵本作家の松本猛さんに講演
をお願いしました。講演は大変好評で、参加者からは「ちひろの絵が好きで参加
したけど講演を聞いてますます好きになりました」「絵の持つ力の大きさを感じる
ことができました」「絵を通して命の平和の大切さを学びました」などの感想がた
くさん寄せられました。第2部の式典では当日参加者に配布された「40周年記念誌」
や「活動紹介リーフレット」、「オリジナルポーチ」などの説明がありました。第3
部のパーティーは、近くのお店を貸し切り開催されましたが、杁中世代や美浜世
代だけでなく福祉経営学部の同窓生や在学生も参加しての楽しい会となりました。
� （文責　片倉 博美）
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同窓会開催報告

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年11月30日（日）
福祉保健研修交流センター
ウィリング横浜（横浜市）
7名

　社会福祉セミナーin鳥取をliveで視聴する会を開催しました。第一
部のイモトアヤコ氏トークショーでは24時間テレビのエピソードに
引き込まれ時に笑いありと楽しみました。
　第2部のパネルディスカッションではパラスポーツについてわかり
やすく語られ魅力も伝えていただきました。
　ひとり自宅で参加するのもよいですが集まって雑談をしながら視聴
したのが楽しかったです。� （文責　齋木 よしみ）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年12月5日（金）
杉本寺・報国寺・
一条恵観山荘（鎌倉市）
9名

　片倉会長がガイドする人気企画「晩秋の鎌倉散策」を開催しました。
鎌倉駅からバスで鎌倉最古の寺院、杉本寺を訪ね神秘的な苔むした石
段や秘仏を拝観した後、ゆっくり歩きながら報国寺を訪ねました。美
しい竹林の中でお抹茶をいただき一息つくとともにマイナスイオンを
たっぷり浴びた後、皆で楽しく散策しながら国指定重要文化財「一条
恵観山荘」へ移動しました。かやぶき屋根の山荘とリンドウやツワブ
キが咲く美しい庭園を眺めました。師走の小春日和の日差しに円窓（え
んそう）悟りの窓の美しさが印象的でした。古都鎌倉をのんびりゆっ
たりと散策できてとても楽しかったです。� （文責　齋木 よしみ）

神奈川県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月13日（土）
くいもの屋わん 上大岡店（横浜市）
18名

　忘年会を開催しました。毎回恒例のお題に沿っての自己紹介。今回
は「年末年始の過ごし方」でした。出されたのは、家族旅行や帰省、
ひとり旅、寝正月、学生さんからは「課題」と。もちろん福祉にかか
わる方が多いので通常通り仕事の人も。一方、9連休という方も。「ひゃ
あ（うらやましい！！）」の悲鳴や「おお（すごいね！）」といった声
が上がりました。その後の歓談でも盛り上がりつつ、在学生の学びの
悩みや同窓生の仕事の悩みに真摯に耳を傾け意見を交わしました。

� （文責　齋木 よしみ）

新潟県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月15日（土）
まちなかキャンパス長岡（長岡市）
8名

　今年の「集い」は長岡市在住の同窓生の皆さまに協力していただき
開催することができました。前半は総会と近況報告会をしました。後
半の懇親会では、現役時代の思い出や教訓、昨今のワークライフバラ
ンスの話題を交えた現場の働き方の難しさ、利用者への支援のための
地域の社会資源との連携についてなど思い思いの話題で歓談しまし
た。今回の参加者は8名と比較的少数でしたが、その分少し時間にも
余裕ができ近い距離感で話題を共有できた貴重な集いになりました。
� （文責　山賀 亮一）

富山県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年8年23日（土）
富山オフィス
6名

　8月23日に座談会「しゃべり場」を開催しました。
今回のテーマは「わたしの推し！」。アイドル、俳優、歌手、スポー
ツ選手から身近な人まで『推し』は幅広い。推し活をしている人でな
いとなかなかわからない話もあり、楽しかったです。他にも地震関連
の話や仕事の裏話などで盛り上がり、時間が足りないくらいでした。
　参加してくださった皆さま、楽しい時間をありがとうございました。
� （文責　田森 万理恵）

富山県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年10月13日（月）
富山国際会議場／
富桜 別邸 富山駅前店（富山市）
23名

　10月13日に富山で開催された大学セミナーに合わせて総会と懇親
会、同窓会設立70周年記念事業として在学生との交流会を開催しま
した。4名の社会福祉学部4年生が参加してくれて、運営に携わって
いる子ども食堂の活動などについて発表してくれました。発表は大変
分かりやすくまとまっており、同窓生からの質問に、時には先生のフォ
ローを受けながらも積極的に答えてくれました。
　懇親会は、久しぶりの同窓生の参加もあり、在学生との交流会で発
表してくれた4人も参加してくれて、話が弾み楽しい時間を過ごすこ
とができました。� （文責　田森 万理恵）
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同窓会開催報告

岐阜県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月12日（土）
ぶらっ菜（岐阜市）
15名

　今年度も、親睦会を岐阜市住田町にある居酒屋「ぶらっ菜」で、7月
12日（土）午後6時より開催することができました。
　昨年度よりも多い15名の方に参加していただき、おいしいお酒と
料理を楽しみながら、自己紹介を交えつつ、あっという間に2時間が
過ぎてしまいました。
　この日は、役員のほかに新たに11名の方から参加申し込みをして
いただき、もっとお話をお聞きしたかったのですが、10月のイベン
トでのご協力を期待しながら、お開きとなりました。�（文責　古川 健次）

岐阜県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月11日（土）
各務原市立中央図書館（各務原市）
124名

演　題：岐阜県で地域共生社会を実現する！
　　　　～誰もが暮らしやすい地域をめざして～ 
講　師：小松 理佐子 先生 
　日本福祉大学岐阜県地域同窓会の「講演会及びパネルディスカッ
ション」を、令和7年10月11日、各務原市立中央図書館の多目的ホー
ルにて行いました。日本福祉大学副学長の小松理佐子先生に、「岐阜
県で地域共生社会を実現する！～誰もが暮らしやすい地域をめざして
～」という演題で講演いただきました。後半は、「地域共生社会の実
現に向けて誰が、何をする！？」というテーマで、3人のパネラーと
学生さんにお話し
いただきました。
学生さんの発表は
新鮮で、来場者の
皆さまからは好評
価でした。多くの
方に参加いただき
ました。
� （文責　古川 健次）

岐阜県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月11日（土）
matane HERB&SPICE（各務原市）
36名

　講演会終了後、懇親会を各務原市の matane HARB & SPICE にお
いて開催いたしました。小松先生と学生さんを囲み、おいしい料理に
舌鼓を打ちました。これまでにお会いしたことのない方が多く、名刺
交換をしながら交流を深められたのではないかと思います。これを
きっかけに LINE に登録していただいた方も増えましたので、有効に
活用しながら、ゆるりと長くお付き合いしていけたらと考えています。
� （文責　古川 健次）

岐阜県地域同窓会 
飛騨支部

開催日●
会　場●
参加者●

2025年6月22日（日）
高山市総合福祉センター（高山市）
18名

演　題：笑いヨガの実施
講　師：野村 美由紀 氏（笑いヨガ古川同好会）
　6月22日の総会には、18名の参加者がありました。今回の総会には、
岐阜県支部理事の兼松様にもご出席いただき、県支部の状況等の説明
がありました。
　その中で、今年度より支部への助成金を見直しすることを提案され
て、会員の了承をもって可決されました。また、この件に関連して、
年2回発行していた会報を、今後は年1回（5月発行）のみとする提案
に関しても、了承していただき可決されました。その他、役員の一部
改選がありました。第2部では、笑いヨガ古川同好会の実施体験を参
加者全員で行いました。� （文責　杉本 晋治）

西三河/
豊田岡崎地域同窓会

開催日●
会　場●

参加者●

2025年8月24日（日）・11月2日（日）
名鉄トヨタホテル（豊田市）／
東海キャンパス
39名

　豊田・岡崎地域では、恒例の総会と卒業を祝う会を8月24日に開催
し、会食と近況報告をしながら、幅広い年齢層の同窓生が親睦を深め
ました。
　また、11月2日には大同窓会に参加しました。当日はレンタルした
マイクロバスで会場へ向かい、道中から和やかな交流が生まれました。
講演会、懇親会への参加のほか、同窓生の農産物と福祉事業所製品の
物販を行い、完売の盛況でした。
　豊田・岡崎地区の皆さま、今後の同窓会行事へのご参加をお待ちし
ています。� （文責　高塚 幸江）

知多地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月6日（土）
メディアス体育館ちた（知多市）
67名

　若年性認知症をテーマとした映画『オレンジ・ランプ』を上映し、
その後に、映画原作者の山国秀幸氏と若年性認知症当事者によるトー
クセッションを行いました。また、当事者ミーティングを実施し、当
事者による交流を図りました。映画・トークセッションにより、特別
なことではなく普通に接することの大切さや、ピアサポートの必要性
について学ぶことができました。� （文責　安居 智）
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三重県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月19日（日）
ホテルグリーンパーク津（津市）
58名

演　題：人口減少時代の担い手問題
　　　　～地域を支える担い手をいかに育てるか～
講　師：小松 理佐子 先生
　同窓会設立70周年ならびに大学と同窓会の周年記念事業として、
講演会・総会・懇親会を開催しました。我が国が現在、直面している
少子化問題、後継者問題、人材不足問題について、豊かな経験と知識
をベースに様々な取り組みが紹介され、皆が真剣に考えるとても良い
機会となりました。小松先生の魅力、演題の内容、そしてゼミ生たち
の発表に心打たれ、多面的な角度から学びが深められる、充実した時
間を共有することができました。� （文責　濱口 直樹）

滋賀県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月20日（土）
キラリエ草津（草津市）
27名

演　題：今後のケアマネジメントの展望
講　師：篠田 道子 先生
　2025年9月20日（土）に講演会並びに総会、懇親会を開催しました。講演会は、日本福
祉大学社会福祉学部教授並びに、日本福祉大学大学院医療・福祉マネジメント研究科教授、
篠田道子先生にご登壇いただきました。演題は、「今後のケアマネジメントの展望」という
ことで福祉に携わっている私達にとって、とても有意義な内容でした。当日は27名の参加
者で元ゼミ生の方もおられ、名古屋、能登、鹿児島からもご参加いただき伺った内容はそ
れぞれの胸の中に大事に、お持ち帰りいただいたのではないでしょうか。懇親会では篠田
教授や大阪サテライトの古澤様にも、ご参加いただき楽しく盛り上がりました。いろいろ
な年代、職場、関係者の方達の集いの中、福祉で繋がっている、お一人お一人が優しく、
たくましく輝いておられました。改めて日本福祉大学の繋がりは素晴らしいと実感した一
日でもあり、そして、その仲間の一員であることに誇りを感じました。�（文責　出口 及子）

滋賀県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月11日（火）
美浜キャンパス
14名

　滋賀県地域同窓会では、本学のご⽀援の下、参加者を募り懐かしい
⺟校へ⾏って来ました。バス内での内容が濃い⁉レクリエーションに
始まり写真を撮りまくった、美浜の海空⼭々とキャンパス。⼀⽇親切
丁寧に学内の案内や⾊々な準備に対応いただき、バスが⾒えなくなる
まで⾒送ってくださった職員の⽅々。学⽣時代は⼀番安い（アレ）し
か⾷べられなかった学⽣⾷堂ではトレーに並びきらないほどの（アレ
コレ）をお腹いっぱい⾷べました。何より学⽣と⼀緒に受けた講義で
は学⽣さん達がしっかりと考え、質問をされていた事に福祉⼤生ここ
にあり！と嬉しい気持ちになりました。⽂字に載せきれない充実した
美浜キャンパスバスツアーの⼀⽇となりました。� （文責　嶋村 久美⼦）

京都地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月15日（土）
アパホテル京都駅前（京都市）
45名

演　題：生活保護バッシングを考える 
講　師：山田 壮志郎 先生 
　日本福祉大学同窓会設立70周年記念事業として京都地域同窓会を
開催しました。第1部では山田壮志郎先生より「生活保護バッシング
を考える」をテーマに、偏見の背景を分析し、共感を高める教育と持
たざる者の連帯の重要性をご講義いただきました。大学近況報告では
東海キャンパスの拡張工事や各キャンパスの動向が紹介されました。
総会では今年度の
活 動 方 針 を 確 認
し、情報交換会で
は会員間の交流を
深める有意義な時
間となり、今後の
地域連携強化への
期待が高まりまし
た。
� （文責　永田 潤平）

大阪地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年3月1日（土）
大阪サテライト
2名

演　題：サンゴクエスト体験会 
講　師：辻坂 衣美 氏（サンゴクエスト認定ファシリテーター 

日本福祉大学大阪地域同窓会 役員）
　産後の女性たちが直面するトラブルを支援し、健康的な毎日を送る
ための啓発を目的としたサンゴクエスト体験会を実施しました。産後
ケアは、出産を経た女性の健康を守るために非常に重要です。その大
切さに気づかずに過ごしてしまう方も少なくありません。晩婚化をは
じめ、子どもを育てていくための経済的負担や、産んだ後の子育ての
環境が整わない、女性の社会で働くことへの意識の高まりなど複雑に
絡み合って起きている社会現象を
一緒に考える機会となりました。
ありがとうございました。
� （文責　辻坂 衣美）

大阪地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月13日（土）
大阪サテライト（オンライン併用）
17名

演　題：災害ボランティアセンターとは？
　　　　ボランティアセンターする意義・被災地で感じること 
講　師：新宅 太郎 氏 （吹田市社会福祉協議会地域福祉課課長）
「災害」をテーマにした初企画で、ハイブリッド開催しました。新宅 
太郎氏 講演「災害ボラセンとは？」と、災害の現場（応援社協活動）
座談会 新宅太郎氏 × 谷口昭浩氏（日本福祉大学認定同窓会DWANT 
OSAKA）を行い、活発な質疑応答と交流等があり開催予定時間オー
バーで終了となりました。感想として災害ボランティアセンターの活
動内容や平時のつなが
りの大切さを再認識で
きました。今回の経験
を通じて、災害時の支
援には多くの人の力が
必要であり一人ひとり
の行動が大きな支えに
なることを実感しまし
た。� （文責　辻坂 衣美）
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大阪地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年11月16日（日）
goodspoonなんばCITY南館店
（大阪市）
14名

「お子さんと一緒に参加できる昼間の意見交換・交流の場」として企
画していたイベントを再開し、今回は同窓生のお子さんを含む14名
にご参加いただきました。各テーブルにて目指している仕事や日々の
仕事の話、趣味の話、子育ての話などで盛り上がりました。また子ど
もたちもすぐに打ち解け、初対面でしたが、帰り際には手をつないで
移動している様子もありました。おしゃれな店内で美味しいスイーツ
とともに楽しくお話ができ、ほっこりとした温かい時間を過ごすこと
ができました。� （文責　久保 瑠美）

兵庫県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年7月21日（月）
神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル（神戸市）
71名

演　題：ソーシャルワークが紡ぐ多職種連携の可能性 
講　師：上山崎 悦代 先生 
　兵庫総会。過去最高の７１名の参加！杁中、美浜、通学、通信…全
世代が集う兵庫の層の厚さを実感。上山崎悦代先生の舞台を縦横無尽
に使ってのご講演は聞く側を決して飽きさせることなく大好評。講演
中の「うんあるある」感が会場内全体を包んでいた。お二人の卒業生
の方の実践報告もかなり興味深いもので、時間が足りない感じ。報告
系をそそくさと済
ませ、懇親会へＧ
Ｏ。大学同窓会荒
木副会長も参戦し
ての懇親会は、旨
い料理と酒、セレ
ブ感満載の景色、
大 い に 盛 り 上 が
る。僕の頭の中は
既に来年のこと。
� （文責　高階 和洋）

奈良県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年9月13日（土）
若年性認知症サポートセンター
きずなや（奈良市）
11名

　奈良県地域同窓会恒例のBBQ交流会を開催しました。会場は、同
窓生の若野達也さんが立ち上げられ、全国的にも活動が知られている
「若年性認知症サポートセンターきずなや」です。今年も雨森孝悦先
生がお越しになり、シャインマスカットを差し入れていただきました。
心配した天候もBBQの最中は雨も降らず、杁中・美浜卒業生、通信
卒業生が職域を超えての交流を深めることができました。
� （文責　村田 清）

和歌山県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月18日（土）
和歌山県中央児童相談所（和歌山市）
19名

演　題：精神障害者の地域生活を支援して
　　　　～今までの実践とこれからの課題～ 
講　師：柳瀬 敏夫 氏（社会福祉法人やおき福祉会理事長）
　大谷翔平が投打に渡る活躍でリーグ優勝を決めた１０月１８日の同
日、和歌山県地域同窓会を開催しました。大阪、兵庫の地域同窓会か
らも出席があり、盛況の中で同窓を懐かしむ機会となりました。講師
から「精神障害者の地域生活を支援して～今までの実践とこれからの
課題～」をテーマにご講演があり、精神障害者支援に関わってきた多
職種連携のフォーマルな資源だけでなく、「個人の領域」にも地域、
社会へのマクロな視点を持ったソーシャルワークが求められる時代で
あるとのお話があり、大変勉強になりました。� （文責　立花 直章）

鳥取県地域同窓会 開催日●
会　場●

参加者●

2025年6月28日（土）
鳥取県立生涯学習センター
「県民ふれあい会館」（鳥取市）
19名

演　題：いのちと人権
講　師：小林 洋司 先生 
「久しぶり」「はじめまして」、年々に同窓生の輪の広がりを感じてい
ます。年齢３０代～８０代、通学生・通信生、県内外の出身者と幅広
い層から参加をいただきました。総会は、奈良会長の来賓挨拶、大学
近況報告、同窓生メッセージを伝え、上程議案は全て承認されました。
　講演会では鳥取にゆかりの小林洋司准教授から「いのちと人権」の
お話をいただきました。このほか、１１月３０日（日）開催の社会福
祉セミナーin鳥取の告知や自己紹介で交流を深めました。次回同窓会
は令和８年６月２７日（土）倉吉市で開催します。� （文責　濱本 義則）

島根県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月15日（土）
松江テルサ（松江市）
21名

演　題：依存症を持つ人への「支援」を考える
　　　　～アルコール・薬物依存症を中心に～
講　師：山口 みほ 先生 
　今年度は本学より山口みほ先生をお迎えし、「依存症を持つ人への
『支援』を考える～アルコール・薬物依存症を中心に～」をテーマに
研修会を開催しました。参加者は時間が経つのも忘れるほど多くのこ
とを学び、考えさせられる研修会となりました。
　研修会・総会後の懇親会には幅広い年代の同窓生が集まり、年齢に
関係なく大いにもりあがることができました。� （文責　安達 学）
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岡山県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月18日（土）
第一セントラルビル１号館（岡山市）
20名

演　題：ハンセン病問題を学ぶこと 
講　師：小林 洋司 先生 
　2025年度の総会を開催しました。講演会では、ハンセン病という
福祉の原点と「公共の福祉」を振り返り、今日の「コロナ禍」などの
課題を見つめる素晴らしいものでした。福祉の様々な現場で働く我々
にとって、多くの学びがありました。また、懇親会では小林先生の故
郷でもある岡山県内の話題や、講演会から引き続き熱い語り合いとな
りました。今後も様々な分野で活躍中の皆さまと交流ができる企画を
していきたいと思います。� （文責　竹内 周作）

岡山県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月20日（土）
北前そば高田屋岡山表町店（岡山市）
11名

　ようこそ岡山スクーリングへ！通信生・同窓生合同忘年会を開催し
ました。中四国からスクーリングに来られた通信生5名と同窓生6名
が参加し交流を深めました。社会福祉士の受験資格に向けて2日間の
スクーリングに合わせて
開催し、講師の中田先生
にもご参加いただきまし
た。社会福祉士を目指し
たきっかけは異なる分野
へのチャレンジや以前に
福祉分野で働いていて、
あらためて資格を取得し
ようと思われた方など
様々でした。同窓生から
は社会福祉士資格取得に
向けた受験勉強や各地の
同窓会活動などを紹介し
ました。
� （文責　米田 宣和）

広島県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月11日（土）
RCC文化センター（広島市）
21名

演　題：教育におけるインクルージョンとはどういうことなのか
講　師：藤井 啓之 先生 
　10月11日、同窓会設立70周年記念事業の一環として、日本福祉大
学セミナーに併せて、懇親会を開催しました。当日は、教育・心理学
部教授の藤井啓之先生を講師にお迎えし、「教育におけるインクルー
ジョンとはどういうことなのか」をテーマにご講演いただきました。
講演では、事例を交えながら分かりやすくお話しいただきました。講
演後の交流企画では、藤井先生のゼミ生による研修成果発表が行われ、
在学生と同窓生が世代を超えて意見交換を行う貴重な時間となりまし
た。終了後の懇親会では、現役学生、大学教職員、同窓生が一堂に会
し、和やかな雰囲気の中で交流を深めました。広島の地で「学び」と
「交流」を共有できたことは、大変意義深い機会となりました。
� （文責　池野 明子）

高知県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年6月28日（土）
高知会館（高知市）
20名

テーマ：「地域を耕す」報告・交流会
実践報告者：山下香代子氏（土佐市より）中山良江氏（土佐清水市より）
報告後：3グループに分かれ、グループ交流、意見交換会、グループ発
表を実施。グループに分かれては1時間程度でしたが、充実していたという
内容の感想がよせられました。（以下、抜粋）

・�地域で福祉を工夫して、頑張っている様子を具体的に説明してくださって、
分かりやすかったです。

・沢山の方の意見を聴くことで、新たな発見もできました。
・�私にも、私のできる事が

ささやかでしょうが、ある
と思い、これからもやって
いこうと励みになりました。

・�また、先輩方とお話しで
きる機会があれば、うれ
しいです。

・�地域に根付いた活動を、
私も展開していきます‼
� （文責　小澤 秀子）

高知県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月18日（土）
でいさぁびすはっぴぃ（香南市）
8名

　高知市から約30分離れた民家で若年性認知症の当事者によって開
設された、社会参加型デイサービスの見学研修に行って来ました。一
般社団法人セカンド・ストーリーとして、高知市・香南市の2か所開設。
企業の清掃や車の洗車等、協力企業が8つあります。仕事のない日は
自由に室内で将棋・編物・昼寝等と好きなことをして楽しく過ごされ
ています。仲間たちと共に過ごされる時間はまるでもう一つの家族だ
と、話されました。誰もがはっぴぃになれる居場所を自らつくり出さ
れたＹさんの情熱に胸打たれた見学研修でした。� （文責　小澤 秀子）

福岡県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月2日（火）
オンライン
20名

演　題：いのちとくらしと裁判のお話 
講　師：明星 智美 先生 
　8月11日、対面で認定同窓会・地域同窓会で第3回合同ミーティン
グを開催予定でしたが、豪雨によりやむなく中止。その後、この会の
顧問である明星先生から、講演を用意していたと伺い、9月2日21時
からZoomミーティングを行いました。題して「大人の夜の合同ミー
ティング－いのちとくらしと裁判のお話－」。旧優生保護法と生活保
護法に関する最高裁の最近の判断を明星先生の解説で学びました。そ
の後、各認定同窓会から活動報告等され、充実したミーティングとな
り、来年の再会を約束し終了しました。� （文責　高橋 一誠）
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福岡県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月4日（土）
天神ビル（福岡市）
71名

演　題：地域共生社会をどう実現していくのか
　　　　～社会福祉法の改正を視野に入れて～ 
講　師：原田 正樹 先生 
　福岡県地域同窓会では、原田学長をお迎えして「地域共生社会をど
う実現していくのか」と題してご講演をいただきました。当日は急な
大雨で交通機関も止まるハプニングもありましたが、大変多くの同窓
生・学生の皆さまにご参加いただきました。初参加の方やお久しぶり
の同窓生も多く、講演会後の総会では１人１分自己紹介も行い楽しい
近況報告会となりました。２０２６年度も講演会、交流会のイベント
を開催予定です。皆さまのご参加をお待ちしています。
（イベント情報は同窓会ＨＰをご確認ください。）� （文責　境 寛）

長崎県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月20日（土）
出島メッセ（長崎市）
25名

　今回の同窓会は、地域同窓会を『つながりの拠点』とすることを目
指して開催しました。社会の様々な分野で活躍する同窓生の存在を知
り、職域も年齢の違いも超えた交流の場になりました。同窓生の皆さ
まの活発な情報交換で大いに盛り上がりました。
　今後もさらにつながりの輪を拡げ、「人のしあわせを願い、それを
私たちが築く」という『にっぷく魂』を継承したい。そう心から感じ
た同窓会でした。� （文責　折原 重光）

熊本県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月25日（土）
ナースパワーアリーナ（熊本市）
13名

演　題：一緒に楽しむスポーツの力
　　　　～ユニバーサルスポーツがつなぐ人と社会～
講師：兒玉 友 先生 
　令和2年以降、新型コロナウイルスの感染拡大や諸事情が重なり、
総会が開催できておりませんでしたが、この度、福岡オフィスの御支
援をいただき、大学セミナー講演会の開催に併せて、熊本県地域同窓
会総会及び懇親会を開催することができました。
　総会には13名の出席でしたが、懇親会には、大学セミナー講演会講
師の兒玉先生をはじめ、セミナーの参加者や学生28名に参加いただき、
各世代を交えて、交流を深めることができました。� （文責　川口 和博）

大分県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月25日（土）
コンパルホール （大分市）
19名

演　題：ふくしを『学び』『伝える』こと
　　　　～リアルを問い、リアルに向き合うために～ 
講　師：小林 洋司 先生 
　同窓会設立７０周年記念事業として小林洋司先生による講演会及び
総会、懇親会を開催しました。小林先生の講演では、「理想と現実」
をキーワードに「ふくしを学ぶこと」「ふくしを伝えること」につい
て講演が展開されていきました。演題にもある「リアル」を一人ひと
りがどう捉えるのか、聴衆に問いかけるような内容で刺激的でした。
また、在学生による大学生活の報告もあり、現在の日福生の「リアル」
を知ることができました。その後の懇親会では皆さま、ざっくばらん
に打ち解けて、食べ、飲み、そして語らいました。�（文責　薬師寺 博之）

沖縄県地域同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月18日（土）
沖縄県総合福祉センター（那覇市）
35名

演　題：こどもの貧困～輝く未来に向けて私たちにできること～ 
講　師：中村 強士 先生
　同窓会設立７０周年記念事業として、総会と同日開催の形で講演会
と懇親会を開催しました。杁中時代の卒業生から現在通信教育で学ん
でいる学生さんまで、幅広い世代が集まり交流を深めました。
２０２５年度は、３月に九州・沖縄ブロック事業としての通信教育部
卒業を祝う会の開催も、昨年度に引き続き実施する運びとなりました。
　２０２６年度に向けては、もう少し規模感を大きくして、講演会等
を開催できればと考えています。� （文責　山城 康之）

杁中のロクさん 開催日●
会　場●
参加者●

2025年5月28日（水）～29日（木）
シーサイドいずたが（熱海市）
5名

　2025年の「杁中のロクさん」は、熱海の「シーサイドいずたが」
で開催しました。名古屋の近場で温泉をということで、熱海温泉にし
ましたが、80歳超えの年齢のせいか、本人か相方かの体調に不安が
あり、出席者が少なくなりました。世話役としても道中で事故でもあっ
たらと思い、もう限界かなと最終回にしようと提案しましたが、もう
一回下呂温泉で開催し、判断しようということになりました。来年の
10月28 ～29日に決まりました。奮ってご参加を！皆さまの健康を祈
念します。� （文責　黒木 睦郎）
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訓覇スウェーデン
セミナー同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年6月14日（土）～15日（日）
東海キャンパス
26名

　訓覇スウェーデンセミナーでは医療・福祉現場の実践上の人間関係
における問題を取り上げたレポートをセミナー開催前に提出します。
この段階からセミナーは始まり、職場の人間関係の中で揉みくちゃに
されている自分の状況を言語化する作業は苦しいが気持ちの整理にな
ります。セミナー当日、参加者からのスーパービジョンで自分の陥穽
に気がつきます。思いがけない言葉がけに勇気づけられたり、傷つい
たり、気持ちは
千 路 に 乱 れ ま
す。決して楽し
いだけではあり
ません。それで
も帰りの車中で
は「もう少し仕
事がんばってみ
ようかな」と思
うことができま
した。
�（文責　田中 美江）

安藤クラス情報交換会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年6月17日（火）
オンライン開催
6名

　参加メンバーの近況報告を実施し、それぞれの職場でのソーシャル
ワーク実践などを共有しました。それぞれの職場の現状を把握した後
に、それぞれのトピックを共有しました。
　特に参加者の職種は児童関連、MSW、訪問看護、包括と様々、他
業種との連携について話し合いました。包括職員からは、医療関係と
の連携で苦慮する場面があります。例えば、病院は早く患者を退院さ
せたいが、在宅での受け入れが整っていないことがあります。退院調
整する関係者がソーシャルワークを学んでいると退院患者の調整など
連携しやすいことなどを話し合いました。� （文責　藤井 司）

近藤直子ゼミ
（1992卒業生）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年6月29日（日）
名古屋キャンパス
9名

　毎年恒例の同窓会。参加者9名で11月の大同窓会の打ち合わせも兼
ねての会でしたが、会った瞬間からおしゃべりが止まらず、お互いの
近況報告もしながらあっという間に時間が過ぎました。年を重ねつつ
も変わらないみんなにホッとする時間でもありました。直子先生も7
月2日のお誕生日で75歳。「できないことのある素敵さ、できないか
らこそできることがある、75歳にしか書けないことをまとめたい」
とのこと。これから自分たちが向かう未来に灯をともしてもらえそう
でとても楽しみになりました。� （文責　加藤 智恵子）

アメリカンフットボール部
同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月13日（日）
美浜町運動公園（美浜町）
88名

　7月13日、快晴の元、同窓会設立70周年記念特別事業の採択を受け、
アメフト部の現役学生とOBで合同チームを編成し、初めて、社会人
リーグX2所属の「いそのスーパースターズ」との交流試合を開催し
ました。同窓生22名を含め、現役生、対戦チーム、観客を含め約80名
が知多奥田に集いました。また、OB／OG会の「2024年度活動報告
と2025年度活動計画」を確認し、現役チームへの支援について意見
交換を行い、多世代にわたる交流の時間となりました。�（文責　宮下 明大）

PSW-net 開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月18日（金）～20日（日）
神戸市立総合福祉センター等（神戸市）
29名

　青木聖久教授を『推し活』する約30名が2泊3日で神戸に集結！神
戸実践報告会を開催しました。プレ企画は「阪神淡路大震災から30
年を振り返る」と題して、神戸大学特命准教授磯辺康子先生の震災後
のメンタルヘルスについての講演が行われました。
　メインの「実践報告会」では、相談支援専門員の方からは「相談支
援って……」、麻薬取締官の方からは「麻薬取締部における再乱用防
止対策について」と題した報告がありました。このお二人の報告に活
発な意見交換が行われました。
　さらに、和歌山保健所、神戸社協の大先輩の同窓生からは震災の経
験談が語られ、
涙しました。翌
日は「人と防災
未来センター」
見学で学びを深
め、来年の再会
を約束して閉幕
しました。
�（文責　佐藤 洋子）

K-net
（近藤克則ゼミ同窓会）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月19日（土）～20日（日）
美浜キャンパス他
14名

　近藤克則ゼミ1期生が幹事となり、K-net大同窓会を開催しました。
1期生にしてみれば、26年ぶりの美浜キャンパス講義室での近藤先生
の講義です。講義の演題は「発達フェーズとポートフォリオ作成の勧
め」。懐かしいリアクションペーパーを使ってポートフォリオを作成
するワークにも取り組みました。
　講義後は、みんなでキャンパス内を散策―当時はなかったSports 
Lab SALTOに
驚くとともに、
懐 か し い ゼ ミ
棟、そして、サ
ワガニとカブト
ムシがいるキャ
ンパス風景に癒
されたひと時で
した。
�（文責　杉本 浩章）
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勢和寮南寮88同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年7月26日（土）〜27日（日）
亀の井ホテル知多美浜ほか（美浜町）
7名

　1988年に入学し、勢和寮南寮に暮らした7人が全国から集まりま
した！北奥田に建っていた勢和寮跡地、「灯台うどん」♪、キャンパ
スでは、偶然オープンキャンパスが行われており、現役学生さんが頑
張る様子も拝見できました！ 泊まりは旧「かんぽ保養センター」、現
「亀の井ホテル」で決まりです。学生時代に戻って思い出話に花が咲
きました。翌日は、勢和寮生なら誰もがお世話になったパン屋「ハイ
デルベルグ」を訪問しました。我々を育んでくれた美浜の地への感謝
と学生時代の青春をふり返る貴重な時間となりました‼
� （文責　南 多恵子）

大学院社会福祉学研究科
社会福祉学専攻（通信教育）同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月6日（土）
名古屋キャンパス（オンライン併用）
72名

　総会では、3人のご来賓を迎え、2024年度の事業報告と収支決算
を行いました。特に役員改選は昨年度の変更案を受け、役員改選の仕
組み、任期などの改定を審議し、暫定的ですが参加者の了解を得ました。
　総会後は、修士課程1，2年の院生約50余名も加わって合同企画を
開催しました。この第1部では森川和珠氏（椙山女学園大学人間関係
学部講師）、日本福祉大学の同窓生の泉和男氏をお招きし、「70周年
記念事業 修士課程で学んだことや研究を修了後どう活かしているか」
と題した報告が行われました。報告後の第2部では修士1，2年生が混
合でグループになり、グループワーク「先輩の話を受けて修士課程を
終えてどう活か
してしていきた
いか」が行われ
ました。活発に
議 論 が 交 わ さ
れ、交流の場と
なりました。
�（文責　岡本 周佳）

オニヤンマの会
（日本福祉大学児童文化部同窓会）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月7日（日）～8日（月）
宇奈月温泉延對寺荘（黒部市）
19名

　富山県宇奈月温泉で、児童文化部オニヤンマの会を開催しました。
70代から80代が、半世紀の時が過ぎても、集えばたちまち青春時代
のあの頃に戻って、話の花が咲きました。美味しい食事をいただき、
歌って踊って語って存分に楽しみ、温泉で湯ったりして日頃の疲れを
忘れることができました。
　二日目は、トロッコ列車に乗って黒部渓谷の大自然を堪能し、また
来年会おうと誓いました。年々、年齢的に参加者が減ってきています
が、各々の今が
在るのは、日福
大での濃密な時
間の賜物と確認
し、互いに元気
パワーを一杯も
らった同窓会で
した。
�（文責　大浦 健一）

1992年度卒業
二木ゼミ同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月20日（土）
豆家別邸鶏とおとうふ福福（名古屋市）
7名

　昨年に続き、今年も二木立先生をお招きして7期生のゼミ同窓会（通
算5回目）。二木先生が毎月主催されている医療福祉研究塾（通称『二
木ゼミ』）の後に開催しました。私たちも卒業して32年経ちましたが
二木先生のかわらぬご
活躍ぶりにはゼミ生一
同、襟を正す思いでし
た。ヘルシーな豆腐料
理を食べながら、酒を
酌み交わし、二木ゼミ
恒例『1分間スピーチ』
として、仕事、介護、
子育てでそれぞれの忙
しい日常を語りあう
あっという間の楽しい
時間でした。また、み
んな笑顔で再会しま
しょう‼
� （文責　安藤 一成）

宮下ゼミ
（1980年度卒業生）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月27日（土）
個室居酒屋 すみ田 （岐阜市）
14名

　卒業後3回目の同窓会を岐阜市内で開催しました。日本各地から17
名中14名の参加があり、改めてゼミの絆の強さを感じました。同窓
会は2部構成で、第1部は岐阜城や川原町、楽市楽座の散策、第2部は
懇親会。懇親会では、若くして泉下の人となったゼミ員に黙祷後、美
味しい料理をいただきながら近況報告会やクイズ大会で大盛り上が
り。まさに「宮下ゼミ」という「心のふるさと」に帰ってきた心地よ
さは、琴線に触
れる最高の同窓
会となりました。
最後に、健康第
一で2年後に関
東での再会を約
束しました。
�（文責　川瀬 京子）

訓覇スウェーデン
セミナー同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年9月27日（土）～28日（日）
名古屋キャンパス
29名

　当日は、訓覇法子先生による自我心理学に根差したグループスー
パービジョンの講義が行われました。
　同窓会には初参加者が2名おり「スーパービジョンとは何か」「スー
パーバイザー、スーパーバイジーの役割は何か」を学びなおしました。
事例の中でどこに本質があるのかを役割演技を行う方法と対話式を用
いて行いました。
　スーパービジョンは、自我心理学に根差して行われます。事例が自
我機能から見てどのような状況であったのか。全ての事例の根底にあ
るものは人間関係であ
り、専門職としての実
践、自分のやり方やあ
り方はどうだったの
か。支援者への見方、
働きかけがどうだった
のかを振り返ることで
問題解決を目指してい
くからです。
� （文責　大塚 未来）
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同窓会開催報告

筑豊の大人たち
（ボタ山の会）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月4日（土）
焼とりの八兵衛ソラリアプラザ店（福岡市）
6名

　同窓会設立70周年、おめでとうございます。筑豊ボタ山の会のメ
ンバーは10月4日福岡での記念事業「原田学長の講演会」の盛会を願っ
て、直前に決起集会ならぬ近況報告会を開きました。いつ集っても変
わらぬ学生時代の連帯意識復活！恩師の明星先生を囲み、大学での学
びを礎に独立した方、着実にキャリアを積み重ねている方、未来への
構想を持ち活気に溢れている方などなど、ノンアルコールランチ会と
は 思 え ぬ テ ン
ション。原田学
長が講演会で力
説 さ れ て い た
「地域共生社会
の 実 現 の 担 い
手」を目指して、
皆、社会的孤立
へアプローチし
ています。
�（文責　内田 浩子）

1976年卒2部大泉ゼミ 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月4日（土）～5日（日）
神田山荘（広島市）
10名

　北海道での同窓会から8年ぶりの再会でした。参加者は10名でした。
今回は幹事の充実した企画「戦後80年広島の地で平和と福祉を語る
親睦交流会」。幹事のご友人のガイドで改めて被爆地の実相と史実、
核兵器廃絶の大きな運動の広がり等を学ぶことができました。2年後
は京都での再会を約束して別れました。� （文責　中村 公三）

みそしるの会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月16日（木）～17日（金）
ビラックス高薗（名古屋市）
20名

　福祉大勢和寮を卒寮して約半世紀以上が経ち、苦楽を共にした仲間
が今年も静岡に集いました。マイクロバスで天竜川沿いを走り、ホテ
ルへ。会食、懇親会は“みそしるの会”会長の息子さんが営む鉄板屋
「きりの」で行いました。久しぶりの再会に話はつきず、寮生活の思
い出、要求を主張して大学と交渉したこと、アルバイトあれこれなど、
若かりし頃にかえって夢中でおしゃべりをしました。来年は新潟に集
合！ということになり、再会を約束して散会しました。（文責　水谷 幸子）

蝉の会
（1965年卒短大保育科同期会）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月17日（金）
人形町今半名古屋ミッドランドスクエア店（名古屋市）
15名

　猛暑のせいか蝉の声が聞こえない夏でしたが、土方先生、私たちの
声は届きましたか。オリンピックの年毎にと始まったクラス会、今年
は万博でした。80代となりましたが、豪華な食事をいただきながら
語り合い、すっかり学生時代に戻ってしまいました。短い期間を共に
した仲間達でしたが絆は濃厚でした。
　楽しい思い出の1ページが重なる1日となりました。
� （文責　柴田 あかり）

76FW大泉ゼミ同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月18日（土）～19日（日）
ホテルシーサイド江戸川（都内江戸川区）
10名

　卒業後45年目、前回から15年ぶりの同窓会を東京の葛西臨海公園
内のホテルで開催しました。参加者は10名。それぞれ40年間、主に
障害児・者に関わる現場で働き、一区切りをつけて今は民生委員や成
年後見人、いのちの電話ボランティアや法人理事長等フィールドを広
げ活動をしていることが報告されました。
　学生時代のままの笑顔や話しぶりに互いの健在ぶりを確認しあった
会でした。今後は、今回つながったLINEグループで近況を交流しつつ、
3年後に再開をと話し合いました。� （文責　石川 良子）

われ短の仲間 開催日●
会　場●
参加者●

2025年10月31日（金）～11月2日（日）
犬山国際ユースホステル（犬山市）
5名

　京都への旅行を皮切りに、宮崎、松山、高山、日田、渋川とメンバー
が住んでいる所を順番に開催場所にして同窓会を行ってきました。今
回は認定同窓会として、
大同窓会への参加と合わ
せ、犬山への旅行を企画
し、5名のメンバーが集
まりました。地元の会員
がいるため、犬山市の
ディープな魅力にも触れ
ることができました。こ
こ数年はメンバーの生存
確認のために毎年開催し
ています。開催後はフォ
トブックを作って思い出
に浸っています。来年は
宮崎の予定です。
� （文責　杉浦 伸枝）

40NIHON  FUKUSHI  UNIVERSITY  ALUMNI  ASSOCIATION  NEWS  No.136



同窓会開催報告

小池保子ゼミ合同同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月1日（土）
楽蔵うたげ（名古屋市）
5名

　昨年12月1日に東京で開催した「故小池保子先生を偲ぶ会」から約
1年が経ちました。今回は「大同窓会」参加にあわせ、名古屋にて「合
同同窓会」を開催しました。小池ゼミ1部1期生、2部1期生・3期生・
5期生が集い、小池先生の想い出を語り合いながら、多くのゼミ生に
人生の最晩年まで慕われた先生のお人柄を偲びました。大学卒業後
40年余りが経った今も、学部や学年の枠を超えて温かな交流ができ、
改めて小池先生との出会いに感謝する同窓会となりました。
� （文責　近藤 修司）

BBS赤とんぼの会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月1日（土）
ALLY'S garden nagoya（名古屋市）
54名

　3年振りの大同窓会、1966年から1983年入学まで54名の赤とんぼ
が集いました。中には卒業以来50年振りに会うという人もいます。
全員が還暦超えの世代、“今回会っておかないと” “最後かもしれない”
などというコメントもありましたが、皆それぞれの地域・分野で様々
な活動・実践の現役です。笑いあり涙ありの3時間、会の締めくくり
は学生時代と同様、子どもたちの幸せと平和を願う歌を全員で歌唱。
自然と振りが出で来る人も。翌日は70周年記念のオール児童文化部
同窓会、“じゃあまた明日ね”の言葉とともに1日目の会が終了しま
した。� （文責　江﨑 千惠美）

ヤジエセツルメント
76年入学（前後）世代

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月1日（土）
サイプレスガーデンホテル（名古屋市）
22名

　卒業して半世紀近く経過し、すでに他界した方もある中で現在も現
役で頑張っている方、現在も闘病中の方、親や孫の世話に明け暮れて
いる方など、お互いの境遇は様々でしたが、学生時代に経験したセツ
ルメント活動が、それぞれの生き方の原点であるといった声も数多く
語られ、あらためて元気をもらったような気持ちになりました。
� （文責　福田 周二）

Ⅱ部都丸ゼミ会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）
和食・酒えん（名古屋市）
5名

　Ⅱ部都丸ゼミ会は5名の会員が集まりました。1名が家族の事情で
欠席でした。ゼミ会の中では、それぞれの近況を出しあい、名古屋は
交通費が高い、障害者自立支援法めぐる職場のこと、支給されている
年金などの話題で盛り上がりました。
　私たちは都丸泰助氏の下で、地方行財政のあれこれを2年間学びま
した。卒業後のゼミ会には夫婦そろって参加されることもあり、昨今
では奥様お一人で参加されることが多くなりました。次回は桜が咲く
ころに奥様が参加しやすい日時、場所を考えて、ゼミの皆さまに案内
したいと思っています。� （文責　工藤 尚子）

近藤直子ゼミナール
（1992年卒業生）

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）
東海キャンパス
13名

　13名の大人数で『第4回近直ゼミの部屋』に参加！久しぶりのメン
バーもいて、うれしさMAX。会った瞬間あの頃にタイムスリップ。
あれから〇十年、改めて大事なことを学びました。人権が守られ一人
一人が各自の幸せを求めて生きていける世の中になるようにと、福祉
の大切さも心に沁みて、日福大で学べて直子先生に出会えて本当に良
かったと思いました。先生からいつもたくさんの学びと愛とパワーを
もらっているので、私たちからも先生への感謝と愛をめいっぱい送り
ました。� （文責　川田 優子）

1983年卒短大近直ゼミ 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）
東海キャンパス
11名

　今年は「大同窓会」の開催に合わせて集まりました。第2部の「祝
賀懇親会」に7名、第3部の「第4回近直ゼミの部屋」に9名の参加が
ありました。入れ替わりもありましたが、何と！ 11名もの同窓生が
集まりました。祝賀懇親会は参加者が多く、カオスのような状況でし
たが、お久しぶりの方もみえて懐かしく交流ができました。近直ゼミ
の部屋は直子センセのお話や芸達者な参加者の企画で大いに盛り上が
り、翌日は筋肉痛というおまけがつきました。� （文責　杉浦 伸枝）
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同窓会開催報告

1987年卒Ⅰ部
近藤直子ゼミ

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）～3日（月）
東海キャンパス、旅籠茶家かやかや（名古屋市）
10名

　2024年、学友の多くが還暦を迎えるので、6年ぶりに集まろう、と。
でも、定年前って意外と忙しくてお流れ…なら2025年に第4回近直
ゼミの部屋が開催されるので、その時に集まろう！ と誓いました。
　約束通り、今年の近直ゼミの部屋には、懐かしい顔ぶれが揃いまし
た。久々のなおこ節を満喫し、終了後には居酒屋に繰り出しました。
定年後の仕事や生
活、親の介護など、
話は尽きません。
　翌日、なおこ先
生 を 迎 え て の 本
番。前日はゆっく
りとなおこ先生と
話す余地もなかっ
たので、大いに盛
り上ったのでした。
� （文責　松岡 毅）

81年3月卒第三期
近直ゼミ同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）
名古屋クラウンホテル（名古屋市）
10名

　今回は、70周年大同窓会にあわせての開催でした。昼は、懇親会
に参加したり、「近直ゼミの部屋」への参加。先生のお話に元気をも
らい、歌やクイズを楽しみました。その後、名古屋のホテルへ移動し
て同期会の始まり。（残念ながら先生は欠席）。今回は、北は札幌、南
は宮崎から参加の人もいて、10名の参加でした。会食をしながら近
況報告。また新しいことにチャレンジしたり、人生を楽しむものを見
つけたり……。そんな話に元気をいっぱいもらえた会になりました。
� （文責　チドリ）

'82にこちゃん近直 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月2日（日）
楽蔵うたげ（名古屋市）
9名

　「'82にこちゃん近直」では、9名が参加。ニックネームで呼び合えば、
一気に43年前に！昼食懇親会では、おしゃべりと食事と馬酔木の歌
声。♪天使のハンマー♪や♪ケサラ♪の大合唱がド迫力でした。「近
直ゼミの部屋」では、直子先生の講演から、先生が私たちに与えてく
ださる愛の源を知って、これまでの愛の深さに胸が熱くなりました。
その後、名駅の「楽蔵」で夕食会を開き、今回の同窓会に集えたこと
に感謝し、10年後の再会を誓い合いました。� （文責　北川 節子）

夜間制大学院・
サービス分野1期生同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月14日（金）
銀座ライオンLEO（名古屋市）
5名

　コロナ禍を経て、5年ぶりとなるクラスの同窓会を名古屋で開催し
ました。2009年度に夜間制大学院へ進学した当時、30代から50代ま
での医療・福祉分野の多様な職種の仲間が、同期生として修士課程で
共に学びました。今回は久しぶりの再会となり、修了から15年を経
た現在の近況が次々と語られました。すでに仕事を退職した仲間がい
る一方、仕事を続けながら職能団体の役員として活躍している仲間も
おり、それぞれが元気に過ごしていることを確認できた、和やかで実
りあるひとときとなりました。� （文責　近藤 修司）

山崎ゼミ
（1979年度～1980年度）同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月15日（土）
ホテルルートイン岐阜羽島ほか（羽島市）
9名

　2025年11月15日に岐阜羽島で、8年ぶりの山崎ゼミ同窓会を開催
いたしました。参加者は、67歳～69歳と古希が近くなり、体形や髪
の量、シワの数など、それなりに歳を感じさせる状況でした。一次会
では近況を報告しあい、皆の活躍を讃え合いました。二次会は、カラ
オケルームへ移動し、カラオケは一切使用しないで、参加者のギター
一本で懐かしの
フォークソング
やゼミ歌などの
大合唱をし、お
腹いっぱいにな
るほど歌を歌い
盛り上がりまし
た。
�（文責　郷原 悌二）

筑豊の大人たち（ボタ山の会）
＆また会かい合同同窓会

開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月13日（土）
炉庵ROAN博多（福岡市）
10名

　去る、12月13日、生憎の小雨混じりの天候の中、また会かい＆ボ
タ山の会混合メンバー10名、博多駅東の居酒屋に参集し、講義を終
えた明星先生を囲んで忘年会を行いました。
　美味しい料理を囲み、久々の再開、初対面、帰省、仕事帰り、研修
後など、アルコール、ノンアルコール、皆それぞれ色々でした。話題
も仕事、遊び、趣味など多岐にわたり、あっという間の2時間でした。
勿論、今後の活動内容についても様々な提案が交わされ、来年に向け
た有意義な集いとなりました。� （文責　松尾 真一）
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同窓会開催報告

尾林ゼミ 開催日●
会　場●
参加者●

2026年1月11日（日）
日本福祉大学東京サテライト
30名

　 東京地域同窓会と尾林ゼミ共催でコラボ学習会を開催しました。
現役査察指導員の内田和樹先生から「生活保護の現場から」の講義を、
田島誠一元教授からはデイサービス利用者の「外出」のために市と交
渉した経緯を、工藤健一先生からは個人情報匿名加工についての最新
情報を、ダブリンの小舘尚文先生と尾林先生の対談ではハイコンテク
スト・カルチャーについて参加者とディスカッションする形で、みん
なと学びを深めることができました。学習会後は懇親会兼新年会でさ
らに熱く語り合いました。� （文責　松橋 美奈子）

1985増山ゼミ2期同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月20日（土）～21日（日）
裾花峡天然温泉宿うるおい館ほか（長野市）
20名

　還暦を過ぎた増山ゼミ二期生が長野に集い、増山先生を囲んで懐か
しく楽しい時間を過ごしました。子ども劇場記念公演では先生の話術
に心が弾み、夜の温泉での宴会では心ゆくまで語り合いました。翌日
はオープンゼミを開催し、先生の新刊『子どもを見くびらない』の内
容を深めながら、日本の子どもを取り巻く現状を学び直しました。久
しぶりのゼミは学生時代に戻ったような感覚があり、充実した時間と
なりました。その結果、「長野子どもを守る会」を立ち上げることが
でき、感謝しています。� （文責　土屋 敦子）

斎藤千宏ゼミ同窓会 開催日●
会　場●
参加者●

2025年12月6日（土）～7日（日）
斎藤先生宅（京都市）
5名

　これまでは斎藤先生を囲んで名古屋周辺で集まっていましたが、今
回、先生の京都のお宅を訪問することができました。先生の本格的な
イタリア料理をいただきながら仕事や趣味の事など近況を語り合いま
した。先生は、リタイアされた後もいろいろな所を飛び回っており、
大学の時よりも忙しそうでした。男性陣は、そのまま雑魚寝させても
らい、翌日は、近くの神社へお参りし、先生の娘さん夫婦の珈琲ショッ
プでベトナムとインドのコーヒーをいただきました。学生の頃が思い
出され、楽しいひと時となりました。� （文責　川出 薫平）

チーム新海浜 開催日●
会　場●
参加者●

2025年11月1日（土）
番采百薬（名古屋市）
15名

　今回11月2日の大同窓会に合わせ、名古屋市杁中の大学跡地周辺散
策と居酒屋での懇親会を行いました。散策では、学生時代に散歩した
興正寺や大学跡地にある時計塔「福祉の礎」などを見ながら、学生時
代に思いをはせる機会となりました。
　今回は同期生で新たな参加者が加わり、また先輩からも参加を得て
旧交を温めることができました。翌日の大同窓会への参加にいい弾み
の場となりました。今後も信頼できる仲間とのつながりを継続したい
との思いを強くしました。� （文責　瀬沼 信博）
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同 窓 会 開 催 の お 知 ら せ
イベント情報は日々更新されますので、最新の詳細につきましては同窓会ホームページをご覧ください。

同窓会
ホームページ

ブロック ブロック・地域同窓会・認定同窓会 開催日 会場 内容 （講師所属は2026年3月現在のものです）

北海道 北海道ブロック地域同窓会 3月22日（日） オンライン ⚫卒業を祝う会

東
北

秋田県地域同窓会 3月28日（土） 秋田県総合保健センター／駅前あっちゃん ⚫通信学生との相談交流会と卒業を祝う会

福島県地域同窓会 3月28日（土） 酒蔵 大平山 ⚫卒業を祝う会

関
東

関東ブロック地域同窓会 3月28日（土） 主婦会館プラザエフ ⚫卒業を祝う会

神奈川県地域同窓会 4月7日（火） 鎌倉市内 ⚫春の鎌倉散策

千葉県地域同窓会 5月10日(日) 千葉駅近辺

「文化講演会」
⚫講演会　⚫総会
　演題：成年後見制度の今後の展望（仮）
　講師：古澤 肇 氏（権利擁護センターぱあとなあ千葉運営委員長）

神奈川県地域同窓会 5月16日（土） 福祉保健センター ウィリング横浜

「公開セミナー＆定例総会」
⚫講演会　⚫総会　⚫懇親会
　演題：医療・福祉分野における意思決定支援と多職種連携
　講師：篠田 道子 先生（社会福祉学部教授）

埼玉県地域同窓会 5月31日（日） さいたま共済会館
⚫総会　⚫講演会　⚫懇親会 
　演題：多文化共生（案） 
　講師：ソブエ カースティ シャーロット 先生（国際学部准教授）

茨城県地域同窓会 6月7日（日） 茨城県県南生涯学習センター
⚫総会　⚫講演会　⚫懇親会 
　演題：未定 
　講師：未定

神奈川県地域同窓会 6月16日（火） 鎌倉市内 ⚫初夏の鎌倉散策

神奈川県地域同窓会 6月20日（土） 横浜市内 「みんな集まれ！飲んで食べて何でも語ろう！懇親会」 
⚫交流会

神奈川県地域同窓会 7月11日（土） 福祉保健センター ウィリング横浜 「通信教育学生との相談・交流会」 
⚫ミニ講演会　⚫相談会　⚫交流会

群馬県地域同窓会 8月29日(土) 鳥魚炉 ⚫研修会　⚫通信生交流会　⚫懇親会

北
信
越

北信越ブロック地域同窓会 3月22日（日） オンライン ⚫北信越地区　卒業を祝う会＆交流会

石川県地域同窓会 3月21日（土）・22日（日） （仮設）輪島市立図書館／
輪島市ふれあい健康センター

「能登半島地震復興支援事業　家族の漫画展・トークショー」 
⚫展示会　⚫トークショー

東
海

東三河地域同窓会 3月21日（土） 萬珍軒 豊橋店 ⚫卒業を祝う会

静岡県地域同窓会 3月22日（日） ホテルアソシア静岡 ⚫卒業を祝う会

岐阜県地域同窓会 3月22日（日） ちこり村　大ホール ⚫東濃東部地域同窓会

静岡県地域同窓会 5月10日（日） レイアップ御幸町ビル／
ホテルアソシア静岡

⚫文化講演会　⚫総会　⚫交流会 
　演題：未定 
　講師：未定

三重県地域同窓会 5月24日（日） BISTRO（ビストロ）木下カメラ店 ⚫北勢地域ブロック交流会

西三河／碧海地域同窓会 5月30日（土） 香楽 新安城本店 「第８回キャッチ同窓会」
⚫総会　⚫懇親会

名古屋地域同窓会 7月11日（土） TKPガーデンシティPREMIUM名古屋
ルーセントタワー

「名古屋地域同窓生の集い」 
⚫講演会　⚫総会　⚫懇親会 
　演題：その接客に「倫理」はあるか？
　　　 〜対人サービスと自己形成の社会学〜 
　講師：原田 忠直 先生（経済学部教授・学長補佐）

近
畿

近畿ブロック地域同窓会 3月28日(土) 梅田スカイビル タワーイースト ⚫卒業を祝う会

大阪地域同窓会 8月22日（土） オリエンタルホテル ユニバーサル・シティ
⚫総会　⚫講演会　⚫ワークショップ　⚫懇親会 
　演題：人間発達におけるできなさの意味の探求 
　講師：近藤 直子 先生（日本福祉大学名誉教授）

中国 中国ブロック地域同窓会 3月28日(土) 日本生命岡山第2ビル新館 ⚫卒業を祝う会

四
国

徳島県地域同窓会 5月24日（日） 徳島県立総合福祉センター
⚫総会　⚫講演会　⚫懇親会 
　演題：2040年に向けた終末期ケアとACP（アドバンス・ケア・プランニング）支援
　講師：杉本 浩章 先生（福祉経営学部 （通信教育）教授）

高知県地域同窓会 6月27日（土） 高知会館

「高知県地域同窓会の集い」 
⚫講演会　⚫総会　⚫懇親会 
　演題：犯罪をした人への社会復帰支援について考える
　　　  〜高齢者犯罪への対応に関する日独比較研究から〜（仮） 
　講師：鷲野 明美 先生（福祉経営学部（通信教育）教授）

九州・
沖縄 九州・沖縄ブロック地域同窓会 3月22日（日） 福岡会場：福岡オフィス 

沖縄会場：GRGホテル那覇東町 ⚫卒業お祝い記念大交流会in九州・沖縄

地域同窓会事業は、お住まいの地域に関わらず、ご自由に参加いただけますが、一部制限させていただく場合もあります。皆さまのご参加をお待ちしています。

【同窓会推薦型】のご案内について（通学課程）
同窓会推薦入試の出願要項等がすべて確定しておらず、ご案内時期は3月中旬以降の見込みです。
正式なご案内は同窓会ホームページにて行いますので、ホームページをご確認いただきますよう、お願い申し上げます。

2027年度　同窓会・提携団体等推薦入学試験

プライバシーポリシー改訂のお知らせ

　学校法人日本福祉大学は、個人情報保護法の改正（2022年施行）への
対応と、デジタル環境での情報保護強化を目的として、プライバシー
ポリシーを改訂いたします。
　今回の改訂では、個人情報の利用目的をより具体的に特定し、安全

管理措置等に関する規定を明確化しました。
　詳細は大学ウェブサイトにてご確認ください。皆さまの個人情報保
護をより一層徹底してまいります。
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活 動 日 誌  2025年7月~2025年12月　　　  網掛けは本部事項

7
月

5（土） 名古屋地域同窓会　名古屋地域同窓生の集い（対面）
5（土） 第1回常任理事会（対面）
5（土） 秋田県地域同窓会　ふくしセミナーとミニコンサート（対面）

9（水） 神奈川県地域同窓会　
小さき花の園見学＆江の島散策（対面）

12（土） 神奈川県地域同窓会　通信教育学生との相談・交流会（対面）
12（土） 福井県地域同窓会　総会・講演会（対面）
12（土） 岐阜県地域同窓会　親睦会（対面）
12（土） 長野県地域同窓会　総会（オンライン）
13（日） アメリカンフットボール部同窓会　交流試合（対面）
17（木） 北海道地域ブロック　Zoom座談会（オンライン）

18（金）～20（日） PSW-net　交流会（実践報告会）（対面）
19（土） 第1回東海地域ブロック代表者会議（オンライン併用）

19（土） 静岡県地域同窓会　
公開スクーリング講義＆地域交流会（対面）

19（土）・20（日） K-net（近藤克則ゼミ同窓会）　同窓会（対面）

21（月） 兵庫県地域同窓会　
総会・記念講演会・実践報告・懇親会（対面）

26（土） 第1回理事会（オンライン併用）
26（土） 東京地域同窓会　記念講演会＆トークセッション（対面）

26（土）・27（日） 勢和寮南寮88同窓会　同窓会（対面）
30（水） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）

8
月

2（土） 第1回関東地域ブロック代表者会議（オンライン併用）
3（日） 同窓会設立70周年記念事業「オンライン交流会」（オンライン）
3（日） 国際開発同窓会　総会・懇親会（対面）
10（日） 群馬県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）
17（日） 第1回北海道地域ブロック代表者会議（オンライン）

21（木） 学部開設10周年記念　
看護学部・看護学研究科ホームカミングデー（対面）

21（木） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）
23（土） 青森県地域同窓会　総会・講演会・懇親会（対面）
23（土） 神奈川県地域同窓会　ちひろ美術館・東京見学（対面）
23（土） 富山県地域同窓会　座談会「しゃべり場」（対面）

23（土）・24（日） 東京地域同窓会　スクーリング公開講義・交流懇親会（対面）

24（日） 西三河／豊田・岡崎地域同窓会　
総会および卒業を祝う会（対面）

30（土） 宮城県地域同窓会　講演会・懇親会（対面）

30（土） 岩手県地域同窓会　
総会・在学生と地域同窓会の交流企画・懇親会（対面）

30（土） 第1回九州・沖縄地域ブロック代表者会議（対面）
30（土）・31（日） 香川県地域同窓会　フィールドワークと体験報告（対面）

9
月

2（火） 福岡県地域同窓会　合同ミーティング（オンライン）
6（土） 大学院社会福祉学研究科社会福祉専攻（通信教育）同窓会
6（土） 第1回近畿地域ブロック代表者会議（対面）
7（日） 第1回中国・四国地域ブロック代表者会議（オンライン併用）

7（日）・8（月） オニヤンマの会（対面）
13（土） 宮崎県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）
13（土） 神奈川県地域同窓会　暑気払い（対面）
13（土） 大阪地域同窓会　災害ボラセン（対面）
13（土） 奈良県地域同窓会　にっぷくきずなやバーベキュー（対面）
20（土） 1992年度卒業二木ゼミ同窓会（対面）
20（土） 北海道地域同窓会　社会福祉セミナリウム in くしろ（対面）
20（土） 滋賀県地域同窓会　総会・講演会・懇親会（対面）
20（土） 山形県地域同窓会　特別総会・講演会・懇親会（対面）

20（土） 長崎県地域同窓会　
同窓生の体験談の発表会・総会・懇親会（対面）

24（水） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）
27（土） 第1回東北地域ブロック代表者会議（オンライン併用）

27（土） 愛媛県地域同窓会　
総会・同窓生実践報告・在学生と同窓生の交流会（対面）

27（土） 鹿児島県地域同窓会　総会・講演会・懇親会（オンライン併用）
27（土）・28（日） 訓覇スウェーデンセミナー（同窓会）（対面）

10
月

4（土） 福岡県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）
4（土） 筑豊の大人たち（ボタ山の会）（対面）

4（土）・5（日） 1976年卒2部大泉ゼミ　同窓会（対面）
8（水） 神奈川県地域同窓会　津久井やまゆり園見学会（対面）
11（土） 広島県地域同窓会　在学生と地域同窓会の交流企画（対面）

11（土） 岐阜県地域同窓会　
講演会・パネルディスカッション・親睦会（対面）

13（月） 富山県地域同窓会　総会・交流会・懇親会（対面）

10
月

16（木）・17（金） みそしるの会　同窓会（対面）
17（金） 蝉の会　同窓会（対面）
18（土） 岡山県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）
18（土） 高知県地域同窓会　研修交流企画（対面）
18（土） 沖縄県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）
18（土） 和歌山県地域同窓会　総会・講演会・懇親会（対面）

18（土）・19（日） 76FW大泉ゼミ同窓会（対面）
19（日） 三重県地域同窓会　総会・講演会・交流会・懇親会（対面）
24（金） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）
25（土） 道南地域同窓会　総会・懇親会（対面）

25（土） 千葉県地域同窓会　映画『チョコレートの人々』から
考える、共に働き、共に生きる社会（対面）

25（土） 熊本県地域同窓会　総会・講演会・懇親会（対面）
25（土） 大分県地域同窓会　講演会・総会・懇親会（対面）

31（金）～2（日） われ短の仲間　同窓会（対面）

11
月

1（土） ヤジエセツルメント76年入学前後世代　同窓会（対面）
1（土） 日本福祉大学牧野ゼミ同窓会（対面）
1（土） 小池保子ゼミ合同同窓会（対面）
1（土） BBS赤とんぼの会（対面）
1（土） ヤジエセツルメント76年入学前後世代　同窓会（対面）
1（土） チーム新海浜　同窓会（対面）
1（土） 社会福祉学部同窓会ホームカミングデー（対面）
1（土） 大同窓会　前夜祭　（対面） 特集（P13）をご覧ください。
2（日） 大同窓会　（対面）　特集（P6）をご覧ください。
2（日） 情報社会科学部・健康科学部同窓会ホームカミングデーin半田
2（日） 82にこちゃん近直　同窓会（対面）
2（日） 近藤直子ゼミ（1992卒業生）　同窓会（対面）
2（日） 1983年卒短大近直ゼミ　同窓会（対面）
2（日） Ⅱ部都丸ゼミ会　同窓会（対面）
2（日） 81年3月第三期近直ゼミ同窓会　同窓会（対面）

2（日）・3（月） 1987年卒1部近藤直子ゼミ　同窓会（対面）
8（土） 福島県地域同窓会　総会・講演会・意見交流会（対面）
9（日） 東京地域同窓会　黄葉・紅葉まつりでBBQ交流会（対面）

11（火） 滋賀県地域同窓会　日本福祉大学キャンパスツアー
～1日限りのバスツアー～（対面）

12（水） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）
14（金） 夜間制大学院サービス分野第1期生同窓会（対面）

15（土） 神奈川県地域同窓会　設立40周年記念
記念講演会＆パーティー（対面）

15（土） 新潟県地域同窓会　同窓生の集いin長岡（対面）
15（土） 京都地域同窓会　総会・講演会・懇親会（対面）
15（土） 島根県地域同窓会　研修会・総会・懇親会（対面）
15（土） 北海道田中会　同窓会（オンライン）
15（土） 山崎ゼミ同窓会（1979年度～1980年度）　同窓会（対面）
16（日） 大阪地域同窓会　teatime交流会（対面）

22（土） 香川県地域同窓会　
スクーリング講義・通信生歓迎交流会（対面）

22（土） 介護学専攻同窓会　在学生交流会（対面）
22（土） 第2回常任理事会（対面）
25（火） 北海道地域ブロック　Zoom交流会（オンライン）

29（土） 兵庫県地域同窓会　通信学部生情報交換会　
「ゆるつな」　（オンライン併用）

30（日） 社会福祉セミナーin鳥取（オンライン併用）

30（日） 神奈川県地域同窓会　
社会福祉セミナーin鳥取をliveで視聴する会（対面）

30（日） 東京地域同窓会　
パブリックビューイングin東京サテライト（対面）

30（日） 千葉県地域同窓会　
社会福祉セミナーin鳥取に千葉からも参加しましょう！（対面）

12
月

5（金） 神奈川県地域同窓会　晩秋の鎌倉散策　（対面）

6（土） 東京地域同窓会　国立ハンセン病資料館＆
国立療養多摩全生園見学会（医療部会）（対面）

6（土） 知多地域同窓会　市民公開講座映画上映会
『オレンジ・ランプ』＆トークセッション・総会（対面）

13（土） 神奈川県地域同窓会　忘年会（対面）

13（土） 筑豊の大人たち（ボタ山の会）＆
また会かい合同同窓会（対面）

13（土） 第2回理事会（オンライン併用）
16（火） 大阪地域同窓会　よるかつオンライン交流会（オンライン）
20（土） 岡山県地域同窓会　忘年会（対面）

20（土）・21（日） 1985増山ゼミ2期同窓会（対面）
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履修証明プログラム

申込期間 2026 年 4 月中旬～（予定）

さまざまな生きづらさを抱えたこどもたちを支援するため、こども支援関係の仕事に従事していたり、

その意志のある人たちを対象として、教育・福祉・心理に関わる基礎的かつ実践的な知見やスキルを

身に付けてもらうための講座です。講座はオンデマンド講座＋会場集合型研修の計 60 時間開催！

会場は名古屋鶴舞周辺を予定しています。修了者は認定資格「学校福祉士」の取得も可能です！

こども家庭庁の補助を受け「令和 7 年度里親支援センター等人材育成プログラム」

を実施いたしました。3 年連続の採択となる本事業では、

里親支援センター職員等の専門性向上を目的に、オンデマンド講義と

全国 8 都市 10 会場での対面演習を行い、1,100 名を超える方に申し込みを

いただきました。また、担い手の掘り起こしを目的とした

「令和７年度里親支援センター等人材育成プログラム スペシャルフォーラム」

を 3 都市で開催し、約 400 名が参加したほか、養育の質向上を目指し、

「令和７年度第三者評価機関職員研修プログラム」を東京・大阪で実施しました。

これらの取り組みを通じ、支援体制の基盤強化に努めております。

今後も里親支援をはじめとした社会的養護に携わる現任者を対象に、

現場のニーズに応じた研修を継続的に実施してまいります。

「未来へのふくし航路～ Social Change Symposium ～」は、

日本福祉大学の教員を軸に、各分野の有識者を迎え、社会の変革をめざした

対話と発信を行うことを目的としたシンポジウムです。

東京サテライト（有楽町）を拠点に開催し、ふくしをめぐる今日的なアジェンダ

について、提言にとどまらず、解決に導く糸口を参加者とともに考える場を創出

しています。2026 年 1 月には、学園創立 70 周年事業の一環として

「未来へのふくし航路 特別回」を開催し、5 名の登壇者と約 200 名の参加者と共に

「Well-being for All をどう実現していくか～その戦略を探る～」をテーマに、

制度や分野を越えた支え合いのあり方について活発な議論が交わされました。

今後も本学では、「未来へのふくし航路」を通じて、社会に開かれた対話と発信

の場を継続的に創造していきます。
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履修証明プログラム

申込期間 2026 年 4 月中旬～（予定）

さまざまな生きづらさを抱えたこどもたちを支援するため、こども支援関係の仕事に従事していたり、

その意志のある人たちを対象として、教育・福祉・心理に関わる基礎的かつ実践的な知見やスキルを

身に付けてもらうための講座です。講座はオンデマンド講座＋会場集合型研修の計 60 時間開催！

会場は名古屋鶴舞周辺を予定しています。修了者は認定資格「学校福祉士」の取得も可能です！

こども家庭庁の補助を受け「令和 7 年度里親支援センター等人材育成プログラム」

を実施いたしました。3 年連続の採択となる本事業では、

里親支援センター職員等の専門性向上を目的に、オンデマンド講義と

全国 8 都市 10 会場での対面演習を行い、1,100 名を超える方に申し込みを

いただきました。また、担い手の掘り起こしを目的とした

「令和７年度里親支援センター等人材育成プログラム スペシャルフォーラム」

を 3 都市で開催し、約 400 名が参加したほか、養育の質向上を目指し、

「令和７年度第三者評価機関職員研修プログラム」を東京・大阪で実施しました。

これらの取り組みを通じ、支援体制の基盤強化に努めております。

今後も里親支援をはじめとした社会的養護に携わる現任者を対象に、

現場のニーズに応じた研修を継続的に実施してまいります。

「未来へのふくし航路～ Social Change Symposium ～」は、

日本福祉大学の教員を軸に、各分野の有識者を迎え、社会の変革をめざした

対話と発信を行うことを目的としたシンポジウムです。

東京サテライト（有楽町）を拠点に開催し、ふくしをめぐる今日的なアジェンダ

について、提言にとどまらず、解決に導く糸口を参加者とともに考える場を創出

しています。2026 年 1 月には、学園創立 70 周年事業の一環として

「未来へのふくし航路 特別回」を開催し、5 名の登壇者と約 200 名の参加者と共に

「Well-being for All をどう実現していくか～その戦略を探る～」をテーマに、

制度や分野を越えた支え合いのあり方について活発な議論が交わされました。

今後も本学では、「未来へのふくし航路」を通じて、社会に開かれた対話と発信

の場を継続的に創造していきます。

申込期間 2026 年 4 月中旬～（予定）

2024 年度に創設された認定資格「こども家庭ソーシャルワーカー」の受験資格を得るための

研修プログラムを 26 年度も開催します！指定研修・追加研修・ソーシャルワーカー研修の

３種全ての開講を予定しており、４つの資格取得ルートを全て網羅！指定研修は東京会場・

名古屋会場の２会場で開催をします！試験対策講座も開講し、合格までのサポートも充実！

〒100-0006  東京都千代田区有楽町2丁目10-1
東京交通会館７階
アクセス／JR線山手線・京浜東北線：有楽町駅 徒歩１分、
地下鉄 有楽町線：有楽町駅、銀座一丁目駅 徒歩１分

〒460-0012  愛知県名古屋市中区千代田5-22-35
名古屋キャンパス内
アクセス／JR鶴舞駅名大病院口より南へ徒歩1分、
鶴舞公園口より北へ徒歩2分

　日本福祉大学FUKUSHI ACADEMY 東京

日本福祉大学FUKUSHI ACADEMY 名古屋

至東京駅

銀座柳通

東
京
高
速
道
路

有
楽
町
駅

JR山
手
線・京

浜
東
北
線

有楽町駅
D8出口
銀座一丁目駅

有楽町
駅前広場

2番出口東京
サテライト

東京交通会館

地下鉄有楽町線

名古屋キャンパス

FUKUSHI ACADEMY  HPお問い合わせ先

日本福祉大学FUKUSHI ACADEMY 東京
 TEL／03-5220-2825        

日本福祉大学FUKUSHI ACADEMY 名古屋 
TEL／052-242-3069
　　recurrent@ml.n-fukushi.ac.jp

履修証明プログラム

21 年度から開講をしている「履修証明プログラム学校福祉」を 25 年度も開講。

さまざまな生きづらさを抱えたこどもたちを支援するため、

こども支援関係の仕事に従事していたり、その意志のある人たちを対象として、

教育・福祉・心理に関わる基礎的かつ実践的な知見やスキルを身に付ける講座。

本年度も、教員やスクールソーシャルワーカー、行政職員や地域の児童館に

勤務されている方など、様々な子ども支援関係の職種につく 70 名以上の方から

お申込みをいただきました。

また本年度から本プログラムを修了した方には FUKUSHI ACADEMY が認定する

認定資格「学校福祉士」の付与を開始。

前年度までの修了者も含めて２００名以上の「学校福祉士」が誕生しました。

次年度も本プログラムは開講予定！詳細は以下およびホームページをご確認ください。

認定資格「こども家庭ソーシャルワーカー」を取得を目指す方を対象とした

「日本福祉大学 こども家庭ソーシャルワーカー認定資格 認定研修プログラム」

を 24 年度に引き続き、25 年度も開講しました。

70 年を超えるソーシャルワーク教育の実績がある日本福祉大学が、医療関係者や

児童相談所など様々な現場経験をもつ実践者と協働して作成したプログラムで、

“本当に支援に活用できる現場に即した実践的な学び”を提供しました。

会場集合型の研修も多く取り入れて受講者同士が交流もできることや、

試験対策講座を開講による資格取得のサポート体制も好評いただきました。

さらに 2026 年 2 月には、東京会場・名古屋会場の２会場で

「こども家庭ソーシャルワーカー フォローアップ研修」も開講し、

資格取得後も継続して学びやつながりを持続する機会を提供しています。
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心理学（2単位）、教育心理学概論（2単位）、心理学研究法（2単位）、心理検査法（2単位）、心理学実験（4単位）、知覚心理学（2単位）、
認知心理学（2単位）、高齢者の心理（2単位）、発達心理学（2単位）、発達臨床心理学（2単位）、学校心理学（2単位）、福祉心理学（2単位）、
臨床心理学（2単位）、司法・犯罪心理学（2単位）、教育相談（2単位）、産業組織心理学（2単位）、社会心理学（2単位）、消費者心理学（2単位）、色彩心理学（2単位）

●開講科目（単位数）

「学士（看護学）申請資格」
取得カリキュラムがスタート！

対象者
学位記授与機構（看護学）

第2区分該当者

看護系3年制短期大学卒業者
看護系3年制専修学校専門課程修了者※2

金融リテラシーはビ
ジネスにおける身に
つけておくべき3種
の神器の1つ

日本福祉大学通信教育部は、
【AFP認定研修】の特別認定教育機関 !
期間内に8科目を修得するだけで、
AFP受検資格を取得することができます。

【AFP認定研修】は、試験合格に導く
オリジナルテキストを使用。
通学不要!全国どこからでも学べます。

オンライン
で完結

レポート提出
原則不要

※1.大学改革支援・学位授与機構を利用（最終審査は学位授与機構が行います）
※2.修業年限3年以上かつ修了に必要な総授業時間数2,550時間以上の看護系専修学校専門課程修了

※１
2026年4月より

生活と仕事に役立つ
金融リテラシーをAFP資格
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★�お納めいただいた最終年度は宛名の払込用紙の＃に続けて印
字されております。（例：＃2022・・・2022年度分まで納入済）

　�宛名印字完了から会報発送までの間にお振り込みいただいた
場合は、最新のお振り込み状況が反映されていない場合があ
ります。何卒ご了承ください。

◆�本同窓会は、寄付金控除の対象となる団体ではありませんの
でご了承ください。なお、税制上の優遇措置をご希望の場合
は、日本福祉大学への寄付をお願いいたします。

　（詳細は、大学ホームページをご参照ください）
◆�1年度分（¥1,000）から納入できます。
　（8月号は当年度分、3月号は翌年度分に充当します）
◆�複数年度分（¥1,000×年数分）を納入される場合は、払込用紙に必ず
納入したい年度をご記入ください。

　�（過年度分の納入も可能です。会費制度が開始された1995年度以降で
ご指定ください）

◆�ご記入いただいた年度の同窓会維持会費を既に納入済の場合は、翌年
度（以降）分に充当します。

　�（同一年度分を二重で頂戴することはありません。納入いただきました
会費の返金には対応しておりません）

◆�インターネットバンキングからの納入も可能です。
　（振込手数料はご負担ください）
　�お名前の前に同窓会員ID（宛名の下に記載）を必ず入力してください。
また、通信欄へ入力可能な場合はご希望の納入年度をご入力ください。

皆さまからご協力いただいた同窓会維持会費の主な支出内訳
同窓会事業…卒業生の交流・親睦、大学との連携 在学生支援…�同窓会推薦入試学生生活支援金、

　　　　　　Uターン就職援助金、卒業記念品、卒業お祝い関連行事活動援助金…全国57地域同窓会、認定同窓会等

会報出版・郵送…同窓会会報8月号、3月号 懸賞論文事業奨励金

・払込取扱票は発送宛名を兼ねております都合上、会費納入記録の有無に関わらず皆さまにお送りしています。
・同窓会カード（三菱UFJニコス・VISA）をお持ちの場合、払込取扱票での維持会費のお振り込みは不要です。
10月のご利用分としてカード会社から引落しとなります。詳細はカードご利用明細をご確認ください。
カード引き落とし対象：9月30日時点でカードご契約の方

同窓会維持会費について

同窓会維持会費についてご不明な点がございましたら、同窓会事務局までお問い合わせください。

①銀行名・支店名で振込
（都市銀行・地方銀行・ゆうちょ銀行など）
銀行名 ゆうちょ銀行
支店名 〇八九（ゼロハチキュウ）
種　別 当座
口座番号 0065485
口座名義 日本福祉大学同窓会

②記号・番号で振込（ゆうちょ銀行のみ）
記　号 00890
番　号 65485
口座名義 日本福祉大学同窓会

■ゴールドカード年会費 永年無料！（注1）

（注1）同窓会維持会費 （1,000円 / 年）をお支払いいただく（※）ことで、
ゴールドカード年会費が無料になります。

　　  ※同窓会維持会費は毎年9月30日時点で同窓会カードをご契約の
方を対象に、10月のご利用分として11月にカード会社より引き落
としとなります。

■ポイント利用いろいろ！
商品への交換、キャッシュバック、提携他サービスへのポイ
ント移行ができます。

安全・安心の1枚 日本福祉大学同窓会カード！

同窓会カード申込専用サイトより�
お申し込みください。（注2）

（注2）・カードの審査・発行にはお時間を頂戴します。 
・受付はインターネットのみとなります。 
　郵送ではお申し込みいただけませんのでご了承ください。

※三菱 UFJニコスと提携

同
窓
会
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

お
申
し
込
み
方
法

■持っているだけで在学生支援！
同窓会カード利用額の一部は同窓会に還元され、在学生
支援や同窓会活動の充実に役立てます。

■安心の各種保険サービス！
海外旅行保険・国内旅行傷害保険・ショッピング保険付帯
・詳細はカード会社の HPにてご確認ください。

■ＥＴＣカード・家族カードも作成可能！
同窓会カードがお手元に届いてからお手続きください。

➡

〈  ▲受付はこちらから  〉

★
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日本福祉大学同窓会会報 編集後記　　　　 
　本誌の校了直前、小木美代子先生の訃報が入ってまいりました。巻頭・大同窓会開催報告特集（6ページ）にて先生のお元気な様
子をお伝えしているところですが、急遽28ページの訃報欄にも掲載させていただくこととしました。小木美代子先生のご冥福を心より
お祈りいたします。
　本号では大同窓会を中心に70周年記念事業を報告しました。次号でも、記念事業の成果を伝えていきたいと思います。
◆今号をお読みになった感想やご意見、情報提供ならびに同窓会事業に関するお問い合わせはアンケー
トフォームからお寄せいただけます。ぜひご活用ください。

〒460-0012 名古屋市中区千代田5丁目22番32号
TEL（052）242-3051  FAX（052）242-3052

NO．136

アンケートフォームはこちらから▶


	136_01_H1
	136_02_大同窓会案内ページ_巻頭1
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